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第二十四章　誰が敵で味方なのか？







　水晶にはクレセントの名前が出てきた。これは正統なお告げだから、もう覆すことはできず、従うしかない。今の感情のままだと、心のない政略結婚になるだけだ。

　私の心は石のように固く閉ざされた。胸が痛い。どうして私は水晶に夫選びを任せてしまったのだろう。何か見えない力が働いて、どうかしていたとしか思えない。

　後悔の念で押し潰れそうになりながらも、一縷の望みを抱いて口を開いた。

「ハーデス、本当にクレセントなの？」

「はい、クレセント様の名前が浮かんでおります」

　諦めかけたときだ。再び水晶が光り、ハーデスは驚いて震えだした。

「まさか、これは……」

　冷静なハーデスが慌てるのだから、予期せぬ事態が起きているに違いない。

「ハーデス？」

　不安げに声をかけると、ハーデスはゆっくりと語った。

「クレセント様と……その奥に……ラッド様の名前が……」

「どういうこと？　二人同時に映るなんてあるの？」

「いえ、恐らく初めてのできごとかと思います」

　クレセントはとても不満そうな面持ちで、視線を泳がせた。

「私だけが夫候補だと思ったのに、もう一人いるんですね。こういう場合はどうなるのですか？」

「どうにもならないわ。後は私がどちらにするか、決めるだけです」

　私は内心ホッとして、終了の指示を出した。部屋に戻ろうとしたとき、クレセントの背後からアダマスが顔を出した。

「二人いるのでしたら、どちらがアイリス様の夫に相応しいのか、もう一度水晶で決めてもらえばよいではないですか？」

　アダマスは美しい顔立ちだが、その笑顔はとても不気味だった。何か企んでいる……そう思わずにはいられなかった。心なしか不穏な空気さえ感じる。

「水晶のお告げは満月の日に一度だけと決まっているの。だから今日はもう無理よ」

　言ってはみたものの、アダマスは聞く耳など持っていないようだった。

「ですが、水晶に光が残っております。まだパワーがあるのだから、使わない手はないでしょう」

　ハーデスの近くにより、アダマスがいかがですかと尋ねる。彼が拒否するのはわかっている。アダマスの意見を肯定するものなど、クレセント以外は誰もいないはずだった。

「……かしこまりました」

「え、ハーデス？」

「今ならパワーが残っているはずです。お二人のうちどちらを選ぶのがいいか、水晶に聞いてみましょう」

　突然の申し出に、私は困惑した。いったいハーデスは何を考えているのだろう。これでもしもクレセントが選ばれたら、どう対処すればいいのか。しかも十分じゃない水晶でお告げをすることは、お母様を亡くすきっかけとなった日と同じではないか。それなのに、ハーデスは何で承諾してしまったのか。

「ダメよ、ハーデス。いったいどうしちゃったの？」

　そう言っても、ハーデスは既に月に語りかけていた。

　こうなったら、今はただ祈るしかない。胸が張り裂けそうになりながら、ハーデスのお告げを待った。

　水晶が青白く光ると、ハーデスは淡々と語り始める。

「クレセント様の文字には安泰と幸福が……ラッド様には暗黒の世が……すみません、その先の文字がにじんで読めません」

　一瞬テラスが静まり返り、誰も言葉を発することができなかった。次第にどよめきが起き始め、室内に響き渡った。

「どういうこと？　その言葉には続きがあるのよね？」

　ハーデスは頷いたけれど、やはりその先までは映し出されなかった。パワー不足であることは明白で、何故、そうまでして先を見ようとしたのかが悔やまれる。

「クレセントを選ぶと安泰と幸福が待っているってこと？」

　リュウが首を傾げる。それを受けて、ディーンが続ける。

「それじゃあ、ラッドを選ぶと暗黒の世が待ってるっていうのか？」

「まさか、そんな……」

「アイリス王女、結果がでましたよ。どうか私を選んでください」

　私は言葉を発することができなかった。

「それはどうにも信じがたいな」

　選ばれなかったからか、ロイスは不満気だ。

「しかもラッドの世が暗黒？　って、その水晶は本当に正しいのでしょうか？」

　誰に問うわけでもなくロイスが呟く。その場にいた王子たちも信じられないと口々に言い出した。

　一番ショックを受けたのはラッドだろう。でも真っ青な顔をしているのはアルスの方だった。

「これから宜しくお願い致します。結婚式は早い方がいいですよね？」

　差し出された手を取ることはできなかった。

「私は……まだ貴方を夫に選ぶとは言ってません」

　どうにもやり場のない怒りに震えた。

　ハーデスの持つ水晶の力は絶対だと子供のころから言い聞かされている。でもさすがにこれは納得ができない。

　ラッドを選ぶと暗黒の世がって何？　そんなことあり得ない。けれど本当に水晶が正しかったら……やはりルビー国は敵なのか。考えがまとまらず、私は呆然と立ち尽くしていた。

　クレセントは笑みを私に向ける。体を屈めると、私の耳元で囁いた。

「だから言ったでしょう。ルビー国にはお気をつけくださいと……。貴女を救えるのはこの私です。そしてこれは運命ですから、決断を待っております」

（まだわからない！）

　けれど言い切る自信はない。確かにクレセントにも心のジュエルが反応しているのだから。それに想像よりも、嫌な相手ではなかった。

　だとしても、私が望む結婚ではない。唇を噛みしめ、乱された心を静めるためにグッと拳を握った。

「まだ絶対ではないわ。やはり最終の決断は私がします」

　踵を返し、部屋を出る。暗くて長い廊下が続くのを見て、目の前がクラクラした。

　それでも負けないと、ふらつく体をぐっと堪えて歩き出した。
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　部屋へ帰るまでの間、アルスは無言だった。いつもなら、眉間にしわが寄ってるだの、疲れてないかって声をかけてくれるのに、水晶の結果を憂いているのだろう。

「ではまた明日、お迎えにあがります」

「待って、アルス！」

　部屋を出ようとするアルスを、抱きついて止める。彼は戸惑っているのか、両手を上にして私に触れようとはしなかった。

「アイリス王女？」

「ごめんなさい。こんな結果になってしまって。アルスの言葉を信じて、待つべきだった。水晶で決めてはいけなかった」

「ええ、ですが、結果は出てしまいました。もう引き返せないのでしょう？」

　なんて切ない声で聞くのだろう。胸が締め付けられる。でもこれは私が招いたことだ。もうどうしようもない。

　私はゆっくりと抱きしめていた腕の力を弱める。

「アルスの気持ち、まだ聞いてないわよね。貴方は私をどう思っているの？」

「俺の想いを聞いたら、何か変わりますか？」

　返事ができなかった。

「俺がもし好きだと言ったら、貴女はこの国を捨てられますか？」

　気持ちに正直に生きられれば、国を捨てる覚悟だってできるけど――。

　私はサファイア国の女王だ。簡単に言えるわけがない。私の心はアルスにあるのに……言えない自分が悔しい。唇をキュッと噛み締めた。そうしなければ、本音を言ってしまいそうだったから。

「……賢明な答えです」

　アルスは悲しそうに頷いた。それから強く噛み締めている唇を見て、自分の唇に触れる。

「もうおやめください。ここが赤くなっていますよ」

　それでも噛むのをやめなかった。だって、悲しくて、辛くて、どうしても堪えきれないから。そのうちに涙が頬を伝っていく。こんなことで泣きたくないのに、心が素直になりすぎる。彼の前で泣くのはこれで何度目だろう。

「泣かないでください。今の俺は何もしてあげられません」

　アルスはだらんと腕を垂らしたまま、触れてはくれない。

「じゃあ、少しでいいから胸を貸して」

　一歩前にでて、おでこをアルスの胸に付けた。ヤーヌスの花の香りが微かにする。

　いつも思う。アルスといるこの時間で、永遠に時が止まってしまえばいい。ただ胸に顔を埋めて、声を出して泣いた。最後は自分が何で泣いているのか、それすらもわからなくなっていた。

　結局、アルスは立ち尽くしたままだった。私が泣き止むまで、ずっと胸を貸し、ピクリとも動かなかった。だけど触れている部分から感じる鼓動はとても速くて、ジュエルの波動はとても温かい。やはりアルスも――。

「私のジュエルを感じているわよね？」

　すがるようにアルスを見上げる。涙でボロボロの顔をしてるだろうけど、視線を外すなんてできなかった。答えを聞くまでは、ここを動きたくない。緩めていた腕を再び背中へと回し、見つめながら彼を抱きしめる。寄り添った体から伝わるアルスの体温が、徐々に熱くなっていくのがわかった。

　困り果てた様子で、くっと顔をしかめたとき――。

　視界が完全に塞がれる。頭と体を押さえつけるように、きつく抱きしめられていた。

「アルス、私は――」

「申し訳ございません。また明日……お休みなさい」

　勢いよく体が離れ、引き止める間もなく扉がバタンと閉まる。冷たい扉に体を添わせ、その奥にいるアルスへ想いを馳せた。
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　アルスは笑わなくなった。

　今日も挨拶以外は何も話してくれず、公務室に続く廊下をただ歩く。これでは初めて会ったころのアルスだ。すっかり心が閉ざされている。

　重々しい空気を引きずったまま、公務室に入った。

　夫選びも最終段階になり、水晶のお告げが話題となる。

「選ぶのはクレセントかラッド、この二人でいいのよね？」

「はい、ただ最後のお告げが気になります。クレセント様なら幸福が、ラッド様なら暗黒の世が、あれは何を意味するのでしょうか。今となっては先を読めなかったのが悔やまれます」

「そうよね。でもわからないわ。冷静なハーデスが、いったい何故パワーが弱まっているのに予言をしてしまったの？」

「それだけは、私も申し訳なく思います。よく覚えていないのですが、急に頭が真っ白になり気がついたら勝手に予言をしておりました」

「それって、何か大きな力が働いたとか、誰かに催眠にかけられたとかってこと？」

「わかりませんが、そうかもしれません。ですが、途中だとしても、あのお告げには効力があります。あれは間違いではございません」

　それでもパワー不足の言葉を信じるわけにはいかない。ハーデスだってわかってるはずだった。

「とにかく、私は水晶に出た名前だけは信じるわ。それでいいかしら？」

「もちろんです。水晶のお告げは絶対ですから、必ずクレセント様かラッド様からお選び頂きます」

「……わかっているけど、別の人を選べる打開策はないかしら？」

「ございません。それに一刻も早くブラックダイヤモンドの正体を突き止めて、倒す策を考えなくてはいけません。なので夫選びはアイリス様にお任せします。これでも譲歩しているつもりですが？」

「ええ、そうよね。わかったわ」

　渋々承諾する。覚悟を決めてラッドを夫として選ぼうと思う。

　後はブラックダイヤモンドを調べることを、本格的に始めなければいけない。

　ダイヤモンド国に向かったという、お父様の安否も気になる。何もかも中途半端で、解決しないことばかりだった。

　ハーデスに「次の議題ですが」と話題が変えられる度に、深い溜息がでた。
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　気まずい雰囲気は続いているけれど、アルスはいつも通り公務室の前にいてくれる。

「アルス……」

　いつもは私が問題を抱えているのに、今は彼の方が辛そうだ。

「夕食の時間になるまで、王子様たちと交流されますか？」

「いいえ、今日は誰とも会いたくないわ。お城から私を連れ出してちょうだい」

「それは危険です。何度も襲われているんですよ」

「わかっているけど、貴方がいれば大丈夫でしょう？　嫌なら、私一人で行くから、ついて来なくていいわ」

　結局アルスは、私に従って城の外に出てくれた。気分転換がしたいと言ったけど、目的はアルスのためだ。今日は一度も笑った顔を見ていない。

　馬を用意させて、私のお気に入りの場所へ行こうと誘った。ヤーヌスの花畑だ。

　ルビー国にも咲く花なら、アルスを元気づけられそうな気がした。
















第二十五章　アルスの告白







　公園はいつも通り、和やかで、ホッとする場所だった。私の姿を見ると、市民たちは驚いたけれど、会釈をするだけで近づく者はいなかった。護衛がアルス一人なので、お忍びだと思ったのだろう。

「足元に気を付けてください」

「わかってるわ……あ、その先は右に行って。覚えているわよね？」

「ええ、ヤーヌスの花畑ですね」

　場所は一度行ったので、道順は忘れていないらしい。獣道を歩くぐらいだから、その辺もお手のものなのだろう。

「アイリス王女、歩きにくそうですね。宜しければお手をどうぞ」

　ぎこちなく歩くのが気にかかったみたいだ。よろけながら出した手を、しっかりと握ってくれる。

（大きくて温かい）

　誰よりも安心できる手だ。

　昨日は私に触れようともしなかった……まぁ、最後は抱きしめてくれたけど。アルスの気持ちは掴めそうで掴めないのがもどかしい。

　なだらかな道になっても、アルスは私の手を離そうとはしなかった。いつもは遠慮や照れ、臣下だからなどと理由をつけてすぐに離すくせに、こんなときに限って彼は私を惑わしてくる。アルスの行動は心を乱し、ドキドキと鼓動を高鳴らせる。自然と出している色気にときめいているのも、彼は気づかないだろう。私は複雑な感情を抱いて、前を歩く彼の背中を愛おしく見つめる。

（こんなに愛しているのに、何故、アルスを選んではいけないんだろう？）

　わかり切った問いを自分に投げる。アルスが逃げてしまわないように、手をギュッと強く握り直した。アルスがそれに応えてくれる。彼から伝わる熱は、私の心へと繋がっているように感じた。だから私の手を離さないんだ。それなら今だけでいい、このひとときを大切にしたいと思った。

　二人きりの散歩は秘密めいて、いけないと思いつつも、次第に浮足立つような気分になっていく。そしてアルスへの想いを再認識する。

（私はアルスが好き！　やっぱり誰にも止められない）

　本当はジュエルに正直になりたい。でもこの想いをアルスに打ち明けても、受け止めてくれるはずがない。私が拒否したのだから。

　私はお母様の仇を打つと心に誓い、さらにこの世界をブラックダイヤモンドから守らなければいけない。

　だからアルスを選べない。なのに私はここで何をしようとしているんだろう。元気になってもらうだけが本当に目的なの？　笑ってくれるだけでいいのよね？

　黙って先へ進むアルスの背中を見つめながら、何度も自問自答を繰り返した。

「もうすぐでしょうか？」

「そうよ、あと少しで見えてくるわ」

　さらに行くと平地になっていて、ヤーヌスの花畑が見えてくる。一面に白い花が風に揺れていた。アルスと同じ香りが私を包んでくれる。

「やっぱりここに来ると落ち着くわ」

　少し休もうと、花畑の中央にある大きな岩を指さした。

「あれ、ベンチ代わりになるのよ」

　アルスが先に進んで、自分の上着を脱ぐ。ふわりと岩にかけると、そこへ座れと促してくれる。

「アイリス王女、こちらへ」

「気にしなくていいわ。服が汚れるでしょう」

「俺の服より、貴女のドレスのほうが大事です」

　優しい声に紳士的な態度、でも微笑みはくれない。寂しい気持ちのまま、並んで座った。しばらく花が風に揺れるのを黙って眺めていたけれど、沈黙に耐えられず口を開いた。

「風が気持ちいいわね。私ね、辛いときは必ずここに来て、空を見上げたのよ」

「俺も、マルスの丘によく行きました。何だかルビー国を思い出します」

　寂し気な印象だったけど、微かに笑ってくれた。たったそれだけなのに、嬉しくなる。

　また何も語らずに同じ場所を見つめた。静かな時間が流れている。このまま誰にも邪魔されたくない。

　それもあって、私は身動きせずに、横にいるアルスの体温を感じていた。

　どれぐらいの時間が過ぎただろう。そろそろ戻りましょうと、アルスが立ち上がろうとする。彼がほんの少し手をずらすと、私の手の甲に重なった。

「え……？」

　ここまで来て、やっとお互いの顔を付き合わせる。

「すみません」

　その一言が私を不安にさせた。アルスを引き留めるように、重なった手の上にさらに自分の手を置いた。

「何で謝るの？　いけないことなんて、してないじゃない」

　間近で見つめ合い、その視線を彼の唇へと移す。

「そうやって、また俺を誘うのですか？」

「ええ。でもこれだけは言っておくわね。私が誘うのは貴方だけよ」

　どちらからともなく目を閉じる。ゆっくりと唇が重なっていく。優しくてとても愛しいキスが落ちてきた。

　ジュエルがいつになくざわついて、全身に熱が駆け巡る。それは決して悪いことではなく、むしろ感じたまま流れに身を任せた結果だった。何度も唇を押して、啄んで、次第にその唇の感触がお互いの感情を乱していく。やがて激しく重なりあって、貪るように、気持ちだけをぶつける長い長い口づけになった。

　体中がアルスへの想いでいっぱいになって、やっと満たされる。その先を求める前に、アルスから離れて顔をそむけた。

　唇は離れたけど、重なった手はそのままだった。きっとアルスも自分と同じ気持ちなのだと思いたかった。

「ねぇ、聞いてもいい？　私のこと、どう思ってる？」

「……まだ俺の気持ちにこだわっているのですか？　今は何も言えません」

　アルスは遠く空へと視線を移した。

「じゃあ、もし私が貴方を夫に選んだらどうする？」

「あり得ないでしょう。それにもう答えは出たはずです」

　本当は受け入れると言って欲しかった。

　アルスはしばらく黙ったまま、ただ空を切なそうに眺めていた。

「だったら、ラッドを夫に選ぶわ。そしたら、ずっと一緒にいてくれる？」

　赤茶色の綺麗な瞳が、まっすぐ私に向けられる。沈みゆく太陽に照らされたアルスは妖艶で見惚れるほど美しかった。

「アイリス王女……？」

「それも嫌なら、やっぱり私は貴方を夫に――」

「ダメです。水晶のお告げを聞いたでしょう。俺は夫になるべきじゃない。ラッド王子もです」

「お告げとアルスって関係ある？　それに水晶にはラッドの名前は出てるのよ」

「その後です。ラッド王子だと暗黒の世が訪れると――」

「パワー不足のお告げは信じないわ」

「だとしても、貴女は俺の命よりも大切な人です。だから幸せを願いたい。貴女を守ることが身を引くことなら、どんなに苦しくてもそれが最善の策です」

　少し瞳が潤んでいた。ときどきアルスは予測できない返事をする。

　命より大切だなんて――。

「それって……私のことが好きってことよね？」

　まだ一度も言葉にしてもらったことがない。ちゃんとアルスの口から気持ちを聞きたいとまっすぐに見つめた。

「……俺は……貴女が好きです……誰よりも愛しています」

　やっと想いが通じた。切ない告白に、ギュッと胸が締め付けられる。ストレートに投げかけられた言葉は私のすべてを熱くさせた。なのにアルスの表情はとても辛そうだ。

「でも俺を選んではダメです。例え誰かの妻になっても、俺は貴女を愛していますから」

「私が他の人と結婚してもいいの？　だったらラッドと結婚するわ」

　それもダメだとアルスは首を横に振る。

「だったら、クレセントと結婚しろというの？　私が決められるのはラッドかクレセントしかいないのよ」

「だから……少し時間がほしいと言ったじゃないですか」

　そうだ、私が壊した。わかってる。だから結果は受け入れるしかないけど、ラッドとの結婚も否定するなんて思わなかった。

「待たなかったのは悪かったわ。だけど最終的に決めるのは私だから、誰を選んでもアルスは私を愛してよ」

「それは命令ですか？」

「だったら？」

「……従いますよ」

「じゃあ、約束にキスして。これは命令というか、お願い」

　と、アルスに向かって目を閉じる。

　どれぐらい待っただろう。薄目を開けると、とても悲しい目をしたアルスがいた。もう一度目を閉じて、やっと熱い口づけが落ちてくる。

　心を甘く痺れさせ、奇しくもお互いのジュエルが強い光りになって反応している。それなのに、身を切られるほどの悲しいキスだった。

　夜が来るまで、そう決めてアルスと寄り添った。本当は傍らにいる彼の体温をずっと感じていたい。心はどんなに離れていても私にある。それは誰にも邪魔できない確かな想いだった。

　光が徐々に消えていく。空に星がきらめき始め、ヤーヌスの花が姿を変えようとしていた。

「夜の景色はまた別の美しさがありますね」

「ええ、ちょうど夜に差し掛かる時間が私は一番好きなの」

「わかる気がします。昔も、こんな風に貴女とマルスの丘で夜を待ったことがあるんです」

　ぽつりと呟かれたアルスの声に振り向いた。彼は目を細めて、夜に染まっていくヤーヌスの花を見ていた。風になびく髪が月明かりでキラキラと輝いている。清々しい気持ちで、アルスは澄んだ空気を思い切り吸いながら伸びをした。

（確かにこんな光景を見たことがある）

　遠い記憶の彼方から、呼び起こされたのは二人の男の子だ。そこで私はこの花の特徴を話したのだと思う。

　この花入れ替わるのよ、と言った記憶が蘇る。




――僕たちも入れ替わったら面白いね――。




　あれは何だったんだろう。ふと、思ったことを口にした。

「アルスは入れ替わったことある？」

「いきなり何ですか？」

「マルスの丘で遊んだときを思い出したの。多分、ラッドかアルスがそう言ってなかった？」

「さぁ、どうでしょう。覚えてませんね」

　嘘だ。私があだ名を付けたり、この花が好きだと言ったのは覚えているのに、自分が言ったか、言われたかしたのを覚えていないはずがない。

　そう思ったら、入れ替わりという言葉が気になりだした。

「ねぇ、アルス、貴方はもしかして――」

　言いかけた口に指を当てられる。黙ってのジェスチャーだった。耳を凝らすと、遠くから微かに私を呼ぶ声が聞こえてきた。

「戻る時間を忘れていましたね。すっかり長居をしてしまいました」

　名残惜しそうにアルスが立ち上がると、私に手を差し伸べる。その手を取ると、グッと引き上げられた。

「ありがとう」

　ちょうどアルスの胸の辺りに目線がいく。このまま見上げたら、またすがってしまいそうだ。

　けれど岩に敷いた上着の汚れを軽くはたいて着るまで、私を見ようともしない。

　再びアルスが心を閉ざしたのがわかる。

　私だけが感情を割り切れぬまま、自分を呼ぶ声を聞いていた。
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　下からたくさんの靴音が響き気配が近くなると、アルスはとっさに私と距離をおいて立った。

「アイリス王女、探しましたよ」

　軽快に坂を登ってきたのはクレセントだった。その後にハーデスとラッド、ロイスとディーン、リュウと続いている。

「アイリス様、外へ出るなら私に一声かけてください」

　私に言いながら、チラリとアルスへ視線を投げた。無意識の行為ではあったが、やはり彼と出かけたのを気にかけているみたいだ。

「ごめんなさい、私がここに来たいと我がままを言ったの」

「いえ、俺が気分転換にと提案しました。申し訳ございません」

「違うわ。アルスは私の命令に従っただけなの」

　ハーデスに訴える私の前にクレセントが割って入った。アルスから引き離すように、肩を掴んで抱き寄せる。

「どちらにせよ、護衛を一人しか付けずに出かけたことには変わりはないでしょう。危険ですから、今後は遠慮してもらいたいですね」

「そうよね。気を付けます」

　クレセントから離れるために歩く。しっかり肩を抱かれていたのか、勢い余ってよろけてしまった。それを素早く受け止めて、アルスの腕の中にすっぽりと納まる。

「ほう、護衛としては、かなり優秀のようですね」

「ええ、だから安心して出かけられたのよ」

「随分と信用なさっているのですね。ラッド王子の側近で、敵かもしれないのに？」

　私を支えるアルスの手に力がこもる。それから緩んでいく手に、自分の手を重ねた。

「少なくとも、私の敵ではないから心配は無用です」

　クレセントは少し呆れていた。

　王子たちは無事でよかったと口々に言い、それぞれ城へ帰っていく。

　私も無言で歩き出した。

　すっかり日が暮れて、ヤーヌスは妖艶な花に変化している。そのなかを通ると、花の香りがまとわりついた。いつもとは違う青く光る花の美しさと甘い香り。その艶やかさに惑わされそうだった。
















第二十六章　動き出した陰謀







　朝はいつも通りだった。扉を叩くのはアルスで、公務室まで向かう護衛も彼に頼んだ。

「俺で本当にいいんですか？」

「誰よりも信頼しているの。貴方じゃなきゃダメなのよ」

　まるで愛の告白だった。この世の終わりみたいな顔をしていたアルスがクスっと笑う。

「とんでもない殺し文句ですね」

「何よ、これぐらい言わなきゃ、護衛を断るつもりだったでしょう？」

「よくお分かりですね」

　毎日のように顔をつき合わせていれば、それぐらいわかる。しかも私の愛しい人だ。

「アルスの考えなんて、お見通しよ」

　参りましたと、また口角が上がる。表情が和らぐ度に、嬉しくなった。

（私たちはいつまでこうしていられるんだろう？）

　口にしたら、そこで終わってしまいそうで、心に留めた。

「ありがとう。またお昼に会いましょう」

　公務室の扉をしめる。いつもならハーデスが迎えてくれるのに、大臣に呼ばれたとかで席を外していた。誰もいない部屋は圧迫感があって、一抹の不安を感じる。

　ほどなくして扉がノックされた。開けると侍女がお茶セットをワゴンに乗せて立っていた。

「誰が用意させたの、ハーデス？」

　侍女は何も答えず、中へ入ろうとする。

「待って、貴女、このフロアの侍女じゃないわね？」

　侍女はいきなりワゴンを私に押し付け、隠し持っていたナイフを取り出した。

　あれを投げられたら終わりだ。咄嗟に盾になりそうな分厚い本を持つ。これぐらいしか身を守る術がなかった。

　侍女の目は焦点があっていない。催眠にかかっているようで、声かけにも応じない。ワゴンを脇へ追いやると、切りつけてくる。それを本でかわそうとした。

「アイリス王女！」

　飛び込んで来たのはアルスだった。すぐに侍女の手首を掴んだが、訓練された兵士のような強さだ。アルスの手を切りつけ振りほどくと、躊躇せずに彼の胸へと短剣を突き刺そうとする。

「きゃあっ、アルス！」

　思わず叫んだ。でも、彼は冷静に胸を反らして回避する。

　悲鳴を聞きつけたハーデスが部屋の入口を塞ごうとするのを押しやって、侍女は外へ飛び出した。

「アイリス様、アルスも？」

「王女は大丈夫です。それより刺客を捕まえて下さい」

「わかりました」

　ハーデスが再び廊下に出て、侍女を追った。それを見送ると本を手放し、私は膝から崩れ落ちる。受け止めてくれたのは、アルスだった。

「アイリス王女……」

「アルス、手を見せて。血が出てるわ」

「いえ、これぐらい……」

　無我夢中でアルスの手を押さえる。傷はすぐに癒えて、床に血の跡だけが残った。これが二回目だからか、さほど驚きもしない。私のジュエルの能力だと悟ったのだろう。

「これでいいわ」

「貴女の能力だったんですね？」

「ええ、できれば誰にも言わないで。それからハーデスが戻るまでここにいて、私を一人にしないで」

　城の中で襲われたことがショックだった。傷を治すために握った手だけど、まだ震えが止まらない。そんな私を見かねたのか、彼はゆっくりと抱きしめてくれる。

　背中を撫でて、もう大丈夫ですと囁いた。

「俺は貴女のそばを離れません。ここにいますから、落ち着いてください」

「アルス……どうしたらいいの？　敵が城の中に入ってくるなんて、前代未聞だわ」

「このフロアで初めて見る侍女でしたね」

　あってはならない事態に備え、ハーデスは城の階ごとに専門の侍女と侍従たちを配置していた。仕事も交代制にはしているが、フロアごとに顔を把握できるようになっている。

　アルスは護衛についても、ハーデスから情報を得ていなかったはずだ。それでも廊下ですれ違ったときに、違和感を感じて引き返してきてくれた。戦の勘が働いたのだろう。アルスが護衛でよかったと、心から思う。

　アルスはいつの間にか私を胸に抱きながら、ポンポンと優しく背中を叩く。まるで子供を寝かしつけるみたいに。

　しばらくしてハーデスが戻ってくると、アルスは私から離れていく。

「公園にいた刺客の一味かもしれません。足が速く、城の塀を器用に乗り越えて行きました。兵士に追わせていますが、見つかるかどうか」

　ハーデスは城の周りの警備を強化していたはずなのに、こうも簡単に入ってくるのはおかしいと首を傾げた。

「城の中でも油断はできないわね」

「ええ、少々ダイヤモンド国を疑っておりましたが、水晶のお告げもございますのでどう考えていいのやら」

　ハーデスも頭を抱えていた。これがダイヤモンド国の陰謀であったとしても、クレセントは別段悪い人物には思えない。それに何の証拠もないのだ。

　乱闘で、床には本が散乱していた。

「片づけを手伝いますよ」

　アルスが本を拾い始めると、けたたましく扉がノックされた。

　開けると、ラッドが立っていた。

「アルス、大変だ。王女を襲ったの、俺のせいになってる。噂が城中に広まってるんだけど、どういうことだろう？」

「ラッド様、とにかく中へ」

　ハーデスは辺りを伺ってから、扉を閉めた。

　ラッドは深呼吸してから、説明を始める。彼が言うにはルビー国の侍女が私を襲い、不幸の前兆がきたという話が徐々に流されているというのだ。

「ほらラッドと結婚すると暗黒の世がってやつ、あれのおかげで悪者みたいになってるからさぁ。噂の元をたどろうとしても変な目で見られて、情報収集もできなかったよ。かなり用意周到な刺客だよ」

　アルスが頷き、私とハーデスに向かって真摯な態度できっぱりと言う。

「俺が保証します。刺客の侍女はルビー国の人間ではありませんでした」

「だとしても同じ国の人間が言っても信用されないだろうな」

　ラッドのほうは諦めの表情で呟いた。

「少なくとも私は信じるわ。それにしても、何故そんな噂が？」

「昨日の予言の影響でしょう」

　ハーデスの予言を聞いた者から、ラッドが不幸をもたらすと言うお告げだけが広まっていた。しかも皆それを信じてしまっている。

　さらにルビー国の侍女が私を襲ったという噂が重なると大事になることも予想できた。それが狙いなのだろうか。

「こうなったら、俺はルビー国へ帰ったほうがいいかな？」

「ダメよ！」

　私は思わず叫んでいた。自分でも驚くぐらい大きな声で、しかも無意識に隣にいるアルスの袖を掴んでいた。

「いえ、帰るのは俺だけです。アルスは護衛で置いていきますから、安心してください」

「ラッド王子、それはいけません。暗殺失敗で逃げ帰ると思われますよ、もしくは謀反を起こすために帰ったと言われるかもしれません」

「そんな大事になる？」

　冷静にハーデスが「なります」と答えた。

「この噂はこちらで何とか致しますので、どうか思い留まってください」

「そうよ、いないと困るわ。守るのはもちろんだけど……私を悪夢から救ってくれるのはアルスしかいないのよ」

「大丈夫ですよ。どんなときも俺が守りますから、それにお守りだってあるじゃないですか。貴女には悪夢だって見せません」

「お願いね、私を助けてくれるなら、早く目覚めるようにとジュエルに祈ってね」

　それぐらいならお安い御用ですと、しっかり頷いてくれる。この会話をハーデスとラッドは少々呆れ顔で眺めていた。

「今日の公務は中止に致しましょう。ルビー国の件につきましては、こちらで調査をさせていただきます」

「俺も、できる限り調べさせてもらいますね」

　ラッドはそう言って、部屋を後にした。

　見送るとアルスに部屋まで送るように申し付けて、ハーデスは公務室の扉を閉めてしまった。

　いったいこの城で、何が起ころうとしているのか、追及できないでいる。

「参りましょうか」

　アルスに促されて歩き出す。部屋に続く廊下はいつもよりも歪んで見えた。
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　朝、いつものように公務室へ向かう。その様子を侍従たちがコソコソと話し、私の周りは不穏な空気に包まれた。

「ごめんなさいね、嫌な思いをさせているわね」

「構いませんよ。それよりも貴女が危険に晒されるほうが心配です。このまま護衛を許してもらえるなら、俺から離れないでください」

　頷く私を笑顔で受け止めてくれる。主人のラッドが疑われて心配はつきないはずなのに、私の護衛でいいのかと内心思う。それでも今頼れるのはアルスしかいなかった。

　公務室ではまた難しい顔をしたハーデスが待っていた。調査が行き詰まっているらしい。

「私たちが真相をわかっていれば大丈夫よ」

　昨日の暗殺未遂事件のことだ。ハーデスはルビー国に申し訳が立たないと言う。

「誰の仕業かわかリませんので、他の王子様たちが国へ戻らないよう夫選びは続けると致しましょう」

　それがいいと承諾した。

「では危険ですが、毎日決まった時間にお茶会を開くのはいかがでしょうか？　そこでアルスにも側近の動きなどを探ってもらいます」

「いいわ、そうしましょう」

　では早速と、その日の午後からお茶会が開かれることとなった。
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　バラ園の手入れが終わり、お茶会はまた裏庭のテラスで行われる。

　アルスと一緒に向かうので、侍女や侍従たちの視線に警戒をしたが――。

　不思議なことにラッド陰謀説の噂がきれいに無くなっていた。おまけにルビー国を疑ってすみませんと、誤ってくる侍女や侍従たちの姿もあった。

「何があったの？　何か知ってる？」

「いいえ、俺はあまり出歩かないほうがいいと思い、護衛の時間以外は部屋にこもっておりました」

「そうだったのね。いいわ、お茶会の席で聞いてみましょう」

　その途中のできごとだった。

　庭に出ると、ハッとアルスが上を見上げる。　何事かと思う矢先に、視界がアルスの胸で塞がれた。

　バリンッ！

　すぐ後ろで陶器が割れる音がする。振り向くとそこには植木鉢が無惨に破壊されていた。

「これは、どういうこと？」

「上から落ちて来たようです。恐らく一番上のバルコニーでしょう」

　見上げてもすでに人の影はない。割れた陶器は、さっきまで私がいた場所に正確に落ちている。これが頭に当たったらと思うと、身震いが起きた。

　近くの侍女に片付けと、ハーデスへの報告をお願いする。アルスの心配を他所に、姿勢を正す。毅然とした態度でいなければ負ける。

「もう大丈夫よ、行きましょう」

　憂鬱な気分のまま、お茶会のテラスに着いた。

　私の顔を見ると、リュウが駆けつけてくる。

「ねぇ、クレセントったら凄いんだよ！　ラッドの噂話を一喝して、止めさせたんだ。カッコよかったよ～」

　リュウは興奮気味にクレセントの声色を真似る。

「噂ほど醜悪なものはない。証拠もないのに騒ぎ立てるのはいかがなものでしょう？　サファイア国で働く者として恥ずかしくないのですか？　だって～！」

「本当なの？」

　その場にいた他の王子にも尋ねる。誰もが頷き、しかもラッドまで感謝したいと喜んでいた。

「それで、クレセントはどこにいるの？」

「あれ、さっきまでいたんだけどね～」

　ディーンが答える。

「確か、アイリスちゃんを迎えに行くって言ってたけど、会わなかった？」

　ディーンが指した方向は、私たちが通ってきた場所だった。

「あ、きたきた～！　クレセントったら、何してたんだよ～、アイリスちゃんもう来てるよ」

　リュウの視線を追う。目が合うと嬉しそうに微笑んで、まっすぐ駆けてくる。立ち振る舞いはとても美しい王子様だ。

「お迎えに行ったのに、会えなくて残念です」

「私たちも同じ方向から来たのに、おかしいわね」

「少し寄り道をしたんです。ほら、この花を貴女にと思いまして」

　差し出されたのはシロツメクサでできた冠だった。

　庭の手入れをしていた侍従からもらって、作ったのだと言う。

「ありがとう。ふふっ、クレセントって意外と器用なのね」

「意外は余計です」

　少し頬を膨らませながら、私の頭に被せてくれる。その姿は茶目っ気があって可愛いとさえ感じた。

（やっぱり悪い人じゃなさそうね）

　疑ってはいけなかった。もっとクレセントを知る努力をしなくては……。ルビー国を助けてくれた人だと思うと、余計に親近感が沸いてくる。

「おや、ハーデスが何やら慌ててますね」

　見ると、ハーデスが物凄い勢いでかけてきた。

「アイリス様、また襲われたと聞きましたが、本当ですか？」

「ええ、でも大事には至らなかったし、事故だと思うわ」

　そこへクレセントが割って入ってくる。

「それはいけませんね、もしかして間者が城に侵入しているのとか？　警護が足りないのではないですか？」

「いえ、問題ないわ。アルスがいれば大丈夫です」

「ですがとても心配なんです。私も武芸には自信がありますから護衛をさせてもらえないですか？」

「いえ、王族に私の護衛なんてさせられません」

「そうですか……。では、貴女の側にいさせてください。それなら構いませんか？」

　断る理由がなかった。彼は立派な夫候補で、ジュエルだって反応している。

「……いいわ。クレセントとはまだ日が浅いし、交流を深めるためにも一緒に行動しましょう」

「それは光栄です。ではお茶会に参りましょう」

　すっと手を取りキスを落とす。ピリリッとジュエルが反応した。それを彼も感じているのだろうか、ちょっと顔をしかめてから妖艶な笑みを見せる。アルスを好きであっても、ときめいてしまうほど、美しい微笑みだった。
















第二十七章　最有力候補のクレセント







　クレセントは私から片時も離れようとはしなかった。もちろん夫候補ではあるし、一緒に行動しようと言ってしまったけれど――。

「クレセント、申し訳ないけど部屋までの経路はまだ教えられないの。今日はここでお別れしましょう」

　部屋まで送ってもらうことも考えたけれど、さすがにそれはもう少し彼を理解してからだ。集まってくれた王子たちに挨拶をして、最後はクレセントに手を差し出した。

「わかりました。では、ここで……いい夢を」

　手の口づけにもだいぶ慣れた。ジュエルの反応に変化はない。アルスのときはさまざまだったけど、クレセントは一定だ。ラッドにおいては、不思議なことに反応がなくなっている。

（あのお告げが関係してたりするかしら？）

　私とアルスが廊下の突き当りにさしかかると、クレセントから声がかかる。見ると、とびきりの笑顔で手を振ってくれていた。

「アイリス、お休みなさい！」

　丁寧にお辞儀をして、廊下を曲がる。もっとツンとした王子かと思っていたのに、無邪気な一面にふっと笑みがこぼれる。

「楽しそうですね」

「そう？」

「ええ、クレセント王子がいい人そうでよかった」

　少し寂し気な声だった。見上げたアルスの表情も曇っている。前を見据えたまま、黙って歩く。もしかして妬いてる？

　そう思ったのも束の間だった。この態度は次の日もその次の日も続いた。
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　すっかり私の横はクレセントの定位置となっている。アルスは護衛として今まで通りいてくれるけど、口数も少なくなりクレセントといるときは離れた所から見守るようになっていた。

　クレセントは容姿も所作も申し分なく、その美しさにサファイア国の侍女や侍従も虜になっているようだ。

　私も一緒にいて嫌な気分はしない。この人が夫でもうまくやっていけそうな気さえしてくる。アルスを想っていなければ、夫に選んでもいいのかもしれないけれど――。

　アルスを諦めてクレセントと政略結婚をすると決めるには、まだ時間が必要だった。
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　お茶会の席では、暗黙の了解で私の隣にクレセントが座るようになった。

　そうして決まって他愛もない会話から始まる。

「公務はかなり大変なのですか？　顔色が優れませんね」

「お気遣いありがとう。これでもだいぶ慣れてきたのよ」

「王族の定めとはいえ、王や女王の代りをするのは大変でしょう。早くその半分を引き受けて、貴女の負担を軽くしてあげたいです」

　そう言われて返す言葉を探していると、リュウが先に口を開いた。

「クレセントは優しいね～」

　リュウは既にクレセントを崇拝していて、こんな調子だった。

「でもさぁ、こんなにカッコイイ王子がいい人って、ちょっとおかしくないか？」

「何だよ～、ディーンったらヤキモチってやつ？」

「違うよ。クレセントが完璧すぎるからさ、たちうちできなくて面白くないだけだよ」

「そういうのも嫉妬という感情の一つだよ」

　落ち着いた声でロイスが言うと、ディーンは「そうなのかなぁ」と少し唇を尖らせる。

　クレセントに対して、ディーンの直感が働いているのだろうか？　それとも気のせい？

「皆、素敵な王子様たちじゃない。ディーンはないものねだりでもしてるのかしら？　私からしてみれば、ここにいる王子は全員完璧で素敵な王子様よ」

「おや、もっと頑張らないといけませんね。早く貴女の特別な王子になりたいものです」

「クレセントならすぐになれるよ。ね、アイリスちゃん」

　返事の代りに愛想笑いでごまかし、お茶に口を付ける。

　今では他の王子たちもクレセントに好意的だ。

　確かに悪くはない。王族としての悩みや辛さもクレセントはよくわかっているから、私の気持ちを察したりするのはたやすいだろう。だけど、今まで私の心に寄り添ってくれたのはアルスだ。クレセントの言葉が響かないのは、私のストレスをすべてアルスが受け止めてくれていたからかもしれない。

　周りではサファイア国の次期国王は「優しいクレセント」だという雰囲気が漂いはじめ、侍女や侍従の間でもすっかり定着している。

「それでいつになったら、私を夫を選んでくれるのですか？」

「いつにしようかしら。まだ決めかねているの」

　クレセントはブラックダイヤモンドを倒すのに必要な人物なのかもしれない。それなのに自分の心はまだアルスを求めている。だからクレセントとも、ラッドとも言えずにいた。

　そのとき、ディーンが微妙な空気を読み取って、口を開いた。

「まぁ自分の気持ちが一番大事だけど、政略結婚でもあるわけだしね、リュウ？」

「そうだね、こんなに優しいんだから、結婚してから好きになっていくパターンもあるんじゃない？」

「確かにそうだが……」

　頷いたもののロイスは、語尾を濁した。何か言いたげにチラリとラッドを見る。

「もうやめて、クレセントの味方ばかりね。言っておきますけど、水晶にはラッドの名前も出てるのよ。それに水晶のお告げがあっても、まだ全員が夫候補だって忘れないでね」

　クレセントが夫になるという前提で話が進むのは、状況的に仕方がないけど水晶に名前が上がったのに話題にならないラッドの身にもなってあげてほしい。

「ラッドもラッドよ、貴方だって夫候補なのよ。少しは私と話したいとか、そういう気持ちはないの？」

　完全に八つ当たりだった。しかもまだ言い足りなくて、ラッドの隣へ移動しようと思い席を立つ。

　日よけのあるテーブルから離れると、日差しが強くて木陰を目指して歩いた。と、その瞬間――。

　バキッ！

　木の幹が折れる音がした。

「危ない！」

　全員が席を立ったが、その幹を弾き飛ばしたのはアルスだった。

「ケガはありませんか？」

「ええ、ありがとう。貴方は？」

「俺のことは気にしないでください」

　大きな幹が転がっているのを見て、ロイスが驚く。

「よくこれを弾き飛ばしたね。しかも素早い。これはやはり才能だな」

　ロイスが感心し、他の王子もうんうんと頷いた。呑気な対応なのは、アルスが難なく危機回避してくれたと思っているからだろう。

「アルスは護衛として本当に優秀ですね、これほどの幹だ。ケガをしているのでは？」

「そうね、アルス腕を見せて」

　凄い形相でアルスがクレセントを睨むのを見た。嫉妬とは違う、殺意にも似た視線だった。二人の間に何かあったのか、でも今はアルスの手当が先だった。

「くっ……」

　痛そうに顔を歪めたので、急いで袖をめくった。隠そうと引っ込める腕を、私のほうへ引き寄せた。

「……!!」

　今度は唇を噛んで、声すら出そうとしない。袖をまくると、かなり腫れていた。大きな幹を素手で弾いた衝撃がどれだけ凄かったかが伺える。

「ちゃんと見せて、本当にケガはないのね？」

　私は心配する振りをして、アルスの患部に触れた。すぐに腫れが引いていく。私が大げさにしたせいで、ディーンたちが心配そうに覗き込んで来る。でもそのころには、元通りになっていた。

「何だ、腫れてもいないわ。アルスったら、どれだけ強いの？」

　わざとらしく言いながら、彼の耳元で囁いた。

「もう痛くないでしょう、このままケガはなかった振りをしてちょうだい」

　アルスは頷き、わざとらしく手首を振って皆にアピールした。

「心配はいりませんよ。少し強く打っただけです」

「アルスって、僕みたいに馬鹿力なんだね。それに不死身だ」

「ディーン王子、人を化け物みたいに言わないでください。それに馬鹿は余計です」

　和やかな笑いが裏庭の空にこだまする。私が命を狙われていることを覗けば、とても穏やかな空気が流れていた。
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　城では木の枝が折れたことが、既に悪い噂として広まっていた。

　王子たちと別れ際、クレセントが「広まった噂は私が何とか致します」と声をかけてくれる。

「ありがとう。私のほうでも対策を考えるわ」

　クレセントはどこまでも優しく気遣いのできる王子だ。いつものように、廊下を曲がるときに手を振ってくれる。そろそろ部屋まで一緒にいさせてあげてもいいかもしれない。

　曲がった廊下をアルスと歩く。振り返りざまにコソコソと話す侍従たちが多くいる。

「ラッド様の側近がそばにいるから、アイリス様が危険になるらしいわ」

「何故ルビー国へ帰らないのかしら？」

「ラッド様がいる限り、きっとこの国は不幸になるぞ」

　せっかくルビー国の噂が消えたと思ったのに、お茶会が終わってすぐに広まっている。いったい誰がこんなことをしているのか。

「くだらない話をしないでちょうだい！　噂はあくまでも噂なのよ！」

　初めて声を上げて侍女たちを怒った。

　聞き耳を立てなくても自然と耳に入ってくる言葉は、アルスだけでなく私の心も傷つける。どんなに違うといっても、ルビー国の者が声を上げては逆効果だろう。私が声を上げるしかないと考えた結果がこの叱責だった。

「怒らないでください。皆、不安なんですよ。やはり、俺が離れたほうがよさそうです」

「どうして？」

「暗黒の世になるかもしれないって、噂があるんですよ？」

「ええ、だけど貴方が護衛をやめる理由にはならないでしょう？　側近として辛いだろうけど、ラッドの噂は私が何とかするから、絶対に離れないで」

「……はい」

　弱々しい返事だった。何を考え込んでいるのか、とても悲しい目をしていて、取り付く島もない。

　もっと楽しい会話をしたいのに、気の利いた話題も思いつかなかった。

　クレセントが夫として最有力候補になってから、すべてが変わっている。

　確かにクレセントは申し分ない。王族で、優しくて、いつも私を気にかけている。選ばない理由がない。それなのに何かがひっかかる。そうだ、さっきのクレセントを見るアルスの目だ。

「ねぇ、さっきクレセントを睨んでいたわよね？　何かあったの？」

「……いえ、そのようなことは……」

　いつになく歯切れの悪い返事に、心がざわざわする。訳がわからないけど、これが晴れるまでは、夫を決めてはいけないと思う。私の気持ちは揺れに揺れていた。
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　あれから噂はクレセントが取り計らっても、いっこうに消えなかった。

　それどころか、クレセントが尽力する姿が好感を得て、アルスよりもクレセントと一緒にいるほうがいいのでは？　という声がしきりに上がり始める。

　アルスは護衛は今まで通り続けると言ってくれたけれど、移動の度に何かしらの危険に遭遇した。悪循環のように、それがさらなる噂となってルビー国を追いやっていく。

　そんな状況で不思議とクレセントが横にいると、ピタリと危険な目に合わなくなる。

　やはりクレセントが夫になるほうがこの国は安泰なのだと、城にいる誰もが思い始めていた。

　危機回避という名目で、最近は昼食もクレセントと一緒に食べている。彼は意外と饒舌で、スマートな会話が楽しめる。でも私が求めているのは、こういう会話ではない。

　わかってる。物足りないと感じるのは、アルスがいないからだ。彼は食事が終わったら、迎えにきてくれる。私はそれを待っている。クレセントは彼の警護はもう必要ないと言うけれど、ただ会いたいのだ。アルスに。

「お見送りありがとう。午後の公務があるので、また後で」

「ではまたお茶会で会いしましょう」

　クレセントは私の手を取ると、そっと口づけした。

　いつもはしないけど、今日はアルスに触れたい気分だ。私は後に控えている彼にも手の甲を差し出す。少し戸惑ってから、優しいキスをくれる。見つめ合っているとクレセントが間に割って入ってきた。

「最後は私が……」

「え？　貴方はさっきしたじゃない」

「最後も私でないとダメなんです！」

「ふふっ、おかしな人ね」

　笑うなんてとクレセントは少しムッとした表情になる。それなのに、少々顔が赤くて何だか照れているように見えた。

　あまり気に病まないほうがいいのかも。こうやって少しずつ、笑いあって気持ちを近づけていけば、いつか……私はクレセントを愛せるだろうか。

　笑わないアルスを見ながら、漠然とそんな想いが頭を過った。





＊　　　　　　　＊　　　　　　　＊






　これで何度目のお茶会だろう。

　クレセントが夫になると感じているのか、私ではなく他国の王子や側近との会話を楽しむ王子がほとんどだ。

　アルスは少し離れた席に座り、運ばれてきた紅茶を飲みながら、辺りを伺っている。

　私の話し相手は、常にクレセントになっていた。

「私の城の壁はとてもシンプルなんですよ。サファイア国のように華やかにするのもいいかもしれませんね」

　クレセントがテラスから城の外観を眺めた。芸術的な細工を施した柱や宝飾で彩られた壁などはとても美しく、この国が裕福である証でもあった。

「この辺りは母の趣向を取り入れて、父が作らせたの」

　ところどころに青いラピスラズリで作った彫刻を埋め込んでいるのは、城のデザインとしてのアクセントのようだが、平和の祈りも込めているのだった。

「アイリス王女、バラ園からの眺めもよさそうですね。少し私と歩きませんか？」

「ええ、いいわ。行きましょう」

　クレセントは私の手を取って歩き出した。アルスを気にかけ、振り返ったけれど視界は彼がエスコートする腕で塞がれた。
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　バラ園は手入れが入ったばかりで、綺麗に整えられていた。

　中へと入っていくと、その先のテラスは最初に予知夢を見た場所でもあった。それをふと思い出す。そういえばクレセントは夢を知っている口ぶりだった。アルスだと思っていた刀傷の男性がクレセントだということはあるだろうか。

「どうしました？」

「いえ、何でもないわ」

「そうでしょうか？　私にとっては思い出の場所ですよ」

　いきなり手を取られると、後ろにある大きな木に押さえつけられた。

「あのときもこうして、貴女の逃げ道を塞ぎましたよね？」

　まさか――。

「あのときの男性はクレセントだったの？」

　ずっとアルスだと思っていた。やはりただの希望だったのか。

「思い出してくれましたか？　私たちはここで、ほら、こうして貴女の唇に触れて……」

　クレセントが長い指で私の唇を撫でる。

「キスをしましたね……」

　気持ちが落胆する。あれはアルスじゃなかったの？　近づいてくるクレセントに対し、どう対応すべきか考えた。

「そうだ、服の紐をこうして――」

「待って、そんなことされてないわ」

「おや、そうでしたか？」

「やっぱり、貴方は違う……」

　かすれ声を絞り出すのがやっとだった。

「いいえ、初めから貴女の夫は私なのですよ、そろそろ選んでもらえませんか？　拒む理由がわかりません」

　クレセントは少しだけ紐を引きドレスを緩ませると、俯いている私の耳元に唇を寄せた。

「それにいつだって貴女は夢の中で私に体を許していたじゃないですか。そろそろ本当に結ばれてもいいころですよね」

「まさか……」

　驚いて顔をあげると、短剣を構えるクレセントの姿があった。




――殺される――。
















第二十八章　クレセントの正体







　一瞬で恐怖に震え、目を閉じた。身構えるのと同時に、アルスの声が響いた。

「アイリス王女！」

　目を開けると、短剣を振りかざしたクレセントの腕を、素早くアルスが押さえていた。

　その隙にアルスの背中へと回り込む。クレセントは露骨に嫌な顔をして、彼の腕を振り解くと木に思い切り短剣を突き刺した。

「何をそんなに慌てているのですか、逢瀬の邪魔をしないでもらいたい。私はアイリス王女に近づいたこの虫を殺そうとしただけです」

「え？」

　見事に中心を刺されていたのは、大きな蜘蛛だった。一瞬、言葉を失ったが、すぐに平常心を保とうとした。

　仕留めた蜘蛛を見て、アルスが首を横に振る。

「だからといって、剣で仕留めるのはいかがなものでしょうか。女性を怖がらせるだけではないですか？」

「ふむ、女性は虫がお好きではないと思っていましたので……。それにこれから愛を語ろうとしていたのですよ。邪魔者は排除しなければね」

　耳に入ってくる言葉はとても冷酷で、心が感じられなかった。今まで優しかったクレセントはすべて嘘だったのか。アルスの背中にしがみついて隠れていたが、今までの夢のすべてがクレセントかもしれないという嫌悪感と殺されるかもしれないという恐怖から、力が抜けていった。

「アイリス王女、大丈夫ですか？」

「……ええ」

　その場にしゃがみ込む前に私を抱きかかえてくれる。震えながら私は彼の首にしがみついた。

「アイリス王女をこちらへ。本来、それは私の役目ですよ」

　クレセントの言葉にアルスの体が怒りで熱くなっていくのがわかる。

「いいえ、もう誰にも任せられません！」

　いつもより強い口調だった。ハーデスもクレセントの前に一歩踏み出して道を塞いだ。

「私もアイリス様の側におりますから、クレセント様はご心配なく」

　ハーデスが行きましょうと促し、アルスは私を抱き上げて歩き出した。

　お茶会の席まで行くと王子たちが心配そうに集まってきたので、このままお開きにしたいとハーデスが頭を下げる。

　アルスは周りを見渡してから、ラッドを呼んだ。

「俺はアイリス王女を部屋に連れていきます。お願いがあるのですが、耳を貸してください」

　ラッドは両手の使えない彼のために、近づいて手で耳を囲った。読唇されるのを防ぐためなのか、アルスもできるだけ口を動かさずに指示を出していた。一番近くにいる私でさえ、何を話しているのか聞こえない。

「わかった。それなら問題ない」

「できるだけ気づかれないように、お願いします」

「そんなの言われなくてもわかってますよ」

　ラッドは辺りの様子を伺ってから、城の中へと入っていった。いつもながら、素早い動きで、彼のほうがアルスよりも俊敏なのではと思ってしまう。

「アルス、私たちもここを離れましょう。このままアイリス様を部屋までお連れしてください」

　アルスは頷き、危険がないか細心の注意を払いながら、歩き出した。

　彼の首に巻きついて、優しい揺れを感じている。できるだけ振動なく運んでくれようとしていて、この感覚は気を失ったときの記憶に似ている。やはり私が覚えている感覚はすべてアルスのものだ。この腕の中だけが落ち着く場所だった。

　部屋に入り、私をベッドに横たわらせる。離れようとするアルスを嫌がり、しがみついた。

「私から離れないで」

「ですが、少し眠ったほうが気持ちが落ち着きますよ。夕食の時間までお休みください」

　私の腕を首からゆっくり剝がすと、ベッドの横に椅子を置いて座る。それから私の手をしっかりと握ってくれた。

「ここにいますから、安心して目を閉じてください」

「絶対に離れないでね」

　約束しますという言葉に安堵する。アルスから伝わる温もりが、私を自然と眠りにつかせた。

　けれど――。





＊　　　　　　　＊　　　　　　　＊






　しばらくして私は霧の中を歩いていた。それが夢だとすぐにわかったが、どうにも体は言うことを聞かなかった。やがて視界が晴れると、先ほどいた裏庭が見えてくる。

「やはり来ましたね」

　そう後から声をかけられた瞬間、木に体を押し付けられた。逃げようとしたが、体にツタが絡まって腕ごと縛られる。身動きが取れなくなったところで、目の前に現れたのはクレセントだった。

「夢はいいですね。思ったことがすぐに叶う」

「クレセント……貴方は私をどうするつもりなの？」

「妻になる女性を愛でるのですよ。いけませんか？」

「こんなやり方、間違ってるわ」

「そうでしょうか、私は貴女の夫ですから、貴女の心と体は私のものですよね」

　唇をなぞる手がゆっくりと首筋を通って、胸元へ降りていく。ツタが腰の上辺りで腕ごと締め付けているため、いつもよりも胸の形がはっきりとわかった。

「まだ夫じゃないでしょ。それに私は誰のものでもないわ。たとえ体が支配されても、貴方には絶対に心を許さないわよ！」

　言い放ってクレセントを睨むと、彼はいつになく背筋をゾッとさせるような冷酷な目を向けてくる。

「すべて私に委ねれば幸福が待っているというのに、強情な人ですね」

　思い切り胸元を割られて、白い乳房が晒される。何の感情も持っていない目がそこに注がれた。

「私は貴女を喜ばせたいだけです。ほら、こうやって……」

　身をかがめたクレセントは舌先で乳房の先端を舐め上げた。刺激された乳首はキュッと縮まり、さらに色づき始める。

「い、いやっ」

「そうでしょうか？　今までの貴女の反応と何ら変わらない。私に支配されるのを望んでいるのでしょう」

「ち、違うっ……やっ、やめて」

　クレセントは硬くなった実を口に含むと、舌先を中で激しく動かした。先端を刺激されて、体は悦えつに反応していく。

「そろそろ足も開いてもらえますか？」

　ドレスをめくりながら、クレセントの手は太腿を撫で上げていた。そのまま秘部へと指が辿り着くまで時間はかからなかった。

「やめ、て……」

　指が秘裂を割る。嫌悪しかない体は蜜など持っていない。擦られるだけ、痛みになる。何とか逃れようと体を左右に動かしても、どうにもならなかった。夢の中だって、好きでもない人に触られるのは嫌悪感しかない。

「いやっ！」

　強い刺激痛が私を襲う。今まで夢の中で逢瀬を繰り返してきた相手は、絶対にクレセントではないとわかる。

（アルス！　助けて！）

　拘束されてうまく動かせない体も、アルスを求めて叫んでいた。




――アイリス――




　私を呼ぶ声が、クレセントの動きを止める。あの声はアルスだ。

　ここにいると声を出そうにも、出なかった。けれど、目の前のクレセントの顔が次第に乱れて、アルスと重なっていく。

「……アイリス王女……アイリス王女……」

　耳元でアルスの声が響き始めると、クレセントの体が私から離れていく。

「そんなはずは……」

　驚きと共にクレセントの幻影が急に消えると、体に絡まっていたツタからも解放された。

　ハッと目が覚めた私を心配そうに見つめるのはアルスだった。

「アルス！　アルス……」

　飛び起きた私は、思わずアルスを抱きしめた。

「すみません、嫌な夢を見させてしまいましたね」

「いいわ。助けてくれたから、許してあげる」

　それでも私の震えは止まらなかった。アルスはただ黙って、私の背中を撫でる。

「もう大丈夫だから、安心してください」

　どうしたらいいのだろう？　やっぱりクレセントを選べない。お母様から受け継いだ予知夢は変えられるはずだけど、こんな未来が待っているかもしれないと思うと恐ろしい。

　クレセントが夫になれば国は安泰だとしても、私の気持ちは持つだろうか。いいえ、あれはパワー不足のお告げ、だから信じてはいけない。

　でもブラックダイヤモンドを倒すために夫は選ばなければ――。

　彼は誰もが認める最有力候補だ。

　複雑な想いを抱きながら、アルスの胸にすがる。背中を落ち着くまで撫でてくれる大きな手は、どこまでも優しく温かかった。
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　どれくらい時間が経っただろう。

　アルスに用があると、ラッドが扉をノックする。ルビー国にだけは私の部屋が知られてしまっている。後を付けられていないかなど、慎重を期すべきなのだけど、ラッドなら抜かりはないだろう。

　部屋の中から声をかけて招き入れた。アルスを離さずにいたので、彼はベッドに腰かけたままだ。それを見てラッドは一瞬ひるみ、咳ばらいをしてから平静を取り戻す。

「こんな格好でごめんなさい。ちょっと不安が大きくて、アルスにここにいてもらったの」

　ラッドは私と彼を交互に見てから、ふっと溜息をついた。

「いいですよ。俺は頼まれごとを伝えに来ただけです」

「私が聞いてもいいのかしら？」

「もちろん、貴女に関することですから、よければここでお話しします」

「あ、でも大事な話なら、公務室のほうが――」

　言いかけるのを手で制し、心配は無用だと笑う。

「ハーデスに警護の侍従を立ててもらいました。安心して話ができますよ」

　やはり抜かりはなかった。アルスが体を起こしてくれる。私たちは部屋のテーブルを囲んだ。

「他の王子たちに聞いてきたけど、クレセントの短剣は誰も見ていなかった」

「やはりダメですか……で、アダマスのほうは？」

「あぁ、それも同じ。クレセントは感じよかったけど、アダマスはほぼ誰とも話をしてないからね。側近たちが見てるはずがないよ」

「それでもちゃんと聞いてくれたんですよね？」

「聞いたよ。だけど誰もわからないってさ」

　アルスは落胆して、やはりダメかと呟いた。

「ねぇ、何の話をしているの？」

「実は、さっきクレセントが虫を殺した剣と、王女を襲った刺客が持っていた剣が同じだったんです」

「……ちょっと待って。じゃあ、ダイヤモンド国が私を狙ったってこと？」

「証拠はありませんが、恐らくそうだと思います」

　何故ブラックダイヤモンドの剣を持っていたのかはわからないがと、アルスは首をひねった。

「ダイヤモンド国と何か関係があるのでしょうか？」

　私からしたら、大ありだ。こうなるとダイヤモンド国に、ブラックダイヤモンドがいると示しているようなものだ。それが王なのか、クレセントなのか、それ以外の者なのかはわからない。けれどその正体に一歩近づけたのは事実だ。

　ハーデスを呼ぼうか考えた。でもここに警護をつけてくれているのだからと、独断でラッドとアルスに悪魔石について話して聞かせた。

　二人は別段驚かなかった。想定内といった感じで、やはりと頷く。

「それで悪い夢を見たり、命を狙われたりしていたんですね」

「ええ、最初は夢の中だけに現れて、お母様の能力でいつも助けてもらってたの」

　思い出したくないできごと。そのせいでお母様が死んでしまったことを、つい言ってしまうところだった。ここは油断してはいけない。気を引き締めて話を続ける。

「ブラックダイヤモンドは、たいてい新月のころに夢に現れて、闇の中へ引きずり込もうと追いかけてきてたの」

「あの渦巻く闇がブラックダイヤモンドだったんですね」

「ええ、そうよ……って、私そこまで話したかしら？」

「え？　あ、はい、話してましたよ」

　難しい顔をしていたアルスが少し焦って返事をした。闇とは言ったけど、渦巻いていたなんて表現は使っていない。

（やっぱりアルスは私の夢の中にいたんだわ）

　確かめたかったけれど、それよりもこちらが先決だった。

「夢だけで私の命を狙うものだから、正体が掴めなくて困ってたの。ハーデスが調べてくれているんだけど、持っているジュエルが突然変異する悪魔石だという情報しかわかってないの」

　それが何故、ダイヤモンド国の剣に埋め込まれているのか。やはり私を殺そうとしているのはクレセントなのか。まだ謎が多い。

　アルスの腕を、自分のほうへ引き寄せる。少しでもクレセントに気を許していたことを、恐ろしく感じたのだった。

　アルスは私の腕にそっと手を添えてなだめながら、ふとある考えに至った。

「ラッド王子、刺客が消えたのはトパーズ国の方向でしたよね？」

「うん……」

「トパーズ国はダイヤモンド国の手に落ちているのかもしれませんね」

「ちょっと探らせようか」

　内密に進めていくとラッドが言う。

「最悪の場合、手を組んでいる可能性もありますから、ここだけの話にしてディーン王子には何も言わないでくださいね」

「そしたらサファイア国から国境を超える手配ができないよ」

「私に任せて、ディーン王子には私から手形をお願いするわ。それと馬も用意させるから、必要なら言ってね」

　とにかく今は情報が欲しい。ブラックダイヤモンドの手がかりがやっとできたのだ。

「ねぇ、ブラックダイヤモンドについては調べてますか？　まさか水晶のお告げだけで動いてたりしてませんよね？」

　まさかと、すぐに返事をした。

「書庫にある古文書から、ハーデスが文献を探しているわ」

　たった一人でかと二人は驚いた。考えてみたら、私と同じだけのあるいはそれ以上の公務をこなしながら、書庫にある本をいつ調べているんだろう。

　いくら彼が優秀であっても、限界がある。

「だったら三人で調べませんか？」

「そうね、書庫に案内するわ」

　もう時間がない。どんな些細なヒントも見逃すわけにはいかなかった。ブラックダイヤモンドについて書かれた本があればいいけど――。

　一縷の望みを抱いて、祈るように廊下を歩いた。
















第二十九章　忍び寄るブラックダイヤモンド







　とても神聖な空気が流れている。礼拝堂で感じるそれとは違う、厳かで品のある雰囲気だ。ブラウンを基調とした書庫はどの部屋よりも天井が高い。そこには鮮やかな絵が描かれていて、まるで美術館や教会を思わせる。

　昔から集められた膨大な本が棚に並べられており、太陽光で劣化しないように窓際は本ではなく大きなテーブルを置いていた。そこは本を読んだり話をしたりできるスペースになっている。

　高い位置にあって届かない本は梯子を使って取れるようになっており、本棚も梯子にも細部にデザインんが施されて、セピア色の芸術とあだ名がつくほど美しかった。

　ハーデスがここを管理してくれているのは知っていたけど、埃も被らず綺麗に整理されているのに驚く。こういう所に几帳面な性格が出るのだと思う。

　いつも気持ちよく使うために、どれだけの労力を使っているのかと考えるだけで頭が下がる。

「このなかから、ブラックダイヤモンドについての本を探してたのね。ハーデスはどの辺りを調べていたかしら？」

「恐らくですが、この左側のほうですね」

　ハーデスを呼びに行こうかと提案する間もなく、ラッドとアルスは一通り書庫を歩き回って、だいたいの本の並びを把握したらしい。

「下の列は特に本が綺麗なので、ハーデスが調べ済みでしょう」

　言いながらアルスは、何冊か本を選んで持ってくる。なかにはハーデスの先祖が残した書物もあった。

「この本、ハーデスの先祖が書いた古文書だわ。よく見つけたわね」

　それは先代の予言者の日記のようなものだった。不思議なできごと、水晶のお告げ、王族からの相談事、さまざまな問題をどう解決してきたかが記されていた。

「いつかハーデスも夫選びだの、王女暗殺の回避とか、書く日がくるんでしょうね」

　アルスが呟くと、活躍したら本に名前を記載してもらいたいなと、ラッドが嬉しそうにページをめくっていく。

「ラッド王子、もっと真剣にお願いしますよ」

　アルスが呆れる。なのにとっても穏やかに微笑んでいる。

「ふふっ、やっぱり二人揃うと楽しそうね。本来はラッドの側近なのに、ずっと独占しているのは申し訳ないわね」

「そんなことはないですよ。今はアイリス王女を守るほうが大事な任務です」

　アルスの微笑みが私に向けられ、空気が和んだときだった。

「あったよ、これじゃないかな？」

　ラッドが開いたページを見やすくするように、向きを変える。

　そこにはブラックダイヤモンドの存在について、こと細かく記されていた。

　ブラックダイヤモンドを持つ者が生まれた場合、守護石にサファイアを持つ者が止めない限り破滅へと向かうと書かれている。つまり私が倒す以外ないということだ。

　私の力が弱まると、ブラックダイヤモンドがこの世を動かし始め、力が大きくなっていくらしい。

「だから私を狙ってたんだわ。私がいなければ、ブラックダイヤモンドがこの世を破滅させる力を持てるってことよね」

　アルスが次のページをめくる。そこには封じ込める方法も書かれていた。守護石のサファイアと夫になる人のジュエルを加えると倒す力が得られると書いてある。

「やっぱり、水晶のお告げと同じ内容だわ」

「それで夫選びを？」

「ええ。政略結婚は嫌だけど、水晶のお告げで他国の王族から夫を選べって出たの。だから同盟国の王子たちを呼んでもらったのよ」

　クレセントの存在が出てこなければ、ラッドを選んでいたはずなのにと思う。いいえ、それよりも何故、アルスではないのかという気持ちが強い。さまざまな疑念が心に駆け巡った。

「もし、クレセントの国がブラックダイヤモンドと関係があるとして、どうして水晶に映し出されたんだろう？」

　ラッドの疑問はもっともだ。一番危険な国の王子が、私の夫になり得るジュエルの力を持っているなんて。

「夫に選んだら、私は殺されてたのかしら？」

「いえ、そうだとしたら、クレセント王子だと幸福、ラッド王子だと暗黒の世になるという水晶のお告げに矛盾が生じます」

　本当ならば水晶に従いクレセントと結婚するのがいいはず。

「そうだけど、あれはパワー不足で続きが読めなかったのよ。先入観を持ちすぎよ、最後まで告げられなかったのに、なんで幸福が訪れるとか暗黒の世が訪れるっていうお告げになってるのかしら？」

「確かに……あれって、誰が言い出したんだっけ？」

「俺が言っても誰も信じてくれないと思うので黙っておりましたが、誘導したのはクレセント王子です」

「あ、確かにそうやって誘導された可能性はありますね」

「ただ続きが読めなかったので、推測の域をでません。せめてあと少し先が読めたらよかったんですけどね」

　けれど次の満月までは読めないだろう。

「とにかく、今は少しでもブラックダイヤモンドの記載がある本を探しましょう」

　悪魔石と言われるそれが、なぜ生まれるのか、どうやって正体をつきとめればいいのか、まずはそれが記された本が必要だとアルスが他の本を手にした。

　私とラッドもそれに続く。とにかく「ブラックダイヤモンド」と書かれている文書がないか、調べていく。

　ページをめくる音だけが部屋に響き、しばらくしてアルスが手を止めた。

「これだ。ありました！　ブラックダイヤモンドに関しての書物です」

　それに反応して、アルスの側へ寄る。大きく開いたページの真ん中辺りを指で示す。

「ここに、ブラックダイヤモンドがどのような状況で生まれるのかが書いてあります」

　声を出して読み上げる。

　王族という強いジュエルを持つ家系に生まれた者の中にいると記されていた。後継者争いの絶えない国、双子、同じ守護石を持つ王子が生まれたときに無意識にその体をむしばんでいく……と書いてあった。

「王族で同じ守護石を持つ者が生まれると、どちらかを手放す習わしがあると聞いたことがあるわ」

　それはブラックダイヤモンドを生まないための先人の知恵だったのかもしれないと、ふと思った。

　それでも、子供を手放すなんて残酷なことだ。

「アルス……これって、ルビー国のことかな？」

「え、何か思い当たることがあるの？」

「ラッド王子、それは俺が――」

　アルスが言いかけたときだ。




――カタン――




　扉の近くで物音がした。

「誰？」

　三人の間に緊張が走る。外で何者かが立ち聞きをしていたのだろう。

「俺が見てくるよ」

　ラッドが警戒しながら、扉を開けると駆け出す靴音が響いた。それを追いかける足音も遠のいていく。

「ずっと私たちの会話を聞いていたのかしら？」

「さぁ、わかりませんが、ラッド王子は足が速いので任せましょう」

「そうね、で、さっき何を言おうとしたの？」

「それは……やはり続きを読んでからお伝えします」

「わかったわ。えっと、あ、ここからだわ……守護石サファイアを持つ者がブラックダイヤモンドを倒さない限り、暗黒の世界が誕生してしまう……」

　どうあってもラッドかクレセントを夫に選ばなければ、力は付けられないらしい。

　アルスはそれを聞いて、少々落胆していた。

「先ほどの件ですが、ラッド王子はブラックダイヤモンドになり得る人物かもしれません」

「え？」

　思いがけない呟きに動きを止めた。

「それはどういうこと？」

　少し休憩しましょうと、アルスは光が差し込む窓のほうへ向かう。外を眺めている横顔は、どこか憂いを含んでいる。

「ラッド王子の兄もルビーが守護石なんですよ」

　王族に同じ守護石が生まれたとき、という条件にあてはまるのだ。

「まさか、ラッドがブラックダイヤモンドのはずがないわ。なり得る要素があるというだけじゃない」

「……そうですね。ですがもしも暗黒の世界を作るというお告げが真実なら、ラッド王子がブラックダイヤモンドになるという仮説も成り立ちますよね」

「そうかもしてないけど、私は真実しかいらないの。自分の気持ちに正直に生きるし、心のジュエルが感じたままを信じるわ」

「そうですか……よかった。貴女は本当に素敵な人です」

「アルス……」

　ストレートに褒められて、嬉しい半面、アルスのホッとした表情が気になった。彼は臣下としてラッドをとても心配しているのだ。

「例えブラックダイヤモンドになり得る人物でも、王族なら夫になってもらえるわ」

　思わず本音を呟いた。

（アルスが王族だったら、どんなにいいか）

　ため息が出る。大きな背中を見つめ、自分の気持ちと葛藤していると、扉が大きく開いた。

「追いかけて腕を掴んだんだけど、凄い力で跳ねのけられたよ。フード付きの黒いコートを着ていて顔はわからなかったけど、腕に傷があった」

「まさか……ブラックダイヤモンド？」

　腕の傷は、夢で私がつけたものかもしれない。そう思うと、恐ろしさに震える。この城にブラックダイヤモンドが侵入しているということだ。

「アイリス王女、顔色が悪いですが、大丈夫ですか？」

「……ええ」

「何か思い当たる節があるんですね？」

「見てないからわからないけど、腕の傷……私のジュエルが付けたものかも」

　アルスの顔がこわばる。もちろんラッドも絶句している。こんなに近くに真の敵が迫っていたとは思いもしなかったのだろう。

「疑ってはいけませんが、クレセント王子には十分ご注意下さい」

「わかっているわ。アルス、私の側にいてね」

「もちろんです」

　不安と恐怖の震えは、アルスが肩をしっかりと抱いてくれたので治まっている。

　書庫の扉を開けると、昼下がりの太陽が窓から刺すように降り注いでいた。

　決戦の時が近い。奮起させる光を浴びながら、部屋へ戻った。
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　その日、思いがけず夕食の誘いがくる。

　リュウの提案で、私を元気づけようと皆に声をかけてくれたらしい。最初は遠慮しようと思ったけれど、お茶会も途中でお開きになったので、出席したほうがいいとハーデスに助言された。参加は構わないけど、クレセントが気になる。

「ダイヤモンド国は部屋で夕食を取ると連絡がありました」

　ハーデスの報告に、内心ホッとする。いけないとは思いつつも、クレセントがいないのならと出席の返事をした。

　支度を急いでいると、鈍い音で扉がノックされる。こんなふうに聞こえるときは、嫌な予感しかしない。入ってきたのはハーデスだった。

「大変です。アイリス様の命を狙っているのが、ブラックダイヤモンドであるという話題が城の中で広まっております」

　口調からかなりイラついている様子が伺える。こんなハーデスは、あまり見たことがなかった。

「ブラックダイヤモンドについて、誰かに話されましたか？」

「あっ……、ラッドとアルスに、それから書庫で盗み聞きしていた人物もいるから……」

　ここまでの経緯を話して聞かせる。

「書庫ですか……」

「ごめんなさい。つい夢中になってしまって」

　どうして大事な話は公務室でというのかを、身をもって知る。

「書庫に行く前に、何故私に相談してくれなかったのですか？」

「ごめんなさい。忙しそうだったから、つい……」

「はぁ、ついではありませんよ。以後、気を付けてください」

「はい……それで、これからどうすれば？」

「そうですね。こうなったら、ブラックダイヤモンドの件を王子様たちに話してしまいましょう。広間へ急ぎますよ」
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　広間では既に、ラッドがブラックダイヤモンドらしいという話題で沸いていて、世界を暗黒の世にするというのは事実なのかともめているようだった。白熱しているというよりは、潔白であると弁明しているように見えた。私たちは声をかけそびれて、入口の所で立ち止まった。

「そうだよね～、暗黒の世にする人物にしては、ラッドはイメージ違いだもん」

　場を盛り上げるために、リュウが冗談めかして話しているのがわかる。でも、聞いているラッドはそれを冗談だとは思っていないようで、いつもの温和な感じと違い、かなりカリカリしていた。

「そうなると、護衛のアルスは？　アルスは強いし、あまり笑わないし、怒らせたら怖そうだもんね。本当はアイリスちゃんの命を狙う刺客だったりして？」

「それは絶対に違います！　アルス様はそんな人じゃない、あんな顔しているけど、優しいんですよ！」

「今、アルス様って言ったな……ラッドより位が高いのか？」

「え？　あ……それは……」

　してやったり顔のロイスが「アルスも王族か？」と問う。答えるより先に、ラッドが私たちに気づいた。

「アルス様……すみません」

　全員がアルスに注目するなか、彼は何も言わずに私を見る。

（アルスが王族？）

「アイリス王女……」

　薄々感じてはいたけれど、何故という気持ちが先に立つ。王族だと言ってくれる機会はいくらでもあったのに――。

　頭が混乱する。私は居たたまれなくなって、駆け出していた。

「待ってください！」

　後でアルスの声がする。でも今は止まれない。あのとき、よい策があるから待てと言ったのは何だったのか、王族と聞いたのに答えてくれなかったのは？

　そもそも何で王族であることを隠す必要があったの？

　聞かなくてはわからないのに、自分の心が整理できなくて、ひたすら走った。

　王族じゃないかと感じてはいたけれど、確信がなかった。でも本当に王族だった。戸惑いと歓喜と、複雑な気持ちが交じりあっている。

　王族なら、水晶のお告げなんてせずにアルスを選んだのに、隠すなんて――。

　とうとう裏庭を駆け抜けバラ園の中に入る。そこでアルスに追いつかれた。

「アイリス王女！　俺の話を聞いてください」

　しっかりとつかまれた腕を見て、一瞬、ブラックダイヤモンドを思い出す。彼ではないと思っていても、あのときの恐怖はトラウマだ。体をこわばらせたのを感じたのか、アルスはハッとして腕を離す。

「すみません、怖がらせるつもりはありませんでした」

「いいえ、私も取り乱してごめんなさい」

　アルスは大きく息を吸って一呼吸おいてから話し始めた。

「俺はラッドです。これだけは信じてほしいのですが、決して悪意はありません」

「え、待って。アルスがラッド王子だったの？　じゃあ、ラッド王子がアルス？」

「いいえ、あいつはフィンです。アルスは本当に俺のあだ名です。貴女がつけてくれたんですよ」

　予想外の告白だった。王族だと思っていたけれど、あの記憶のなかの台詞みたいだ。




――入れ替わったら面白いね――




「でも何で入れ替わることになったの？」

「それは貴女が俺の命の恩人だからです」

　また許容範囲を超える情報が流れ込んでくる。

　アルスはそのまま話を続けた。まったく覚えていないけれど、アルスは儀式により父である王に殺されかけたらしい。書庫で話してくれたように、ラッドの兄が同じルビーを守護石として生まれていたからだ。

　その儀式にお父様は招かれたのだった。アルスは刀傷を負い、それを私がジュエルの力で助けたそうだ。

　私の能力を開花させたのは、アルスだったのかもしれない。

「俺も子供でしたから、ジュエルの能力については忘れておりましたが、俺を救ってくれたのはアイリス王女だということは忘れられませんでした」

　その恩返しがしたくて、この国に来たと説明してくれる。

「夫選びの書状が届く少し前、ルビー国はアイリス王女が何者かに命を狙われているという情報を掴みました。さらに言いにくいのですが、夢も見るようになって……」

　やはりアルスは私と同じ夢を見ていた。それは別の臣下からもらったジュエルのおかげらしいけど、そこで正体を明かしてしまうと、現実の世界で動けないと思ったと言う。

「王子として入国してしまうと護衛にも付けないし、動きが制限される。だからフィンと入れ替わったのです」

「じゃあ、初めから私の護衛に付こうと思っていたの？」

「ええ、だから敵が誰か見極めるまでは、正体を明かせなかったんです」

　確かにそのほうが動きやすいけど、おかげで私はいらぬ悩みをいっぱい抱えこんだ。

「最終手段はこの国に側室制度を作るしかないとまで考えたのよ」

「すみません。俺も途中で後悔しました。ただ最初は守るだけでよかったんです」

　それなのに、と言ったままアルスは黙る。ほんのり頬を色づかせて、空を仰いでから私へと視線を移す。

「まさか出会ってすぐに、貴女をこんなに愛してしまうとは思わなかった。……アイリス王女、ルビー国のラッドとして言わせていただきます。俺は貴女を愛しています」

「王女はいらないわ。もう一度、名前だけで告白して」

「アイリス、好きです。アイリス、愛してる」

　アルスからのこの言葉を、ずっと待っていた気がする。今すぐにでも抱きしめて貰いたくて、彼に近づいた。

「アルス……私も貴方が何者でも、愛していく自信があるわ」

「俺を夫にしたら、世界が暗黒へと落ちるかもしれないんですよ」

　その問題もある。でもあれは確かなお告げではない。

「……ええ、それでも私の気持ちとジュエルを信じるわ。それに幸福になる可能性だって残ってる。たとえ不幸になっても、私の気持ちはアルスにあるわ」

　何があるかわからない不安は、やるせない表情に現れていた。けれど、アルスも決心をしたようで、視線を合わせるように身を屈めた。

「もう決して貴女のそばを離れません」

　端正な顔がさらに近づく。ドキドキと音を立てる鼓動が、あまりにも大きくて、聞かれるのではないかと後へ下がる。けれど大木に寄って阻まれた。

（この木は……夢の？）

　アルスに伸ばした手を掴まれて、幹へと拘束される。

　最初の予知夢はこれだったのだと、嬉しさが込み上げる。やはり私が覚えた唇の形はアルスのだった。

「ほら、そうやって誘わないでください。男が誤解すると言ったでしょう？」

「誤解じゃないって言ったら？」

「もちろん、返事はこうです」

　妖艶な微笑みが伏し目がちになり、視線が私の唇へと移る。そしてゆっくりと唇が重なっていく。柔らかで温かい、優しいキスだ。

　沈んでいく船のように、奥へと吸い込まれていく。さらに激しく唇を合わせた。

　このまま時が止まればいい。私は何度そう思っただろう。お互いのジュエルが叫んでいるかのように共鳴している。




――ラッドを選ぶと暗黒の世が――




　頭によぎる言葉と切ない感情を、唇を重ねたことで全身に広がる甘い痺れが消していく。

　アルスから受けた口づけで確信する。もう心に迷いはなかった。

　いつの間にか空を星が飾っていく。その明かりの下で、私たちは誓いを立てるように何度も口づけた。
















第三十章　ジュエルの共鳴







　部屋に入るまで、私たちはずっと無言だった。何か口にしたら、「好き」という気持ちが溢れだして、どうにかなりそうだったからだ。

　アルスが後手に扉を閉める。私を見据えたまま近づき、救いあげるように抱き上げた。

　そのままベッドまで運ばれる。

　とうとうここまで来た。私は未知の世界へ足を踏み入れる期待と不安で、心臓はこの上なく高鳴っている。

　いつになく緊張している。震えを抑えるように、自分の手を祈るようにしっかり組んだ。そして自分のジュエルに誓う。

　この先は何があっても後悔はしない。胸に組んだ手を当てて、心の中にある守護石サファイアに念じる。

　後ろからそっと抱きしめられて、アルスの吐息が首筋にかかった。

「本当にいいんですか？」

「何が？」

「俺を選ぶということは、すべてが破滅に向かうかもしれないんですよ」

「わかってる――」

（もしかしたら私は間違っているかもしれない……だけど……）

「例えそうだとしても、私は自分の中にある守護石のサファイアを信じる」

　もう引き返すという選択肢はなかった。

「俺が暗黒の世を作るとしてもですか？」

　そう言われても、怖くはなかった。少なくともアルスは敵ではない。

　ずっと一緒に過ごしたのだから、アルスのことはよく知っている。いつでも私を気にかけ、側にいて、励まし、守ってくれた。これだけ寄り添ってくれた彼を愛さないわけがない。

　それを伝えたくて、体を包んでくれているアルスの腕に手を添えた。

「アルスはどうなの、後悔しない？」

「まさか、俺もアイリスと同じです。運命が悪い方向へ行こうとも、貴女のために変えてみせます」

　既に心は決まっていて覚悟ができていると、私の耳元に唇を寄せた。

「愛してる……アイリス……心の中のルビーも貴女を求めている」

　込められた力に、どんなに邪魔が入っても決して止めることができない意志が感じられた。

　世界が破滅するなら、そのときまでずっと一緒にいよう。

　そうして耳たぶに優しく口づけられ、そのまま唇が首筋へと這っていく。

「あっ……ん……」

　思わず漏れ出た声を唇で塞がれ、私たちはベッドへ沈んでいった。ドレスの窮屈さから解放されると、真っ白な二つの膨らみが露わになった。

　それを隠そうとする腕を取り、縫い付けるようにベッドに拘束される。

　肌がほんのりピンク色に染まるのを見ながら、アルスは唇でその先端を刺激した。甘く痺れるような感覚に体はピクッとのけぞり、思わず吐息が漏れた。

「はぁっ……」

　そのまま硬くなっていく乳首を口に含むと舌先で弄び、拘束を解いた手でもう片方の胸の先端をキュッと摘まむ。

「あぁっ……だ、だめ……」

「それは本心ですか？」

　アルスは動きを止めると、悪戯な笑みを浮かべて覗き込んでくる。

「……わかってる癖に、意地悪ね」

「それなら遠慮はしませんよ。ここまできてお預けを食らいたくないですから」

　顔にかかった髪をかきあげると、情熱のこもった口づけが贈られる。私はアルスにすべてを委ねようと、逞しい背中へと腕を回した。

「どんなことが待っていようと、私はアルスと生きていくわ」

　それが破滅に向かおうとも、彼が与えてくれる愛を受け入れたかった。

「ええ、何があっても俺はアイリスを離しません。もう後戻りはできないですから」

　アルスの声は言葉の意味よりも優しい響きだった。

　彼は上着を脱ぎ捨て、私のドレスも床へ落とした。夢に見たのと同じ一文字の刀傷があった。

（やっぱり刀傷の男性はアルスだったのね……）

　愛おしくその傷を指でなぞる。傷を触る手は絡め取られ、お互いの肌を重ね合わせた。アルスの柔らかい唇が再び身体を刺激していく。

　今まで見てきた夢とは比べ物にならないほど、生々しい快感に襲われる。重ねた肌の体温と、自分に触れる指や舌先から与えられる昂ぶりに翻弄され始めた。アルスから受ける快楽の波に溺れていく。

「はぁ……アルス……」

「アイリス、愛してる……アイリス」

　名前を囁かれる度に吐息が耳や、首筋にかかる。自分の名前を呼ばれているだけなのに、ゾクゾクと体が感じるのはどうしてだろう。

　囁きながらアルスは滑るように手を肌に這わせて、ゆっくりとたわわな果実の頂を目指す。たどり着いた指先が薄桃色の頂きを捏ねると、みるみる固い実になっていくのがわかった。それを弄ぶように、何度も摘まみ上げられた。

「っく……あぁん」

「そんな可愛い声で俺を煽るんですね」

　耳元で囁くバリトンの声があまりにも艶っぽく、さらに指できゅっと実を潰されて、今までにない快楽にゾクッと体が震えた。

「はぁっ、あっ」

「もっとアイリスの声を聞かせてください」

　薄桃色の固い実を指先がこりこりと巧みに摘まみ上げ、もう片方は口に含まれて甘噛みを繰り返された。

「あぁっ……はぁ、んぅっ……！」

　逃れられない悦楽を与えられ続け、恥ずかしいくらい声を上げる。それと同時に腰がピクピクとその刺激によって動いていく。

「アイリス……俺がほしいですか？」

　デジャブのようだ。予知夢で聞いた未来の夫の声はアルスだったのだと確信する。私は懇願するように、ほしいと答えた。

「少し慣らしますよ」

　ため息交じりのアルスの声と共に、固い実を弄んでいた手が、腰をなぞり下へと這っていった。そのまま足の間の秘裂を割ると、くちゅっと音を立てて蜜が溢れだしてくる。そこから秘芽を探り当てると、少し強く指で摩り上げていく。

「はぁっ……そこは……あぁっ！」

　初めて受けた甘い衝撃は、全身を駆け巡っては愛蜜をさらに溢れさせた。何度か刺激を与えられた後、アルスの指は蜜壺へと沈んでいった。媚肉に指が侵入すると、下腹辺りからキュッと痺れる。そのままいいようにかき混ぜられると、自然と腰が浮き始める。

「んっ、ああぁっ！」

　少し広がった蜜壺に指が増やされ、それを繰り返して既に蜜壺は３本の指を咥え込んでいた。その中でバラバラに動かされる指に、はしたないほどに善がり翻弄されていく。

「も、もうっ……ダメ……おかしくなりそう」

「ええ、そろそろいいころですね」

　あと少しで絶頂を迎えようとしているのに、無情にも指を引き抜かれた。

「はぁっ……んっく……」

　けれどすぐに蜜壺の入口にアルスの肉塊があてがわれた。ゆっくりと挿入してくれているものの、指とは想像もつかない質量に顔が苦痛で歪む。少しずつ媚肉を擦りながら入り込んで、とうとう最奥へ辿り着いた。

「あぁっ……ア、アルス……」

　蜜壺の中はアルスのそれでいっぱいで、質量から息を吸うのがやっとだった。

「……辛くないですか？」

　痛みと悦の疼きで、意識は遠のきそうだ。それでも大丈夫と頷いた。

「きつかったら、俺につかまっていてください」

　頷くと、握り締めていたシーツを離す。腕をアルスの首へと回すと、徐々に律動が始まった。

「はぁっ……あぁっ……！」

　ピリッと電気が走るほどの痛みを味わい、それはやがて甘い恍惚へと変化していく。奥へ奥へと突き上げられ、何度も抜き差しが繰り返される。遠慮がちだった律動も、それに合わせてどんどん激しくなっていった。

「アイリス、愛してる」

「あぁっ、はぁ……だめ、アルス……」

「すみません、もう手加減できませんよ――」

　アルスはさらに律動を速めて、最奥の秘宮を突き上げていった。そのたびに淫らな声を出して善がり、恍惚が体を支配していく。

　初めての感覚にどうにかなりそうだった。夢に見て感じていたのとは何倍も違う。つきあがる刺激は甘くて、中から悦が体中に広がっていく。

「ア、アルス……も、もう……私……」

「まだですよ……少し我慢して……」

「あぁっ……そんな……はぁ、ゆ、許して……もう、だめ……」

　どんなに懇願しても動きは止まらず、脳にまで達するほどの淫靡で強い衝動が全身を貫く。

「はぁ……あぁっ……も、もう……お願い……」

「ええ、アイリス。一緒に――」

　囁きと共に、甘美な衝動に翻弄されながら、息ができないほどの高みへと誘われる。私の中に溢れるほどの愛が注ぎ込まれると、その刺激で絶頂へと昇りつめていった。
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　久しぶりに、清々しい朝を迎えた。隣にはまだ寝息を立てている愛しいアルスがいる。

　昨日のことは夢ではなかったのだと安堵して、彼の頬を優しく撫でた。この美しい寝顔をいつまでも見つめていたいと思う。

　今は穏やかだが、アルスの体にすがって愛を受け止めてた感覚を思い出す。その気恥ずかしさと、彼の温かい肌が私の幸福感を溢れさせた。

　しばらく余韻に浸ろうとしていると、ぴくっとアルスの体が動き、彼がゆっくりと目を開けた。

「おはよう、アルス」

「……ん、おはよう」

　まだ寝ぼけているのか、状況を把握しているとは言い難い。そこで唇で挨拶をしてみた。おでこから瞼へ、そして頬、鼻へと降りて、最後に唇を軽くついばんだ。

「まだ起きないつもり？」

「ん……もう少しだけ、寝たい気分です」

　アルスが伸ばした腕は、私を捕まえてベッドへ引きずり込む。

「ちょっと、アルス？」

「まだ起きるには早いですよ」

　シーツの中で肌が触れ合う。激しく愛し合った昨夜のことを思い浮かべると、まともにアルスの顔を見ることができず、目をつぶる。次第に彼がいる安心感が、私をまた眠りに誘う。

「愛しい貴女の肌にずっと包まれて眠っていたいです」

　アルスは穏やかな笑みを浮かべて、私の頬をチョンとつついた。

「意外と甘えん坊なのね」

　アルスの首に腕を巻きつける。

「何とでも言ってください。誰にも邪魔されずに貴女を愛せるのですから、俺は何にだってなれますよ」

　温かい腕に抱きしめられながら、私は再びベッドへ沈もうとしていた。啄むようなキスが今度はアルスから私へと降り注ぐ。太陽があと少し上へ昇るまでと決めて、重なり合う肌の温もりと愛されている幸せを噛み締めた。
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　アルスと一緒に迎えた平和な朝はここまでだった。

　再びキスを交わそうと見つめ合ったとき、外からハーデスの声が響く。

「アイリス様、早馬での知らせです。ディオニス様に関する情報を持った兵士が、入国許可を求めております」

「すぐに許可を。それから謁見の間に各国の王子を呼んでもらえるかしら？」

「かしこまりました」

　シャツをはおったアルスに声をかける。

「まずは私たちのことを話さないと、先に進めないでしょう？」

「そうですね」

　アルスは軽く唇を合わせて、外で待っていると部屋を出ていった。
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　謁見室に集められた王子たちは、ほぼ成り行きを把握しているようだった。

「結局、アルスがラッドで、でもアルスはラッドのあだ名だから、そのまま呼んでよくて、ラッドはフィンってこと？　あ～!!!　ややこしい！」

「本当にすみませんでした。身分を隠していたこと、謝ります」

「私は薄々感じていたから、そこまで怒っていないよ」

　ロイスは疑り深い所がある。自分が納得するまで、調べるタイプらしい。

「ま、君たちの主従関係は少々おかしかったからね、容易に想像できたよ」

「僕だって、もしかしたらって勘が働いてたからね～」

「え～、僕だけが気づかなかったってこと？」

「まぁまぁ、リュウ様は純真で可愛いから、気づかなくて当然ですよ。人を斜めから見たり、勘ぐったりせず、どうぞそのままでいてください」

　フィンはすっかり王子たちと仲よくなっており、リュウのなだめ方もお手のものだった。ただ、リュウはその一言でご機嫌になったが、ロイスとディーンはどういうことだとフィンに詰め寄っていく。それをまた巧みにかわすフィンはやはり交渉の天才だと思う。

　昨日の夕食に私とアルスは参加しなかったけれど、フィンがその場を取りなしてくれていた。この場が穏便に納まったのも、フィンのおかげだった。

「フィン、いろいろとありがとう」

「いえいえ、アルス様ったら、最初から後悔されて大変でしたからね。入れ替わってるのを気づいてほしくて、ヤーヌスの香水つけたりして――」

「おい、フィン？」

「そんなことするなら告白しちゃえばいいのにって言ったんですけど、しないし、ラッド様を夫に選ぶってアイリス様が言ったら、俺を選んだのかと思って落ち込んじゃって――」

「フィン、もういいから」

　話を止めようとするアルスを制した。私の知らないところでアルスがいろいろと悩んでいたことがわかって、嬉しかったからだ。もう少しだけ私の知らないアルスの話を聞きたい。

「でも護衛についてからはノロケちゃって、毎日いらない報告をしてくるんですよ。しかも両想いだってわかったときなんて、舞い上がっちゃって、他の王子様たちと交流なんてさせたくないって愚痴をこぼされるし、大変でしたよ。でもアイリス様のおかげでルビー国では見たことのないアルス様を見せてもらいました」

「フィン、いい加減怒るぞ！」

「うわっ、そんな怖い顔しないでくださいよ」

　素早くフィンが私の背中に隠れると、どっと笑いが起きる。

「アルスのその顔、ラッドを選ぶと暗黒の世が訪れるってお告げも納得しちゃうよね～」

　屈託のない笑顔でリュウが言う。

「確かに、アイリスちゃんに近寄ったときの守り方、半端なく怖かったもんね」

　ディーンの言葉にフィンが大きく頷いた。

「そう！　もう、そりゃ怖いですよ。しかもアルス様ったらムダに美しい顔してるから、笑わないと誰も寄せ付けない冷酷人間に見えるじゃないですか。あ、でもこんな顔ですけど、本当は優しい王子様ですからね」

　フォローになってない。フィンが私を盾にしているからか、アルスはかなり怒りを堪えているように見えた。

「フィン、俺はどんな顔だって？　昨日も思ったが、俺はそんなに怖い顔なのか？」

「ほら、ほら、それですよ。アイリス様、見ました？」

「見たわ。確かにムダに美しい顔だから、怖い顔に迫力が増すわね」

「アイリスまで……しかもムダって何ですか」

　少し顔を赤らめて拗ねた仕草のアルスに、周りからまた笑いが起きた。穏やかで平和な時間が流れ始める。

　ただ、クレセントだけは遠くからアルスを睨みつけている。それが偶然目に入って、ゾクッと体が震えた。
















第三十一章　サファイア国王の失踪







　大団円で謁見室を出ていく王子たちは、すっかりアルスとも打ち解けてくれた。アルスは側近として使っていた言葉使いが抜けないらしい。皆もすぐに王族っぽくなられても怖いだけだから、しばらくそのままでいてと冗談めかして言っていた。

　あとはクレセントの問題が解決すれば、王子たちは問題ない。

　ハーデスもこの件については、あまり心配をしていなかった。それよりもこれから入国してくる兵士が何を語るのか、それが気がかりのようだ。

　昼近くに兵士が到着したと連絡が入る。

　再び謁見の間へ急ぐと、そこにはダイヤモンド国の兵士が跪いて待っていた。

「ダイヤモンド国へ入国された後、ディオニス王が行方不明になりました。クレセント様にお目通りいただき、アイリス様とご一緒にダイヤモンド国へ帰るようにと王様のご命令でございます」

　すぐにクレセントが呼ばれる。彼はこうなるのを知っていたかのように、アダマスと一緒に近くで控えていた。

「私たちの国で不祥事があったようですね。申し訳ございません」

　アダマスがゆっくりと頭を下げた。

「お父様がいなくなったというのは本当なの？」

「わ、わかりません。気がついたらいらっしゃらなくて……お、お探ししたのですが……」

　どこにもいなかったと、兵士は震える声で答えた。

「どうでしょう？　父の命もありますし、ご心配でしょうから私と一緒にダイヤモンド国へ参りませんか？」

　クレセントの妖艶な微笑みに、背筋に冷たいものが走った。これは罠だろうか。

　どう乗り切ればいいのか、私はこの場での返事を見送った。

「この件は母と相談して決めるわ。まだお体がよくないし、一人残して行けるのかどうか……それに私がダイヤモンド国へ行くにしても準備が必要だわ」

「そうですか、けれど急を要しますよ。よい返事をお待ちしてますので、後ほど……」

　クレセントとアダマスは謁見室を去ると、兵士も一緒に連れて行った。

「これはいったいどういうことかしら？」

　思わず呟き、ハーデスへ向き直る。

「もしもあの者が嘘を言わされていたとしたら、ダイヤモンド国の罠よね？」

　怪しすぎる誘いに乗っていいものかどうか。一番の問題だった。

「私は気乗り致しません。夫候補であり、もしかしたら幸福に導くお方かもしれない。ですが罠である確率のほうが大きい気がします」

　それは重々承知している。でもお父様がいなくなったという知らせをどう処理すればいいのか。できるなら、いえ、絶対に助けたい。

「真意を確かめないと、ダイヤモンド国へ行ってみるわ」

「本気で言っているのですか？」

「ええ、私にはアルスがいる。他の国の王子も……だから、例え罠でも乗り越えられそうな気がするの」

　きっぱりと言い切ると、ハーデスはいつになく動揺した。

「……正気ですか？」

「もちろん！」

　さすがのハーデスも急に頭痛を起こしたかのように、頭に手を添えて目を閉じる。

「ダイヤモンド国へ行ったら、いいえ、行く途中、ずっと命の危険に晒されるのですよ」

「わかってる。だからアルスも一緒に来てもらうわ。ハーデスはこの国を頼むわね」

　決めたら意見を曲げない性格なのは、ハーデスも承知してるだろう。これは子供のころから変わっていない。ハーデスは口論することなく、私の決心を受け入れた。

　いつも説き伏せる役をしていたハーデスだけど、今度ばかりは負けてくれたのだ。
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　いよいよ明日、ダイヤモンド国へ出発する。

　準備が始まってから王子たちには事情を話し、私が出発する日にお別れをすることになっていた。

　アルスを同行させるのを嫌がったクレセントを、何とか説き伏せて承諾させた。この調子だから、旅が順風満帆であるとは言い切れない。ルートも最短コースならトパーズ国を通らなければいけないのに、アクアマリン国を通ることになった。

　フィンの話だと、トパーズ国には少々怪しい動きがあるという。私が不在の間に、何か仕掛けられるのではないだろうか。

　アルスは城を留守にする間にやっておいてほしいことを、ハーデスに頼んでいて、何があっても対処できるようにしてくれているようだった。

　それでも出発が近づくにつれ、不安がつきまとう。

「アルス、お願いがあるの。今日は私の側にいて」

「いいですよ」

　アルスは腰を屈めて、アイリスの耳元でそっと囁く。

「今夜、また会いましょう」

　その言葉は首筋の辺りをくすぐるように甘く響いた。
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　夜――。

　アルスが約束通り、部屋を訪れる。

　柔らかい生地の寝巻をふわふわさせて駆け寄り、腕をアルスの腰へ回すと、逞しい胸に顔を埋めた。

「アルス、さっき別れたばかりだけど……とっても会いたかった」

「俺も、会いたかったです」

　言葉と同時に唇が激しく押し当てられた。ぐっと体を抱き寄せられて、さらに深くなる口づけに翻弄されていく。今まで抱いていた不安をかき消すように、激しいキスを交わしながら、アルスの手は服の上から膨らみを掴む。

　柔らかい果実を絞るようにぎゅっと握ると、薄い布から固くなった頂きが突き出てくる。そのまま指だけを滑らせて、縮みあがった実をきゅっきゅっと摘ままれた。

「ぁ……アルス……ベッドに」

「それすら惜しいと言ったら？」

「ダメよ……ここじゃ……恥ずかし……いっ、あん」

　次第にアルスの唇は首筋へとおりていき、断続的に摘ままれる頂きから全身に甘い痺れが広がっていく。

「心配しないで、すぐに何も考えられないようにしてあげます」

　囁きから、アルスの前に裸体を晒すまでは、そう時間はかからなかった。

　羞恥心から手で隠そうとするのをアルスが拘束する。

「どうぞ、そのまま……綺麗です、アイリス」

　アルスのルビーのように美しい瞳が、私を捕らえた。その視線が二つの膨らみの先へと移ると、舌が実の周りを這っていく。柔らかい舌先が何度も固い実を弄び、体はどんどん敏感になっていった。

「あぁっ……」

　思わず漏れ出た声と、立ったままで受ける刺激に足ががくがくと震えだした。

「お願い、ベッドへ……」

「いいえ、ダメです……ほら、ここに手をついて」

　くるりと後ろを向かされると、捕まれた手を化粧台の上に置かれる。すぐ目の前には鏡があり、裸体が映し出されていた。

「はっ……」

　息を飲んで、羞恥心から顔をそむけた。それでも後ろから抱きかかえるようにして、首筋に唇を押し当てているアルスの姿が目に入った。

　熱に浮かされながら私を愛する動き、後ろからたわわな胸を、持ち上げるように揉みしだかれるのが映る。

「ねぇ、こ……こんなの……はぁ……だめよ」

「そうですか？　鏡の中のアイリスはもっとして欲しそうですよ？」

「そんなこと……あっ、ん」

　否定の言葉をいうより先に、両方の頂きを摘まみ上げられた。きゅっと甘い痺れが、思考を奪っていく。何度も何度も摘まんでは離し、優しく焦らされたかと思うと、強くしごかれて体はそれにびくびくと反応した。

「愛されている自分を見るのもいいでしょう？」

「……そんな、あぁ……恥ずかしい……」

　そう返事をしたものの、羞恥に耐えているようでもアルスの行為を受け入れようとしている自分がいる。それを彼もわかっているようで、鏡越しに目を合わせると不敵に笑った。胸を弄っていた右手をそこから離すと、背中から尻にかけてなぞって、最後は秘部へと指を滑らせた。秘裂を割ると蜜が溢れだして指へと滴る。

「もうこんなに濡れて、体のほうが正直ですね」

「言わないで……はぁっ、あん」

　興奮して膨らんだ秘芽に指を押し当てると、撫でるように動かしていく。

「あぁっ、あん……はぁっ」

「ここがいいんですか？」

　耳元で囁かれ、徐々に荒々しく擦られると、全身が痺れるような快感に襲われた。

　くちゅくちゅと淫靡な音が部屋に響き、次第に指は蜜壺へと沈んでぐちゅぐちゅと中をかき混ぜる水音となった。

「あぁん……もう……」

「俺が欲しくなりましたか？」

　蜜壺の中をアルスの指が蜜を掻き出すように動きだした。

「それとも、もう少し準備が必要ですか？」

　いきなり指が２本になり、すぐに３本に増やされる。媚肉を撫でたかと思うと指がバラバラに動かされ、内壁がひくひくと収縮していく。

「このまま喘ぐアイリスの姿を見ながらしてもいいですか？」

「そんな……やぁ……」

　いやらしく摘ままれている胸の刺激はそのままに、蜜壺の中をかき混ぜていた指が抜かれる。

「はぁっ、あん」

　化粧台に手をついたままの状態で、腰を下げられ固定されると、熱を持った塊が後ろから蜜壺へと差し込まれた。

「あぁっ、はぁっ……」

「動きますよ」

　熱い杭が私の中で質量を増やしながら、抜き差しを繰り返していく。それを待ち望んでいたかのように、肉壁は飲み込むように奥へと誘う。

「っく……そんなに吸いついたら……優しくできませんよ」

「あぁっ、だ、だめぇっ……あぁん」

　アルスの手で腰を固定されたまま、何度も貫かれて、悲鳴にも似た喘ぎが漏れる。のけぞる体と悦楽に浸った妖艶な姿が、鏡に映し出された。

　アルスと目が合うたびに、羞恥で気が飛んでしまいそうだった。繰り返される律動と、アルスの思うままに与えられる恍惚を受け止め、ただ甘い声を出し続ける。

「アルス……もう、私……」

「おしまいですか？　俺だけに、もっといやらしい姿をみせてください」

　激しく攻めたてられて、壺からは蜜が足を伝うほど掻き出された。そのまま最奥へと貫かれて、恥じらうのも忘れて淫らに喘ぐ。そしてアルスがくれる快感に溺れていく。

「アルス、あぁっ、ほんとに……もうだめぇ……」

「ええ、いつでも好きにしてください」

　さらに律動が激しくなり、執拗以上に攻められる。いやらしく悶えながら、息もできないほどの高みへと誘われた。

「アイリス……愛している」

　囁きと共に、最奥へ熱い白濁の愛液が注ぎ込まれる。それを受け止めながら、私は絶頂へと昇っていった。
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　アクアマリン国は土地の三分の二を海に囲まれている。気候も一年中暖かく、夏を象徴するような国である。海産物が多く獲れ、国は船の貿易により利益を得ていた。

　国の守護石がアクアマリンだからか、海と空が透けるような青色をしている。それが反映されて城も爽やかなブルーを基調とした、おとぎ話に出てくるような美しい装飾に溢れた城となっていた。

　城を見上げてふと思う。ロイスとディーンは自分の国へ無事についただろうか？

　エメラルド国はともかく、トパーズ国は少々同行が怪しい。アルスは万が一に備えてトパーズ国には内密にフィンを一緒に行かせたと言っていた。

　どの国にとっても何もかも油断できない旅だった。

　重厚感のある大きな門が開き、物々しい警備の中を私たちを乗せた馬車と側近たちの馬が城へと吸い込まれていく。数は少ないとはいえ、サファイア、ルビー、ダイヤモンドと３カ国の主要人物の入国である。厳重な警備の下、城への道を進む。それでも国中がお祭り騒ぎで盛大に歓迎してくれた。
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　夜には宴まで開かれた。

　サファイア国とはまた別の趣でにぎやかに時を過ごす。主要人物や大臣との挨拶、時事会話など皆そつなくこなし、宴は滞りなく進んでいく。

　リュウはこれでしばらく会えなくなるからと、ダンスを申し込んでくる。差し出された手を快く取って、輪の中へ入った。

　初めて会話をしたころが、ずっと昔のような感覚だった。

「とうとうお別れなんだね。寂しいなぁ～」

「私もよ、リュウの話はとても面白かったわ」

　リュウと話していると、小さいころから遊んでいる幼馴染のような親しみを感じる。恋のときめきは最後までなかったけれど、一緒にいると楽しくてワクワクした。よい友達を見つけたと思う。

「今度はアイリスちゃんの結婚式で会えるかな？」

「そうね……式ができるなら、招待させてね」

　少し弱気な私のおでこを、ちょんと指でつつく。

「もっと自信を持って。僕はアイリスちゃんの幸せを祈ってるからね」

　リュウが屈託のない笑顔を向けてくる。ずっと緊張していた心がほぐれていく。

「ありがとう。リュウ」

「僕とのラストダンスの思い出、忘れないでね」

「ええ、リュウ、また会いましょうね」

　音楽が終わると、アルスに手招きする。

「次は二人で踊っちゃいなよね」

　私たちの手を結ばせると、ウィンクして去っていった。

「俺と踊ってくれますか？」

「もちろん、いいに決まってるでしょう」

　お辞儀をすると音楽が流れた。いつもながら軽いステップだ。どこからか溜息が漏れ聞こえる。アルスの優雅な身のこなしと美しい姿は、まるで芸術作品が動いているようだった。はたから見れば誰もが羨むような二人だろう。でもアルスの表情はどこか憂いをまとっていた。
















第三十二章　あなどれない旅の始まり







　アクアマリン国の隣国、パール国への入国手続きが完了したと連絡が入る。

　リュウに事情を話して密談できる場所を提供してもらい、今後の行動について話し合った。

　次に向かう国はパール国だ。入国してからすべき行動をこと細かに話し合った。

　パール国はアクアマリン国と隣接していることもあり、海に面している場所が多い。リュウもパール国の王子と親しくしているという。アクアマリン国ほどではないが貿易も盛んに行われており、商人の街でもあると聞き、アルスが何かを思いつく。

「リュウ、頼みがあるのですが、いいですか？」

　リュウに私たちが去った後、アクアマリン国にどう行動してほしいか、それとパール国に頼みごとをしてほしいと依頼した。

　ほぼ詳細を話し合ったころに、侍従がアルスを訪ねてきた者がいると知らせてきた。フィンだ。すぐに部屋に通すと、彼は想像以上に疲れている様子で入ってくる。部屋に集まっている顔ぶれに、まだ自分が休めそうもないのを悟ってうなだれた。

「フィン、トパーズ国の状況はどうだった？」

「もう、それは大変でしたよ。一緒にトパーズ国へ向かったんですけど、国境の門まで来るとディーン王子ったら何かを感じ取って入国を拒むから――」

　フィンは一人で偵察に行き、トパーズ国がダイヤモンド国と同盟を組んだことを知ったそうだ。

「ダイヤモンド国の大使が丁重にもてなされていて、緊迫した様子はなかったんですけど、ディーン王子が帰るまで待ちたいと言って、長期滞在許可をもらってたんですよ」

　本来、国の大使は公用が済んだら、直ちに国へ帰るものだ。それをしないのは、何か企みがあるに違いない。

「その大使の悪いオーラを感じ取ったんですかね。ディーンはやっぱり恐ろしい王子ですよ」

　結局、ディーンはサファイア国へ引き返し、ハーデスに事情を報告。国境近くにある砦の防衛を強化させるため兵を向かわせ、そこにトパーズ国の侍従たちも留め置くように指示をだしてくれたらしい。

「それで、ディーン王子と側近は表向きは人質という名目でサファイア国が預かることになりました」

「それはお疲れ様ね、ゆっくり休んでちょうだい。私の部屋を使うといいわ」

「え？　あ～、ありがとうございます。そうさせてもらいますね」

　フィンを案内するため、部屋を出た。

　その帰り道、城の中庭にクレセントが立って、こちらを手招きしているのが目に入る。

　月明かりに美しく輝く姿は、妖艶という言葉がとても似合う。警戒しつつ、少しだけ近づいた。

「何か用かしら？」

「ええ、この美しい景色を貴女と眺めたいと思ったんですよ。いけませんか？」

「いいえ。だけど二人きりは困るわ。アルスを呼びにやるわね」

　一緒についてきた侍女に、アルスを呼びにいかせる。

「すっかり嫌われたようだ。でもアルスを夫に選んで大丈夫ですか？　これがすべてルビー国の策略かもしれませんよ」

「私は心のジュエルを信じることにしたの。だから心配はしてないわ」

「私たちは貴女の国を脅かすであろう国を次々と倒し、貢献してきたのに、信じてはくれないんですね」

「ええ、申し訳ないけれど、やはり貴方を信用しきれないわ」

「自ら破滅の道を選ぼうとしているなんて……どうかしてますよ」

　クレセントはグイっと腕を取り、自分のほうへ引き寄せた。月明かりで見るクレセントは漆黒の瞳が艶っぽく輝き、その美しさをいっそう引き立てていた。

「アイリス王女、貴女は私を選ぶべきだ」

　腰へと回った腕でしっかりと抱えられ、身動きができなくなる。

「悪いけど、それはできないわ。離してちょうだい」

　もう片方の手が顎に添えられたかと思うと、ほんのり赤くて薄い唇がゆっくりと迫ってきた。

「クレセント――」

　やめてと言う前に難なく体が離され、アルスの大きな背中に守られた。

「アイリスに何を？」

「それはこちらの台詞だ。何故不幸な道を選ぶのか、私にはわからない。だから諭そうと思ったんですよ……」

　クレセントは肩をすくめて、また明日会いましょうと去っていった。

「アイリス、何故一人でついていったんですか？」

「ごめんなさい、どうしても知りたかったのよ。ダイヤモンド国の意図を……」

「はぁ、どうしてこうも怖いもの知らずなのですかね」

　アルスは呆れながらも、無事であったことに安堵する。しっかり肩を抱くと、部屋へ戻ろうと促した。
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　アルスはいつもより情熱的に身体をまさぐる。噛み付くようなキスを交わしながら、容赦なくドレスが脱がされていく。露わになった肌を隠す暇もなく、たわわな胸を揉みしだかれた。

「はぁっ、んんぅ……」

　これは怒りなのか、感情がそのまま愛撫になっているようで、いつもより強く先端を摘ままれた。

「やぁっ、ん……」

「俺を心配させるから」

「ごめん……あぁっ、もうしない……」

　そう言ってもアルスの指は止まらなかった。ぎゅっと潰すようにして、何度も捏ねられ、ピリリッと全身を甘く痺れさせた。しばらくして固い実を弄んでいた手が下股まで這うように撫でていく。

「あ……そこは……」

　大きな手が素足をなぞって、こじ開けるように秘部へと侵入する。指で秘裂を割ると、いとも簡単に蜜が滴りアルスの指を濡らしていく。

「っ……はぁ、あぁっん」

　アルスから与えられる快感に、十分すぎるほど、身体は慣らされている。次の悦を待ちわびるように、つい体は反応してしまう。蜜で濡れている花弁から飛び出した秘芽を擦ると、くちゅくちゅと淫音が響く。同時に腰が、アルスを求めてひくひくと動き始めた。

「はぁ……いいっ……ぁっ、あぁ」

　膨らんだ秘芽はアルスに触れて欲しくて疼いていた。

「はぁっ、あ、あぁっ」

　熟れて敏感になっている秘部を、軽く擦られるだけで善がってしまう。繰り返し擦られ、喘ぎながら快楽の責めに溺れていく。

「次はどうしてほしい？」

「……アルスが、ほ、ほしい」

「ええ、そんなの知ってますよ」

　アルスは意地悪な笑みを浮かべて、体を起こすと四つん這いにさせられる。

「え……な、なにを？」

「いいですか、もう慣らさずに入れますよ」

　後ろから熱を持った塊が、蜜壺へと押し入ってくる。

「やぁっ、はぁっ、あああぅ！」

　初めての味わう感覚に戸惑いながらも、新しい快楽に背中がそりかえった。いつもとは違う角度からの責めに、全身が甘く震撼していく。早く動かしては止まる律動に、焦らされて腰がはしたなく突き出る。

　びくびくと腰が淫靡な動きをして、アルスにいいようにされるのを待っていた。さらに媚肉は昂ぶりを飲み込んで、もっと動いてほしいとねだるように吸いついた。

「これがいいんですね？」

「はぁっ、うぅ……んぁ！」

　最奥を貫かれると、至極の恍惚が私を善がらせ、体がのけぞる。もう羞恥心など、頭の中から消えようとしていた。

「もっと……激しく……して」

「そんな可愛く、俺を煽らないで」

　アルスの激しい律動が始まり、蜜壺は圧迫感が増していく。敏感になり過ぎた肉壁を繰り返し擦られて、淫らに誘いの蜜を垂らす。

「あぁ、ん……も、もう、だめ」

「もうおしまいですか？」

　断片的な痺れに全身が震え、そのまま絶頂へ昇りつめた。前についていた両手の力が抜けると、ぐっと逞しい腕が体を支える。

「崩れるにはまだ早い、俺はまだなんですよ」

　耳元で囁かれて、気がつく。媚肉は高みを迎えてぴくぴくと痙攣しているのに、熱くて大きい昂ぶりの支配はまだ続いていた。

「そんな……すぐには……」

「好きなところを突いてあげますから」

「ひゃっ……そこは、やぁっ！」

　アルスから与えられる快楽を覚えた体は、すぐ淫らに反応する。

「ああぁっ……はぁっ」

　ぐちゅぐちゅと蜜を搔き出すように、アルスの昂ぶりが責め立てる。私の弱い場所など、すべて知りつくされていた。何度も角度を変えて貫かれ、その恍惚によって乱れていく。

「だめ……あ、もうっ……」

「早すぎますよ？」

「だってぇ、あ、あっん」

　体を支えていた手が、抜き差しする度に揺れる胸の実に軽く触れる。擦れるだけでびくっと体が仰け反った。

「ほら、もっと乱れてください」

「そんなの……あ、はぁ、あぁっ」

　指が固くなった実を摘まんで、しこりの先端をこりこりと捏ね回す。もう片方は花弁から赤く腫れあがっている秘芽を愛撫した。

「どうですか、貴女の好きなところでしょう？」

「ひぅっ……そんなの……されたら、あぁっ」

　最奥を貫く律動がさらに激しくなる。それに合わせて摘ままれた実も、秘芽もどうしようもない快感に溺れていく。

「もう……許して……はぁあぁっ」

「ええ、わかってます。いつでもいいですよ……」

　アルスの昂ぶりが、一気に質量を増やして荒々しい律動を繰り返す。

「アイリス、愛してる」

　囁きが耳の奥へ響く。これまでにない悦びを感じながら、体の奥へとアルスの愛が放たれる。昇天するかの如く、極上の高みへと導かれていった。





＊　　　　　　　＊　　　　　　　＊






　パール国へ入国後、リュウが教えてくれたルートのおかげで、半日でダイヤモンド国の国境に着いた。

　手はずはすべて整っているけれど、緊張で押し潰されそうだった。　サファイア国と同盟を結んでいない国に行くのは初めてだからだ。

　国境の門が開くと、そこは未知の世界のようだった。ここのどこでお父様がいなくなったのか、私は馬車からの景色を真剣に眺めた。街並みはどの国もほとんど変わらない。ただ、心なしか民の暮らしに笑顔がないように思える。活気がないと感じるのはそのせいだろう。

（民がとても悲しそうなのは何故かしら？）

　その疑問も口には出さなかった。今はお父様の安否が最優先だからだ。

　とてもシンプルで真っ白な城が近づいてくる。美しいというよりは、どこか陰のある印象の城だった。城へ続く橋を渡ると大きな門が開き、何台もの馬車が飲み込まれていく。

　歓迎のファンファーレもなく、無機質な馬車道が城まで続いているだけだった。

　そして――。

　私たちは謁見の間の控室へと通される。国王との謁見の時間が近づいていた。
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　控え室には大きなテーブルと椅子があるだけだった。すべてが白で統一された部屋は、とてもシンプルで綺麗だったがお世辞にも美しいとはいえないものだった。

「何だか殺風景な部屋ね」

　どうも落ち着かなくて、用意されたお茶にも口をつけずに部屋中を歩いた。その横にはアルスがいて、同じようにしながら壁の感触を確かめるように手でなぞる。形のいい指だ。

　夜に私の肌を撫でる優しい指の仕草を思い出し、ほんのり顔が火照る。

「……ん、どうしました、顔が赤いですよ？」

「いいから、気にしないで」

　そうですかと、また同じように部屋を歩く。

「自分だって、座って休みなさいよ」

「俺のは性分だと思って、諦めてください」

　アルスの頭の中ではどんな考えが巡っているのか、一度覗いてみたいと思う。

「どうせこの城の構造と、逃げ道の確保、最善の攻撃方法を計算するので頭がいっぱいなんでしょう」

「よくおわかりですね。では俺に構わないでください」

　まったく食えない王子だわと言いながら、思わず笑いが込み上げた。
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　謁見の間へは私の他にアルスが同席することを伝えてある。

　王族ではあるけれど、彼は今まで私の護衛だった。そのため、押し切る形で同席を了承させた。

　扉が開くのを待つ。

　少し緊張気味の私の背中をアルスが優しく撫でる。

「何があっても俺が守ります。だから安心して前に進んでください」

「ええ、わかってるわ」

　ふうっと大きく息を吐くと、ゆっくりと重い扉が開く。

　玉座には誰も座っておらず、その前にダイヤモンド国王と思われる人と、お父様が立っていた。

「うそ……お父様なの？」

　そこには威厳あるサファイア国王がいた。隣にいるのはダイヤモンド国のグランディ・モルガナイトと名乗った。挨拶もそこそこに、お父様の元へ駆け寄る。

「アイリス、ダメです！」

　呼びかけも耳に入らず、お父様へ手を伸ばした。

　すぐにグランディが立ちはだかり、待っていたかのように素早く剣を抜く。振りかざした剣は、私へ落ちてくる。

「あ……」




――キンッ――




　金属のぶつかる音が、部屋中に響いた。グランディの剣を止めたのは、アルスだった。

　いつの間にかフィンもいて、脇から回りお父様を庇うようにして剣を構える。

「これはどういうこと、国王はどこにいるの？」

「驚かせてすまないな、王はここにいる」
















第三十三章　ブラックダイヤモンドの誕生







　玉座の後から出てきたのは、クレセントだった。横にはアダマスが控えている。

「グランディ、剣を下せ。お前が一人で敵う相手ではない」

　その声に渋々グランディは剣を納めて、脇へ控えた。

「お父様！」

　すぐに駆け寄り、抱きしめあった。

「アイリス……期限は過ぎているのに、何故ここにきた？」

「何を言っているの？　私は、お父様が行方不明になったと知らせがきたから……」

「まさか、先に帰した将軍に伝言を頼んだのだが、聞いてないのか？」

「いいえ、私たちが出発したときにはまだ帰ってきてなかったわ」

　そうかと少し表情を曇らせて、お父様はずっと外務大臣であるグランディを王だと信じ込み、同盟の手はずを整えていたと語った。

「サファイア国で同盟の儀式をするのが習わしだと教えたのだが、王子がアイリスの夫になりたいから先に同盟をと言われてな――」

　強引な申し出を怪しんだお父様は、同盟国の夫候補として向かうように言ったそうだ。これは私とハーデスにしかわからない合図になると思ったのだろう。少し惑わされたけど、警戒できたのはお父様の機転があったからだと感謝した。

「それで期限を設けたのだ。クレセント王子が満月の夜までに夫に選ばれ、アイリスを連れてここに戻ったら、この国で同盟をしようと言った」

　戻らなかったら、将軍たちを先に帰してサファイア国にダイヤモンドの国王を招く用意をするという取り決めになっていたとお父様が語る。

　すべては私をここに連れて来るための策略だったのだ。簡単に行かなかったから、強硬手段に出たのだろう。

　もしかしたら、サファイア国に向かう将軍たちをどこかで足止めしたのかもしれないと思うと、どこまで卑劣なのか。私は王座にいるクレセントを睨んだ。

「私が夫を選ばないから、焦っていたのね。連れて帰るのに嘘までついたってこと？」

「ああ、そうだ。ここまで来たのだから生きて帰れると思うな。まぁ、アルスが夫では世界は破滅に向かうだけだがな」

　あのお告げだけはクレセントも予想外だったようだ。

「まぁ、遅かれ早かれお前たちの命はない」

　ククッと不気味に笑うクレセントの片目が光り、妖艶で恐ろしいダイヤモンド国王であると知らしめた瞬間だった。

　側に控えていたアダマスも私のクレセントと呼ぶだけあり、一心同体のように様相が次第に変わっていく。睨まれたら背筋が凍ってしまいそうな、冷たい瞳はさらに磨きがかかっている。

「ねぇ、本当にクレセントがダイヤモンド国の王様なの？」

「ああ、父は何年か前に私が殺した。そしてこの国はブラックダイヤモンドが支配する国となった」

　そう宣言すると、玉座に据えられた国の象徴であるダイヤモンドが漆黒に変化していった。城もそこを取り巻く景色もダークグレーに染まっていく。

「貴方がブラックダイヤモンドなの？」

「そうだ。ここは父を殺した日からダイヤモンドではなく、ブラックダイヤモンド国である。そして今日、アイリスを亡き者にした後、私はこの世界のすべての支配者となると宣言しよう！」

　得体の知れない強力なオーラがクレセントを包む。美しくも冷酷な王の誕生を告げている。

　クレセントが玉座に座り直すと彼に向かって、周りに控えていた者たちが全員頭を下げる。

「最後にチャンスをやろう。もしも私を夫にするというなら、誰も傷つけることなく国へ帰してやる」

「断ったら？」

「決まっている。全員、死んでもらう」

　アルスは私を庇うように、剣を構え直した。そこへアダマスが笑いながらゆっくりと剣を抜き、アルスを攻めようとにじり寄る。




――キンッ！　――




　剣同士がぶつかる凄まじい音がした。

　初めて交えるアダマスの剣さばきは、とても素早く洗練されている。しかもアルスと互角の力があった。

「フィン、今のうちにアイリスを外へ」

「かしこまりました。アイリス様、俺から離れないでください」

　周りにいる兵士たちと剣を交えながら、徐々に扉のほうへと進んでいく。

「待って、フィン。アルスとお父様はどうするの？」

「私たちなら心配するな」

　そう言ってお父様も周りにいる兵士たちを倒していく。

「ディオニス王、アイリスを連れて逃げてください」

　アルスは自分が犠牲になる覚悟なのだろう。けれど、お父様はそれを許さなかった。

「お前が守るのは私ではなく、アイリスだ。お前がアイリスを連れて逃げろ！」

　お父様の言葉が幼いころのできごとを一瞬だけ蘇らせた。殺されかけた少年とそれを庇った私とお父様。あれはやはりアルスだった。

「では俺がアイリスを守ります。だから王はフィンと逃げてください」

　アルスは剣を構えながら私を自分の背中で隠した。

　お父様も剣を抜き取り、応戦の構えを見せた。その横にはフィンもいる。

「たった三人で何ができるというんだ？」

　クレセントは立ち上がり、お父様に剣を向けた。指で合図を送るとたちまち兵士たちが周りを取り囲む。

「アダマス、さっさとアイリスを始末しろ！」

　アダマスはもちろんですと答え、私を庇うアルスへと近づいていく。

　離れた場所でも金属音が響く。クレセントがお父様と剣を交えたのだ。

　攻撃は俊敏だけど、お父様はすぐに剣筋を見切った様子で、次第にクレセントが劣勢になり、攻撃が乱れ始める。

　それを察知したのか、アルスと対峙しながらアダマスは短剣を抜いてお父様へ投げつけた。短剣は正確にお父様の心臓めがけて飛んでいく。それを避けるのに精一杯で、そこを突いてクレセントの剣が左腕を切り付けた。

「お父様！」

「ダメです！　アイリス、俺から離れないで」

　アルスが叫ぶよりも早く、私はお父様の元へ駆け出していた。待ち構えていたように、クレセントが私に刃をむけて切り付けてくる。その剣を瞬時にアルスが止め、その隙を突こうとしたアダマスをフィンが止めた。凄まじい攻防戦になっている。

　その間にいる私はただ、クレセントを睨むしかできないでいる。それがもどかしい。

「クレセント、私は貴方を許さないから！」

　お母様だけでなく、お父様やアルスまで危険に晒している。これ以上、愛する人たちが傷つくのは見たくない。怒りが込み上げる。今、ブラックダイヤモンドが目の前にいる。正体がわからないときは、恐怖でしかなかったけれど、その姿を知ったら恐ろしさは半分になった。これなら倒せるかもしれない！

　私の中で何かが湧き上がった。沸々と熱くなる胸の辺りから、碧い光が四方へ放たれる。それがアルスの剣に注がれていくと、握っていた剣が碧に変わった。

「これは……？」

　アルスの中で信じられないことが起きているようだ。持っている腕に私の力が加わったのだろう。再び剣が合わさると、いとも簡単にクレセントを跳ね除けた。

　クレセントはかなり後ろへ飛ばされ、倒れ込む。そのまま生気を抜き取られたかのように、身動きが取れなくなっている。

「っく……これは、どういうことだ？」

「クレセント様！」

　アダマスが物凄い形相で駆け寄っていくのを確認して、その隙にお父様の側へ。すぐさま傷口に手を当てた。

「アイリス、いけない。それをしたら……」

　お父様の言葉など、耳に入らなかった。私はたった一人の肉親であるお父様を失いたくない。その一心で傷を治そうとした。傷口がどんどん消えていく様子を、そこにいる者たちが知ることとなる。それでも構わない。お父様を助けるにはこれしかない。

「……なるほど、アイリスの能力は傷を癒すことか」

　いいことを知ったと、クレセントが力なく笑う。横ではアダマスが心配そうに彼の体を抱きかかえていた。

「クレセント様、いったい何があったのですか？」

「わからない、アルスが持つ剣に聞いてくれ」

「……よくも、私のクレセント様を……」

　座り込んでいるクレセントから離れると、アダマスは妖気を放ったように黒いオーラを出し始めた。怒りがアダマスの何かを変えていっているようだった。

　そのとき、扉が開いて加勢の兵士が剣を構えながら入ってくるとクレセントが叫ぶ。

「予定を変更する。アイリスは生きて捕えよ！」

　兵士が承知と私たちを取り囲んだ。

　傷の癒えたお父様が数名を倒してから、私とアルス、更にはフィンをも後ろ手に庇い剣を構えた。

　フィンが前に出ようとしたが、叱責される。

「私に構うな。このままアイリスをサファイア国まで護衛してほしい」

「お父様も一緒に逃げるわよね？」

「いや、私が矢面に立つのが最善の策だ」

　それは嫌だと首をふるが、拒絶するように怒鳴る。

「お前は今捕らわれてはならない！　このまま逃げろ」

　お父様は威力のある言霊を持っている。その能力はお母様と結ばれ、王になったときに絶大となった。これさえあれば殺されることはないと言い切った。

「体制を整えて、私を救いに来い！　私はそれまでは死なずにいる！」

　そうしてお父様は強力な言霊を発した。

「私を捕虜に、そしてそこにいる三人を殺してはならぬ！　道を塞ぐな開けよ！」

　言霊が効力を発揮して、お父様が捕まるのが見えた。私はアルスに抱えられるように連れられていく。

「お父様、必ず助けに行きます。それまで決して死なないで！」

　その場にいた兵士たちは言霊により、私たちを避けて道を作る。後からこちらへ来る兵士はフィンが矢面に立ってなぎ倒していく。彼の剣さばきはアルスに引けを取らないくらい強かった。アルスとフィンが私を間に挟み、私たちは城の廊下を出口に向かって走った。

　既に構造はアルスが把握済みだ。城の中で戦いが生じたらどう攻防するべきかを、壁を撫でながらずっと考えていたに違いない。私たちは力の限り走る。

　お父様は気がかりだけれど、必ず生きていてくれると信じて、ひたすら前進した。

　城の門までたどり着くと、アルスが叫ぶ。

「敵が逃げる、門を閉めろ！」

（え？　何で？）

　私たちの目の前でガラガラと橋と連携した門が閉まっていく。完全に閉まったら、お堀に囲まれた城から抜け出せなくなるというのに、アルスは何を考えているのだろう。

「アイリス、走りますよ！」

「どこを？」

　答えを聞くまでもなく、アルスは私の手を引いて、閉まっていく門をすり抜け、ゆっくり上がっていく橋を駆け登った。既に橋と橋をつなぐ道は離れていて、高さを感じる。

「いいですか、飛びますよ！」

「ちょっと、嘘でしょう？」

「大丈夫、俺に捕まって」

　握っていた手を引かれ、グッと腰の辺りを抱えられる。同じようにアルスの腰に手を回すと、アルスの声が耳元で響いた。

「怖いのは一瞬ですから、俺を信じて飛んでください」

　怖くないといったら嘘になるけど、信じるしかない。頷いてキュッと唇を噛み締める。そして掛け声に合わせて、前へ勢いよく飛んだ。

（やっぱり怖い）

　飛んだのはいいけれど、着地はどうなるのか？

　アルスは素早く私を胸に抱きしめて、視界を塞いでくれる。彼は私を庇って、下敷きになるつもりなのだろう。真っ暗な胸の中で、アルスの鼓動だけが響いていた。そのなかで私は打ち付けられるのを覚悟して体を固くした。

　バサッ！　という音と共に、草の香りに包まれる。

　もっと衝撃があるかと思ったのに――。

　私たちは敷き詰められた藁の中にダイブしたのだった。

「もう大丈夫ですよ、ケガはありませんか？」

「ええ、平気よ。それにしても、用意周到ね」

　アルスはこの逃亡劇も想定して、これを用意させたのかと思うと感心する。

　門の開け閉めにはかなり時間がかかりそうだ。当分、敵の兵士は城から出てこられないだろう。ホッと息をついて、藁をはらったけれど……。

「ふむ、なかなかやりますね」

　トーンの高い声が響く。どうやって来たのか、先回りしたアダマスが立っていた。

「随分早いな。どこかに抜け道があったのか？」

「それぐらい、どの城にもあるでしょう」

　アダマスとアルスはにらみ合い、剣を構える。まだアルスの剣は碧く光ったままだ。これならアダマスも簡単に倒せるかもしれない。

「応援の兵士はしばらく城から出てこれないだろう。通してもらうぞ。やるなら、相手になるが？」

「もちろん、阻みますよ。私のクレセント様をあんな姿にした者を許すわけがない」

　アダマスは剣を構えて、怪し気な笑みを浮かべる。何か勝算でもあるのだろうか。不安が募るけど、アルスには私がいる。私を庇い、アダマスと対峙する後姿を祈るように見つめた。

「アイリス王女、危ないですから俺のほうへ」

　フィンが私の手を取った。外で待っていたサファイア国の兵士の中へ私を隠す。

　その間にキーンと剣のぶつかる音がする。見るとアダマスとアルスの一騎打ちだった。クレセントのときと違い、苦戦しているのはジュエルの効力がなくなっているからだろうか。それともあの剣はブラックダイヤモンドだけに効力を発揮するのだろうか。

「アダマスがあんなに強いと思いませんでした」

　私の護衛をしながら、フィンが呟いた。ルビー国の中でもアルスに敵う者はいないらしい。その彼と互角に戦っているのだから、本当に強いのだろう。

　それでもアルスの持つ剣はまだ碧く輝いていた。アダマスの剣と交わるごとに、火花が散る。凄まじい戦いとなっている。

　その間に上がり切った橋がガラガラと下がり始めた。

「アルス様、このままだと援軍が来てしまいます！」

　フィンが叫ぶ。

「アイリスを連れて先に逃げろ！」

　それはできない。もしもアルスがケガをしたら、誰が治すというのだろう。

「アルス、私は逃げない！　だから、早くアダマスを倒して！」

「それは命令ですか？」

「決まってるでしょう、命令よ！」

「だったら従いますので、ジュエルにでも祈っててください」

　これだけの会話ができるのだから、アルスはきっと大丈夫。祈れといわれても、どうすればジュエルの力が使えるのか、検討もつかないのが本音だ。でも私は祈るしかない。

（アルスに私の力を！）

　碧い剣がさらに光る。アダマスの剣を受ける仕草も、さっきよりも楽そうに思えた。交わった剣をぐっと跳ね返し、アルスが再び振りかざす。アダマスの動きより一瞬速く、彼の腕を切りつけた。さらに剣を交えると、アダマスの剣が飛ぶ。けれど、すんでのところでアダマスが身を翻し、城のほうへ走った。

「どうぞ、お二人で暗黒の世をお作りください。次に会うときは、必ず倒しますよ」

　アルスは剣を鞘に納めて、私たちのほうへ駆けてくる。その背後からアダマスが叫ぶ。

「敵が逃げる！　直ちに捕まえよ！」

　そう言っても、城の門はまだ開きそうにない。

「まだ大丈夫、ここから離れますよ」

　私の手をしっかりと掴んで、アルスが走る。ガラガラと降りてくる橋の音を聞きながら、できるだけ遠くへ。私たちは全速力で走った。

　しばらく行くと密かに用意していた早馬が待っていた。来るときに気づかれないよう、隠していたらしい。

「アイリス、手を貸して」

　先に馬に乗ったアルスが引っ張り上げる。彼の前に座ると一気に体温が上昇した。

「フィン、まずは追っ手をまくぞ」

「はい、わかっております」

　今はとにかく逃げることだ。アルスは手綱を振って、勢いよく馬を走らせた。
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　どれくらいの時間が流れただろう、市街地の手前にある森林まで辿り着く。

　私たちはリュウを介して、パール国にいくつか頼みごとをしていた。まずパール国の商人の服装を用意してもらうことだった。

　それは袋の中にいれて、馬に括りつけられていた。侍従たちが事前に着替えを済ませると、私用の服が渡される。

「私もここで着替えるの？」

　危険だからと侍女はアクアマリン国に待たせて、一人も連れてこなかった。外で侍女もいないなか、どうやって着替えたらいいものか戸惑った。

　少し待ってくださいと、アルスは私の周りを取り囲むように侍従たちを立たせる。全員が後ろ向きになった所で、アルスが輪の中に入り、耳元で囁く。

「服は俺が着せましょうか？」

「え？」
















第三十四章　逃亡







　どういうことかと驚く私の唇に、アルスが軽くキスをする。さらに固まった私を抱きしめて、囁いた。

「着せるのはともかく、脱がすのは俺しかできませんからね」

　再び唇を重ね合う。柔らかなキスを繰り返しながら、ドレスの紐が解かれていく。アルス以外は輪の中にはいない、それに人の壁ができている。見られることはないとはいえ、外であり追っ手が来るかもしれない状況だ。その焦りと外で着替える恥ずかしさを和らげてくれているのかもしれない。だとしても、これは恥ずかしすぎる。

　さまざまな感情が私の中を駆け巡ったけど、重ね合った唇から伝わる熱は心のジュエルを揺さぶり鼓動に波を立たせる。口づけに翻弄されているうちに、素早くドレスは地面へ落とされていく。抱きしめてくれているのは、できる限り私の体を見られないようにするための配慮のようだ。

「これを上から被せますよ」

　ワンピースになっている服の裾を広げて、頭からすっぽり被せてくれる。頭を出すと、袖から手を出すように誘導され着替えを済ませた。

「まぁ、随分と楽に動けるのね」

　窮屈なドレスとは違い、これなら飛んだり走ったりも簡単にできそうだ。手足を動かし、アルスにアピールする。

　その様子にアルスはふっと吹き出した。

「……意外と似合いますね」

「ちょっと、なぁに、その笑い。絶対バカにしてるでしょう？」

「いや、すみません。とても可愛いという意味でしたが、伝わりませんでしたか……」

　最初は含み笑いだったが、やがてアルスは大声で笑い出した。

「あのね、アルスは私の何倍もその衣装が似合ってるわよ！」

「それはどうも。俺は王族でも最近まで側近の振りをしていたのですよ。こういう姿も、似合って当然です」

「オーラが強すぎて庶民感ゼロですけどね」

（それに何を着ていてもカッコイイなんて、どういうことよ）

　悔しいからその言葉だけは心の中に留めておいた。

「アイリスに似合うと言ってもらえて、光栄ですよ」

　見つめあっていると、フィンが突然咳ばらいをし始めた。

「あの、お支度はできましたか？」

「ああ、ごめん。あと一瞬待ってくれ」

「構いませんが、今がどういう状況かわかっていますよね、危機感を持ってくださいよ」

　アルスは「わかってる」と念を押し、もう一度フィンに謝ってから私を見た。

「……アイリス、覚悟はいいですね。行きますよ」

　再びキスを落としてから、アルスがフィンたちに合図をする。円陣が解かれて準備が進められていった。

「ここらからパール国の国境まで、商人の一行として進む。もしも兵士に尋問を受けたときは一気に駆け抜けるからそのつもりで！」

　リュウの話では城を出てパール国への入国を求めたら、国境での許可がすぐに降りるようにしておいたとのことだ。追手はすぐに隣国に侵入はできない。侵略なら別だが、それも抜かりなく兵士を増やすように要望してくれているらしい。

　正体がばれずに入国できれば、パール国に迷惑をかけることもない。とにかく今は国境まで行くこと。私たちは慎重に街へ出た。

　死んだような街並みが続く、声をかけてくる人もない、市場もさほど活気があるとはいえなかった。その中を行商人を装いながら、気取られないように進んでいく。

「活気がなくて、薄気味悪いわ……」

「そうですね、ですが、覇気を消しているだけかもしれません。あまり見ないように進みましょう」

　異様な雰囲気を誰もが感じ取っている。もしかしたら、隙を狙っているのかもしれない。

　アルスはできる限り目を合わせず、気配だけで状況を把握しようとしていた。

　鞘に納めた剣は、外からはわからないが碧い光を失わずにいる。それは私だけが感じていた。ジュエルが共鳴していたからだ。敵が来ても、この剣ならしのげると思う。

　そのときだった。アルスが少し馬を速めて、先を行くフィンの横へつけた。

「そのまま前を向いていろ。右横から以前の刺客が様子を伺っている」

「はい、殺気を感じます。どうしましょうか？」

「いつ襲われるかわからない。不穏な空気になったら、迷わず走れ！」

　フィンは頷いて、他の侍従にもそのように指示を出していく。そうして街を抜けようとしたときに、アルスが馬を止める。

　突然、ヒュッと音を立てて短剣が私のほうへ飛んできた。アルスは素早く剣を抜き、それを難無く弾く。

　振りかざした剣から光が放たれて、周りを取り囲もうとする刺客たちをひるませた。

「今だ、全員走れ！」

　アルスの掛け声に一斉に馬がいななき、全力疾走を始める。

「アイリス、しっかりつかまっていてください」

　その言葉に頷くとアルスの胸に顔を埋めるように、抱きついた。

　アルスは投げつけられる短剣を次々に弾き飛ばしながら、パール国の国境へとひたすら馬を走らせた。
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　手はず通り、パール国の国境で足止めされることなく、入国が許可された。すぐに商人の集まる市場まで走る。パール国の市場は活気があり、さまざまな国の商人が出入りしていた。この中に混じれば見つかりにくいのは確かだ。ひとまず態勢を整えるために茶屋で、休憩を取ることにする。もちろん、これからどう進むかなど、話すことがたくさんある。そこで個室を用意してもらい、早速アルスが地図を広げた。

「実はアクアマリン国までの最短ルートは他にもあると教えてもらってます。来た道を戻るのは危険ですから――」

　そう言って、今いる場所からどのルートを辿るかを説明していく。一通り話すと、侍従たちとフィンは別の部屋で休息を取るため出ていった。二人きりになると私のほうへ向き直る。

「アイリス、一番の難所は超えましたが、ディオニス様を助けられませんでした。すみません」

「気にしないで、きっとお父様は無事だと思うわ。それよりアルスは、どこかケガしていない？」

「心配いりません。ただ間者がいる可能性があるので、まだ油断はできません。このまま商人のふりをして、一気にアクアマリン国へ行きますよ」

　アクアマリン国の入国手続きは手配済みだ。

「急がせてすみませんが、食事を済ませたら出発します」

「ええ、わかったわ」

　私はアルスの上着の端をぎゅっと握った。ホッとしたのも束の間、これからどんな恐ろしいできごとが控えているのかわからない。

　サファイア国に戻ったら、私はどうすべきなのだろう。女王として強くありたいと思うばかりで、心構えも、決断もできないでいる。アルスの前だと、つい弱音を吐いてしまう。

「アルス、少しだけ抱きしめて……サファイア国がどうなってしまうのか、お父様をどうやって救うのか、考えたら怖くなってきたわ」

　微かに震える手をアルスが握ってくれる。それから引き寄せられて、しっかりと抱きしめられた。

「俺がずっと側にいます。安心してください」

　頬に手を当て、優しいキスをくれる。唇が離れないように、アルスの首に腕を巻きつけた。

「今は嫌なことは考えないで。不安や恐怖も、俺が忘れさせてあげます」

　私の髪をかき上げて、唇をついばむように何度も重ねる。やがて深く貪るような口づけに変わり、思考がアルスに奪われていく。息つく間もなく舌が侵入し、それを絡め取って吸い上げられる。体に熱い電流が走るような快感に、全身の力が抜けていった。

「これ以上先へ進んだら、歯止めが効かなくなりそうです」

「ふふっ、ホントそうね」

　おでこを付け合わせて、笑い合う。もう少しこうしていたいけど、今はアルスの側にいられるだけで、いいと思う。

「アルス、ありがとう。おかげで心が落ち着いたわ」

「それはよかった。では続きは、無事に城に着いたらですね」

　囁くアルスは名残惜しそうに、最後にちょんと唇をついばんだ。危機が迫るなかでも、幸せを見いだせているのが嬉しかった。





＊　　　　　　　＊　　　　　　　＊






　選りすぐりの早馬を用意してもらい、少人数で移動したからだろう、夕方にはアクアマリン国の国境を超えた。城の門番にリュウを呼ぶように頼み、パール国の商人として入城する。迎えに出たリュウは私たちの姿に絶句し、それからクスクスと笑い出した。

「それにしても、皆さん商人の恰好が似合いますね」

　アルスと顔を見合って、肩をすくめた。

「よっぽど私たちは王族に向いてないらしいわ」

「庶民派は好感度は高いらしいから、気にしないでおきましょう」

「嫌だなぁ、どんな服も着こなしちゃうんだなぁって、褒めてるのに～」

　いや、絶対に面白がっている。だってリュウがとても楽しそうだ。

　場が和んだところで、アルスはブラックダイヤモンドと名乗ったクレセントの話を聞かせた。

「クレセントの他に、トパーズ国の動きも気になります。現在、ディーンがサファイア国にいますので、そう簡単にサファイア国には攻め込まないかと思うのですが、攻撃の矛先がアクアマリン国になる可能性があります」

　その後をリュウが口を挟んだ。

「その点は心配ないよ。アルスに言われてトパーズ国の国境近くはかなり警備を増やしているからね。それと、サファイア国までの逃亡ルートも作っておいたよ」

　国王からは何かあれば一緒に戦う覚悟があると、頼もしい言葉ももらった。

　明日の朝、一番に出発する計画をして謁見室を出る。あと少し逃亡の旅が続く。
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　「今日の時点で大きな動きはないようです。静かすぎてちょっと不気味ですけどね」

　アルスの部屋でフィンがアクアマリン国で集めたこれまでの状況を説明し始めた。

　ブラックダイヤモンド国から逃げたのが、何だかとても遠い日のできごとのような気がする。横でフィンが話している言葉も頭に入ってこない。

　お父様は大丈夫だろうか、無事帰還したら、まず私は何をすればいいのだろう。

　ハーデスに報告と夫を……そうだ、自分はアルスを夫にしようと思っているけれど、彼はそれでいいのかしら？　はっきり聞いたことがなかった気がする。

「……アイリス？　どうしました、元気がないですね」

　アルスは言うなり、おでこに手を当てた。ぼうっと考えていたせいもあり、急に視界に陰ができたことに驚いて、びくっと体をこわばらせる。

「あ、ごめんなさい」

「部屋で休んだほうがいいですね。侍女を呼びましょうか？」

「いいえ、ここにいさせて。私はアルスといたいわ」

　フィンが気を利かせて、話が終わると部屋を出ていった。

　見送るとアルスは私の肩を抱き、そっと引き寄せた。

「まだ何か心配なことがありますか？」

　首を横に振って、違うと言った。それからアルスの愛を確かめるように、彼の逞しい胸の中に顔を埋める。

「まだ無事なわけじゃないけど、大事なことを忘れていたの」

「何ですか？」

「あのね、サファイア国に帰ったら、私の夫になってくれる？」

　アルスの目が驚きで見開いた。

「もちろん、そのつもりでしたが、違うんですか？」

「ううん、違わない。じゃあ、どんなに反対されても私と結婚してね」

「それは俺の台詞です。何があっても、俺と一緒にいてください。一生貴女を全力で守ります」

　その言葉があれば、きっと乗り切れる。不安がないといえば嘘になるけど、アルスが私を好きでいてくれるなら、中途半端なお告げだってよいほうに考えられそうな気がした。

「ねぇ、ここでもう一度誓って。それから私のすべてをアルスでいっぱいにして」

「ええ、貴女が望むなら、いくらでも愛しますよ」

　いきなり唇を塞がれて、舌が激しく口内へ侵入してくる。お互いの舌を絡めあうと、甘い痺れが襲う。アルスからの口づけに酔っていると、いつのまにかドレスの紐が解かれていた。

　激しいキスは続き、そのまま椅子から抱き上げられ、ドレスが床に落ちる。

　アルスの手が肌を滑るようになぞると、下着もするりと脱げていく。露わになった胸を隠そうとする手をアルスの腕が拘束し、ゆっくりと唇が離れていった。

「アル……ス……はぁ……」

「俺の命をかけて、貴女を愛していきます。覚悟はいいですか？」

「ええ……い、い……あぁっ、はぁ」

　言葉は吐息に変わる。アルスの唇が首筋を這いながら胸へと進んでいったからだ。素肌を晒している恥ずかしさで、頬が熱くなっていく。

　隠そうとする手を掴まれ引き寄せられると、逞しい胸の中へすっぽりと納まった。

「あ……んんっ」

　再び唇を重ねて、そのままソファに腰をおろす。アルスの唇が首筋を伝って下へとおりていく。双丘に差し掛かると、頂を強く吸われ強い刺激に身悶える。

「ひゃっ……ん」

　けれど唇はそこには留まらずに、体の曲線を這うように下りていく。

「アルス……ねぇ、ベッドへ……」

「それは後で……このままアイリスを愛したいんです」

　腰の辺りまでくると、座っている足を開かせて体を少し前にずらす。

「やっ……恥ずかしいから……」

「今さら、嫌とは言わせませんよ」

　秘部を手で隠そうとするのを制止して、アルスが顔を埋める。いきなり花弁を割って、アルスの舌がそこへ沈む。

「やぁ……そんなの……だめぇ」

　既に赤く膨れた秘芽は、簡単に探り当てられる。蜜が溢れる中を舌が挿入し、秘芽を舌先で擦られると快感で体が震えた。

「あぁっ……んぁ、はぅ……」

　舌で翻弄しながら、アルスはすぐに胸の膨らみを鷲掴んだ。揉みしだきながら、二本の指で固い実となった頂きを強く摘まむ。

「はぁっ……あぁっ」

　揉まれて動くたびに、摘ままれている実から甘い痺れが全身に伝わる。秘芽を舌が巧みに擦り、胸は断続的に捏ねられて刺激に翻弄されていく。

「やぁ……あ、あぁん」

　どれだけ自分が淫らな姿で喘いでいるのだろう。その羞恥すら忘れるほど、めくるめく快感が私を支配していた。

「あ、あぁっ……はぁ、ん……」

　はしたなくも、さらなる刺激を求めて自然と腰が浮いてくる。アルスは秘部から離れると、私の横に座り勢いよく蜜壺へ二本の指を突き立てた。

「ひゃっ……だ、だめぇ」

　その甘い衝撃は、体を弓のようにしならせる。突き立てられた指で蜜を掻き出すように刺激され、ただ善がることしかできなかった。

「は、あぁっ！」

「慣らさなくてもいいんですか？」

「そ、それは……はぁ、あぁっ」

　指が蜜を掻き出すように、抜き差しを繰り返す。その快感に加え、胸の実を執拗なまでに刺激されて喘ぐしかなかった。

「ねぇっ……アルス……き、きて……」

「ええ、俺もアイリスがほしいです」

　耳元の囁きはぞくっとするほど、艶めかしく聞こえた。指を引き抜くと、私の前に立って両足を抱え上げた。
















第三十五章　仮の戴冠式







　そのまま足を大きく開かれ、アルスの両腕で固定される。ソファに肘を付いてはいるが、腰から先は浮いたままで、秘部が晒されていく。

「こ、こんな恰好……恥ずかしい」

「いいえ、綺麗です……それに、そそられる……」

　そう言って、硬くなった昂ぶりを秘裂へとあてがう。次にどんな快感がくるのか知っている体は、とろりと蜜を滴らせた。

「このまま、アイリスを愛しますよ」

　アルスはあふれ出る蜜を昂ぶった肉塊ですくいながら、蜜口へ一気にそれを突き刺した。ソファがきしむと、羞恥がこみ上げてくるが、媚肉は昂ぶりを奥へと誘うように動く。

「はぁっ……あぁ！」

　そこから律動が加速して、ずんずんと最奥に達する勢いで貫かれる。

「そこは……だ、だめ……あ、はぁ」

「どうして、一番好きな場所ですよね？」

　開拓されきった体は、アルスに嘘をつくことができない。ただ、悦を求めて体が疼く。角度を変えながら何度も差し込まれる昂ぶりは、徐々に質量を増やして媚肉を圧迫していった。息ができないほど、全身がアルスで溢れていく。それに合わせて、掻き出されるように蜜が桃尻まで滴っていくのがわかる。

　熱い昂ぶりは既に最奥へ到達していたが、さらに奥へ行こうと突き上がる。

「あぁっ……そこは……だ、だめぇ」

　最弱の襞を強く刺激され、体が弓のようにしなった。その甘い衝撃から逃れたくても、しっかりと両手で足を固定されているので、どうすることもできないでいる。ただアルスからの責めを受け続け、悶え善がるしかできないのだ。それに腰はねだるように自然に動き始めていた。

「俺の前では、もっと乱れていいんですよ」

「やぁっ……はぁ、ああっん」

　腰の動きに合わせるように、繰り返し貫かれ淫らな責めに翻弄される。

「そこ……あ、い、いいっ」

　弱い部分を探られ、律動がさらに激しさを増す。そこからくる恍惚は、全身を激しく痺れさせる。快楽の支配は果てしなく続き、やがて蕩けるような陶酔をもたらしていった。

「はぁ……も、もう……いく……」

「ああ、それなら一緒に」

　こくりと頷くと、抽送の速度が上がる。淫らな嬌声を発し、昇りつめていく。恥ずかしい格好で腰を打ち付けられても、アルスが与えてくれる愉悦がほしい。それを示すように繋がっている場所は、蜜を滴らせ肉壁が昂ぶりを吸い寄せる。

　高みを迎えるまで執拗なまでに貫かれ、快感は大きな波となって訪れた。

「あ、あぁぁあっ!!」

　最奥に熱い白濁が注がれて、背筋がぞくっと仰け反り絶頂を迎えた。恍惚と甘い痺れ、これまでにない昂ぶりに打ち震える。

　私は激しく愛された喜びを受け止めながら、意識を手放していった。

　がくんと崩れる私を、抱きかかえるのはアルスだったろう。ベッドへ運んでくれているのが意識の傍らでわかる。

「アイリス……俺の愛しい人」

　遠い意識の中で、せつないほど優しいキスの感触だけが残っていた。
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　出発の朝、リュウが支度を整えて私たちの所へやってきた。

　商人の恰好をしていて、数人の侍従は大きな荷物を抱えている。

「いやぁ、今日は快晴、逃亡日和だね～」

　呑気な挨拶に、呆れて肩をすくめた。

「ねぇ、この危機感のきの字もない状況は何かしら？」

「ピクニックにでも行くつもりなのかもしれませんね」

「嫌だなぁ、僕たちはアイリスちゃんの護衛をしようと思って用意してきたんだよ～」

　リュウが衣装を見せびらかすように、クルクルと回る。

「リュウ、とってもお似合いよ」

　その隣で微笑みながら、フィンが拍手を送った。

「緊張感だけでは疲れちゃいますからね、こういう緩さも必要じゃないですか？」

「それもそうね……」

「ええ……って、いやいや、そんなわけないでしょう」

　一瞬つられて頷いたアルスが、焦って言い直したのを見て思わず笑う。

「よ～し、アイリスちゃんも笑ったことだし、出発しよう～」

「リュウが何故、仕切るんですか？」

「アルス、何言ってるの？　逃亡ルートを作ったのは僕なんだから、僕についてきてよ」

　リュウは張り切って先頭にある馬に乗った。

「ほら、早く行くよ～！」

　あっけらかんと笑いながら、リュウは馬を走らせる。その後姿が、あまりにも楽しそうでそっとアルスに耳打ちした。

「リュウは逃亡の意味をわかっているのかしら？」

「いいえ、わかってないでしょうね……ですが、殺気が無いほうが気配を察知されないかもしれません。これが一番安全な気もします」

　そうねと頷く。

　いつ間者に狙われるかもわからないのに、リュウのおかげで終始和やかな雰囲気が続いた。今度はアクアマリン国の行商人を装っているから、町に溶け込んでいて違和感もない。王族だと気づかれずに、国境を超えるのも難なくできそうな気がした。

　リュウは商人がよく通るルートで、人通りの少ない道を選んでくれていた。何度も下調べをしてくれたのだと思う。しかも彼は嬉しそうに先頭を走りながら、周囲に目を配っているのがわかる。道が別れている場所や木々の多い場所では警戒を強めてくれたり、何気ない会話をしながらも、全員が私たちを守るために必死だったのは間違いない。

「アイリスちゃ～ん、ここでお別れだね。また遊びに来てね、僕も行くからさ」

「ええ、逃避行なのに、案外楽しかったわ」

「ホントに？　よかった～！」

「リュウ、喜ぶのはいいんですが、そろそろアイリスの手を離してくれませんか？」

「あ～、ごめん、ごめん」

　アルスが不機嫌そうに横目でちらっと見ながら、私たちの間に入ってくる。そんな彼に対し、リュウはクスっと笑う。

「アルスったら、側近だったときも思ったけど、案外ヤキモチ焼きだよね～」

「俺がですか？　そんなことはありません」

「照れなくてもいいよ～。ずっと護衛とか言っちゃって、僕たちをアイリスちゃんに絶対に近づけなかったもんね。それに最初からアイリスちゃんを好きだったってもうバレてるんだから隠さなくてもいいんだよ」

　軽く咳ばらいをして、アルスは少し顔を赤らめる。

「ね、こうやって照れちゃうし、可愛いんだから」

　アルスは文句を言いかけたが結局やめる。この件に関しては、彼も降参らしい。

　私はそんなやりとりを微笑ましく見守った。

「リュウ、いろいろありがとう。このご恩は忘れないわ」

「アイリスちゃんも、自分の信じる道を行って。僕はいつでも応援するからね」

　純粋な気持ちに触れ、言葉にならない感情が胸に込み上げてくる。涙をぐっとこらえて、リュウに笑顔を向けた。それから私とリュウは見えなくなるまで、手を振り合った。
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　長い旅を終えてサファイア国へ帰ってきたような気分だ。見慣れた街並みに、やっと安堵する。国境を超えればお膝元だけあり、城までの道のりはとても速く感じられた。

　それでも警戒は怠らず、城の中に入っても正体を明かすまでは、アクアマリン国の行商人として振舞うようにしていた。

　行商人のため、まずは謁見の間へと通された。そこではハーデスとディーンが迎えてくれた。

「アイリスちゃ～ん！　アルスも、また会えて嬉しいよ」

「ディーン、大変だったわね。トパーズ国は大丈夫なの？」

「まだわからないんだ。今ね、偵察に行ってくれてる。もうすぐ帰ってくると思うんだけどね」

「今後については、偵察隊が帰ってきてから話しましょう」

　ハーデスが冷静に言い、私と向き合う。胸に手を当てて軽く頭を下げた。

「アイリス様、ご無事でなによりです」

「ありがとう、いない間の公務代行お疲れ様でした」

「その件はどうぞお気になさらず。それにしても……みなさま、よくお似合いですね」

　ハーデスは目を閉じて、微かに口角を上げてほんの少し肩を揺らした。

「そのリアクションにも飽きたけど、誉め言葉として受け取っておくわね」

　本題に入るわねと、ダイヤモンド国で起こったできごとを話して聞かせた。

「まさか、クレセント様がブラックダイヤモンドだったとは……」

「そうなの。しかもお父様がブラックダイヤモンド国に捕まったままなのよ、お父様は兵士を先に帰したって言ってたけど、戻っているかしら？」

「はい、昨日戻って参りました」

「何かおかしな様子はなかった？」

「いえ、ターコイズ国で応戦したつもりが、既にダイヤモンド国王が謀反として制圧していたと聞きました。それからサファイア国と同盟を組みたいと申し出たとのことです。その後はアイリス様が語られた通りです。ただ教えられた帰りのルートでは、国境で何度も足止めされたようです。きっとクレセント様が時間稼ぎをするよう仕向けたのでしょう」

　それを聞きながら、アルスが真剣な顔になる。

「クレセントはこの国にいながら、ターコイズ国を制圧していたということですよね？　それだけの力があるなら、制圧したトパーズ国から攻めてくるのは時間の問題ですね」

「ええ、今後は公務室で話しましょう。まず、その服をお着替えください」

　状況は厳しかった。これからどうなるのか、私たちには未だ先が読めなかった。





＊　　　　　　　＊　　　　　　　＊






　それぞれの部屋で休息を取って、支度を済ませる。もう護衛ではないのに、習慣になっているのか、部屋の外でアルスが待っていた。

「ふふっ、どうしたの？　約束してたかしら？」

「どうもこの城にいると、側近気分が抜けないらしいです」

「でもお迎え、嬉しいわ」

　すぐ横に立つと、肘を突き出される。腕を絡めると、何だか懐かしい気分になった。やっと城に帰ってきた。それを実感できるひとときだった。
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　ハーデスは難しい顔で待っていた。この雰囲気でアルスとの結婚を切り出せるか、少々不安になるが、それでも認めてもらうしかない。

「ハーデス、アルスを中に入れてもいいかしら？」

「アイリス様、ここは公務室ですよ」

「わかってるけど、彼は王族よ。それに私はアルスを夫に選ぶって決めたの。サファイア国の次期国王としてなら入れるでしょう？」

「お待ち下さい！　まだ水晶のお告げの真意がわかっておりません」

「ええ、でも私はこの決定を覆さないわ！」

　強い口調にハーデスは閉口した。

「アイリス様、少し冷静になって下さい。何百年と続いたこの予言者の歴史を壊すおつもりですか？」

「いいえ、今まで通りハーデスには予言者としていてもらうつもりよ。でもね、あの状況で最後の質問はパワー不足は明らかで、信憑性がないと思うの。それにブラックダイヤモンドだと名乗るクレセントとラッド、どちらを夫に選ぶのが賢明だと思う？」

「それは……」

　ハーデスは黙った。あともう少しで説得できる。

「次の満月を待っていたらお父様が危ないし、敵だってトパーズ国まで迫ってきてるのよ……だから、私は自分の気持ちと心のジュエルを信じるわ」

　お母様の遺言だ。




――貴女のジュエルを信じなさい――。




　この意味がやっとわかった気がする。

　ハーデスは呼吸をするのを忘れていたかのように、大きく息を吐いた。

「……わかりました。アルス様を中へ」

「ありがとう。呼んでくるわね」

　アルスを招き入れ、結婚の許可をもらったことを告げる。

　喜びも束の間、次に母が既にこの世にいないことも打ち明けた。

「ご病気ではなかったのですね。ずっと隠してきたなんて、辛かったでしょう」

　驚きと悲しみで、複雑な表情だ。それでも私を気遣って、笑顔を向けてくれる。

「ええ、でも大丈夫よ。必ずブラックダイヤモンドを倒して、仇を取るわ」

　アルスは黙って私の手を握ってくれる。それだけで勇気を分けてもらえたような気がした。

「それではルビー国のラッド王子を夫として選ばれるということで、宜しいですね？」

「もちろん、異論はないわ」

　確かめるようにアルスを見る。彼も力強く頷いてくれた。

「では王様が帰還されるまで、仮ではありますが一気に儀式を執り行いましょう」

　ハーデスは国中に女王逝去の知らせを出すよう指示した。葬式は国王ディオニスが帰還してから執り行うとして、先に戴冠式の準備を始めるように言い渡す。

　その裏で密かに、アルスがブラックダイヤモンドとの戦いに備える指示も出している。

　ブラックダイヤモンドとの全面戦争が始まろうとしていた。
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　同盟国へ早馬が結婚の知らせを運ぶ。けれど正式な儀式はお父様が帰還されてから行うとしたので、どの国にも招待状は送らなかった。

　儀式を執り行うのは、城下町に面した式典の間で、オープンスペースになっている。大きな式の際には東門を開放して、バルコニーの下で国民が祝福できるようになっている。

　サファイア国の民にはおふれを出し、パレードなどは後日行うとして、祝福のためのバルコニーへの出入りだけが許された。

　戴冠式と結婚の儀を行うとして、仮の儀式とはいえ本当はルビー国だけでも呼ぶべきなのだろうけど、それもできないほど事態は急を要していた。

　女王の冠を被った私の前で、厳かにアルスが跪く。先代の王となるお父様のジュエル、ガーネットを受け継ぐため、王冠の中央にはめてあるそれを外した。本来ならそこにお父様の気も一緒に贈るのだが、それは正式な戴冠式で行うとした。お父様が大王の位となる儀式も先送りになるので、前代未聞の式となったのは事実だ。

　胸に当てたガーネットがアルスの心の中に溶けていく。私のときと同じ、国を背負うという重圧でやはり表情は苦痛に歪んでいた。それに耐えると、代わりにアルスのジュエルのが現れる。そのルビーを王冠の中央にはめてから、私はゆっくりとアルスの頭に被せた。晴れてサファイア国の王になり、バルコニーへと進む。

　そこには国中の人が集まっているのではないかと思うほど、多くの国民が祝福にかけつけていた。私とアルスはそこで宣言する。

「サファイア国民へ約束する。私はこの国の女王として、平和な世の中が続くように祈りを捧げます」

「サファイア国の王となり、ここに宣言する。命ある限り、この国が平和で豊かな国であり続けるよう何事からも守りぬくことを誓う！」

　大歓声が沸き起こり、祝福のエールがいつまでも続いた。人々の興奮は覚めることがなかった。この幸せがいつまでも続きますように――。

　今はただそれだけを願うしかなかった。
















第三十六章　ジュエルの契り







　儀式の夜、ジュエルを結びつける初夜でもある。ブラックダイヤモンドを倒す力を私が宿すための大事な儀式だ。

　私たちにとっては結婚して最初の夜なのに、本来なら式に要する飾りもなにもない。今はお互いの忠誠を誓うだけでいい。これもある意味仮の儀式なのだ。

　薄明りのなか、アルスに抱きかかえられベッドに運ばれる。見つめ合うと、ゆっくりと端正な顔立ちが近付いてくる。

「アイリス、貴女へジュエルの忠誠を誓います」

「アルス、私もジュエルの忠誠を誓います」

　そっと目を閉じると、柔らかな唇が重なった。

「ん……っ」

　甘い口づけはいつまでも続く。僅かな隙間を割って入り込んできた熱い舌が歯列をなぞる。

「あっ……はぁ……っ」

　次第に激しさを増す動きに合わせて舌を絡ませていく。でもそれに満足するわけもなく、アルスは噛み付くように深く深く求めてきた。

「ん、ふ……」

　吐息が漏れると同時に、唇が離れる。艶やかな唇の口角が上がり、ドレスの中にその手を滑り込ませてくる。

「あっ、あぁ！」

　指先で固くなった実を摘ままれたと思えば、胸の膨らみを揉みしだかれる。それはすっぽりと掌に収まって、動きに合わせて悦に応えて形を変えた。

　首筋にキスが落とされ、背筋を快感が駆け抜けていく。だんだんと下半身の奥が熱く、じんわりと蜜が滴るのを感じる。

「ひぁ……あっ、ん」

「貴女の甘い声が聞けるのは……これからも俺だけですよ」

　膨らみを撫でていた手はするすると下へと伸びていき、乱れたドレスの裾をめくる。太腿を撫でられたかと思えば、そのまま濡れそぼった秘部に触れた。

「あっ……んんっ」

　指が満ちた蜜壺にゆっくりと沈んでいく。ぐちゅっと淫らな水音を立てると、媚肉を刺激されて電流が全身を走り抜ける。

「はっ、あぁ……っ！」

　指を動かされ、かき回されれば、蜜が滴り太ももを濡らした。あまりの快感に腰が浮き、たまらずアルスにしがみつく。

「どうしました？　ここ、よかったですか」

　口を開いても喘ぎにしかならない。頷いて、次の刺激がほしいとねだった。

「それなら、先に服を……」

　囁きながら素早くドレスを剥ぎ取ると、アルスも同じように服を脱ぎ捨てた。逞しい胸板が露になって、私の全身がそれを求めて熱を帯びる。形のいい指がまた、奥深くへと沈んでいった。

「ぁ……んっ……ああっいやぁ」

　蜜壷の中を巧みに掻き乱され、抑えがきかずに声が漏れる。それほどの快楽に溺れて、もう恥ずかしがる余裕もなかった。

「次はどうされたいですか？　いいところを教えてください」

　突然、私の中で激しく動いていた指が抜かれ、秘裂に眠る秘芽の辺りを愛撫する。ゆっくり擦られる感覚だけで全身がゾクゾクと震えた。

「あぁんっ……！」

「ここはどうですか？」

「ち、ちがっ……い、いじわる……」

　淫楽な部分など、既に知り尽くされている。それなのにわざと外しながら愛撫が繰り返された。ぴちゃぴちゃと立てられる音に、昂揚しながらも的外れに弄られるのがもどかしい。

「もう、わ……わかっているくせに」

「言ってくれないと、わかりませんよ」

　全身が熱くなり、まともに見ることができず顔を背けた。

「……ここ……」

　少しだけ足を広げて、アルスの指を花弁の中で膨らんだ芽へと移した。その羞恥な刺激で、指に蜜がしたたり落ちていく。そのまま彼の指が、蜜で濡れた秘芽を強く潰して擦っていく。

「はぁっ……あっ……」

　その荒々しい刺激に、びくびくと腰が動き浮いて、恥ずかしいほどにアルスを欲した。

「は、もう……きて……」

「ええ、そのつもりです」

　たっぷりと潤った媚肉を割るように、アルスの昂ぶりが勢いよく打ち付けられる。

「ああっ！　はぁっ……あぁっん」

　たがが外れたような激しい動きに耐えようと、必死にしがみついた。それと同時に最奥の弱い部分がかき乱されていく。

「やぁ、ああっ……だめっ」

　律動が徐々に早くなり、それに合わせられず呼吸もできずにいた。甘美な衝動に翻弄されながら、私は昇みへと辿り着いた。

「はぁっ……はぁ、んっ」

　ひくひくと痙攣しながら脱力したけれど、まだアルスの熱が自分を支配していることがわかっている。

「まだ果てるには早いですよ」

「あ……ま、まって」

　アルスがたわわな果実の先端を甘噛みし、もう一つはつまみあげる。その甘い痛みが、強烈な悦となって体をのけぞらせた。

「やぁ……ああっん！」

「いいですか、動きますよ」

　頷く間もなく、激しい律動が始まる。今までにない快感が私の中を駆け巡った。

「はうっ……も、もう、おかしく……なっちゃう」

「もっと乱れた姿を見せてくれませんか？」

　そう言って最奥へと突かれると、つままれた胸の先端が激しく揺り動かされる。

「ひぁっ……あぁ……また、いっちゃう」

　全身に与えられる甘美な恍惚が、思考回路を崩壊に追い込んでいく。

「ああ……い、いいっ……い、いく」

「いいですよ、アイリス……」

　最奥を責められ脳にまで達するほど、淫靡で強い衝動が全身を貫いていく。律動は呼吸できないほどの早い動きと快楽で、私を責め立てた。しなやかにそり上がると、サファイアのジュエルが光る。それに共鳴してアルスのルビーが交わるように光りだした。

　紫の光が私たちの体を包むと、絶頂へと誘う。アルスに熱い愛とジュエルを注ぎ込まれ、極上の恍惚に震える。彼と一緒に高みへ昇りながら、ゆっくりとベッドへと沈んでいった。
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　こんなに満たされた気持ちは久しぶりだった。朝の光も私に力をくれている。交わったジュエルの力を心の奥底から沸々と感じ、正式にサファイア国の王と女王になったのだと実感できた。愛しい人の隣にいられる幸せ――。

　けれどそんな幸福に浸る余裕は与えられなかった。というのも、朝から大きな知らせが舞い込んできたからだ。




――トパーズ国からの宣戦布告――




　まさかと誰もが耳を疑った。ここにディーン王子がいるというのになぜ攻めようとするのか意図がわからない。

　公務室の空気は重かった。

「フィンに偵察を頼みました。今後の守りについて軍議を行いましょう」

　戦となると、私はただ聞いているしかない。意見を言いたくても実戦経験もない私はお飾りも同然だった。

　まずはアルスに任せることにした。

「相手はトパーズ国と言っているが、中身はブラックダイヤモンドであり、未知の勢力です。まずは出方を見るために、トパーズ国との国境付近に兵を置き、迎え撃つのがいい」

「それで勝算はありますか？」

「ええ、そのために城の守りを固める必要がある。トパーズ国との境で一番守りが弱いのが南側。そこを強化したいのですが、兵はどれぐらい出せますか？」

「兵士は五千ほどでしょうか」

「わかった、では南側に二千は用意してほしい」

「私たちはトパーズ国と一戦を交えております。土地勘もありますので敵がブラックダイヤモンドであろうと変わりません。兵をわけずに一気に攻め込んではいかがでしょうか」

　ハーデスはサファイア国将軍の代弁者として、意見を述べた。

「それではリスクが大きすぎます。トパーズ国は元よりサファイア国の兵まで失うことになる。ましてや街まで押し戻されたら共倒れになり、被害にあうのは民です。それを避けるには兵を分けるのが最善策です」

　戦術を言葉にしているとき、アルスは絶対的王者の風格を兼ね備えている。民を想い、このサファイア国のために最善を考えてくれているとわかる。




――真の王――




　何よりも戦いで民が傷つかないよう、配慮しながら作戦を立てる。これこそが王のあるべき姿だ。夫に選んだことを誇らしく思う。

「わかりました。将軍たちにはそのように話しておきます」

　ハーデスは私たちが留守の間、アルスに言われた通り守りを固めてくれていた。

　だからこそ、アルスの真意もわかるのだろう。将軍たちのプライドを損ねないよう、基本は攻め込む態勢で準備、アルスにはそれをいかにフォローするかを考えてほしいと提案する。

「どうでしょうか？」

「……わかった。最善を尽くす」

　では早速とアルスはサファイア国の地図を広げた。

「この城はハーデスに任せたい」

「かしこまりました」

　城を取り囲むように簡易ではあるが掘を作ってもらっていた。少ない兵で迎え撃つには、出入口は一つにしておかなければならないと考えたようだ。

「まず出入口は正門へ続く道のみ。それ以外は堀と盾を作って侵入を難しくしてください。それと裏庭ですが、アイリスが襲われた丘の道へと続いています。ここは必ず腕の立つ兵を用意してください」

　刺客が襲ってきたあの場所には、トパーズ国までの最適なルートがあることは調べ済みだった。

　ラッド王子の振りをしていたフィンが刺客を追った際に、あんな簡単にトパーズ国へ行けるとは思わなかったとこぼしていた。

　アルスはルートを地図で示し、そこに仕掛けを作らせることにした。

「ハーデス、ここに鹿砦（ろくさい）を築き、その奥に堀を作りたいが、できますか？」

　刺客と対戦した丘は見晴らしがよく、そこから城までの道筋が手に取るようにわかる。アルスは簡単に城へ辿りつけてしまうルートに、邪魔を入れようと考えた。薬草などを栽培しているサファイア国にはそれと同様に森林も豊富にある。鹿砦は、手入れの際に出る枝や薬草のつるなどを鹿の角のようにして作れる。堀の坂の部分に刺して使う簡単な要塞だと説明してくれる。

「これができれば敵の侵入を遅らせることができる。それから堀と高台に矢を避ける盾を立てかけさせてください」

「かしこまりました」

「ねぇ、滞在中によくここまでサファイア国に詳しくなったわね？」

「アイリスも案内してくれたじゃないですか。それに側近だと、出歩くのも簡単でした。　獣道などを散策して裏庭の防備が甘いことにも気づきましたしね」

　裏庭の茂みからいきなりアルスが飛び出してきたときのことを思い出した。

「まさか、この戦いを予知していたわけじゃないわよね？」

「いいえ。ルビー国は後にも先にも、ディオニス王率いるサファイア国に敗戦しただけです。あの歴史がなければ、全勝記録は続いていました。それだけの戦闘大国なんです。王族であっても戦いの極意を仕込まれます。城に着いたらどこからどう攻めるかを考え、どうしたら守れるかを導き出せという教えは基本中の基本です」

　アルスたちにはそれが習慣になるぐらい染みついているようだ。聞けば聞くほど、心強い。

「それでは支度に取り掛かります」

　ハーデスはアルスの指示を伝令し、さらに城周辺の強化と籠城の準備を進めていった。そうして城の周りを完全防備にするよう準備を進めていると、フィンが偵察から戻ってきたと知らせが入る。

「フィン、随分早かったな」

「アイリス様がこの国一番の早馬を用意してくれたんですよ！　いやぁ、早かったなぁ」

「それで、どうだった？」

「はい、トパーズの王族は城の地下にある牢獄で監禁されているようです。周辺の聞き込みをして、城の中も確認しましたから確実ですね。城の周りにダイヤモンド国の鎧を着た兵士が大量にいましたが、まだ目立った行動はないようです」

「わかった、ありがとう。フィン、城はハーデスに任せることにした。俺と一緒に南の鹿砦へ行くぞ」

「わかりました」

「ねぇ、トパーズ国内の情報をディーンに聞いたら？　城の構造と周辺の地理を調べておいたほうが楽なんじゃない？」

「そうですね。フィン、ディーンを呼んでくれるか？」

「はい、ディーン様は戦に参加したいくらいだって言ってましたから、協力してくれると思いますよ」

　目にも止まらぬ早さで、フィンが部屋を出ていき、ディーンを連れてきた。

　フィンの報告では敵兵は半分に分けたとしても、サファイア国よりも多いかもしれないとのことだった。

　トパーズ国の中へ攻め入るのは難しいかもしれないけれど、もしもうまくいったら内部の状況を知っていれば迅速に対応ができる。

　ディーンは快く情報を提供してくれて、アルスは王の奪還を約束した。

　すべての支度が整った。あの日のお父様のように、アルスが私を見る。

「アイリス、行ってきます」

「アルス……」

　行きかけたアルスを呼び止めながら、服の裾を掴んだ。その様子にフィンは「先に行きます」とディーンと一緒に部屋を出ていった。

「無事に帰ってきてね」

「心配しなくても、俺は必ず勝って戻りますよ」

　アルスは裾を握っている私の手を取ると、ぐっと引き寄せる。そしてしっかりと抱きしめてくれる。アルスの胸の中にすっぽりと包まれて、しばらくお互いの肌の温かさを感じていた。

　少し腕の力が緩み、顎に手が添えられる。そのまま上へ向きを変えると、優しいキスが何度も私の唇をついばんでいく。彼の首に腕を巻きつけるころには、お互いの舌が絡み合い、深く貪るような口づけへと変わっていた。

　服の上から胸の膨らみを愛撫しながら、アルスが囁く。

「このまま貴女を抱いてしまいたい」

　その欲望をぐっと堪えて、惜しむようにゆっくりと体を離す。

　アルスは「必ず生きて帰ります」と再び約束をして公務室を出ていった。

　体に残るアルスの手の温もりを感じながら、両手で全身を抱きしめる。

（どうかアルスに神のご加護を）

　私はただ天に祈るばかりだった。
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――そして戦いが始まった――




　アルスが築いた砦にはたくさんの仕掛けがあり、それにより大勢が攻めてきても難無く敵を撃退できたと聞く。

　ハーデスが言うにはまず進撃してくる敵は逆茂木に阻まれて、動きが鈍くなる。そこを抜けると堀に躓く。落ちたら這いあがれず、堀を登ろうとしても斜面に仕掛けた逆茂木に阻まれるそうだ。敵がもたもたしている間に、上から攻撃をするだけでいい。

　アルスはその鹿砦の指揮を取ることになっていた。

　トパーズ国の国境にはサファイア国の将軍がいるから安心だ。

　アルスが鹿砦を守るのには訳があった。敵は南側を攻めると読み、そこを先に制圧してサファイア国へ侵入、国境にいる兵を挟み撃ちにする作戦を立てると予想していたからだ。

　本当にそんな作戦に出るのだろうか。私は戦法などわからないから、城の一番高い塔から戦いを見守るしかできない。

　アルスは負け知らずだとはいっても、国境にいる精鋭部隊がブラックダイヤモンド国の圧倒的強さに、どんどん押されていると報告を受けると、やはり心は穏やかではいられなかった。

　戻ってきた兵士は、国境での戦いにここまで苦戦を強いられるとは思わなかったと、かなり動揺していた。剣術で腕の立つ兵士はアルスの希望で南側に置いている。徐々に後退しているのは、作戦のうちだというのだろうか。

「引き続き、情報をお願いするわね。ハーデス！　私たちも、もしものときに備えて籠城の準備を進めましょう！」

　ハーデスは急ぎ伝令に伝える。

「城の守りは問題ない。それよりも戦わずに負ける振りをして、国へ侵入させてほしいと将軍に伝えるように」

　城下町はハーデスが戦闘用に仕掛けを整えてくれている。それもアルスの案だった。

　得意な土地のほうが、兵士が戦いやすいと言っていた。今はアルスを信じて待つしかない。そして何かあったら、この城を私が守らなければならない。

　ハーデスと準備を整えながら、次の伝令が来るのを待った。
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　昼過ぎになって、戦況が大きく変わった。鹿砦では敵の侵入を防ぎ、実質的な勝利となった。けれど、国境では引くことを恐れた兵士が戦い、少々手こずっているらしい。

「王様が国境の最前線に行かれ、加勢されました」

「アルスが？　そんな作戦は聞いてないわ。どうしてそんなことに？」

「わかりませんが、将軍が敵に捕まりそうになり、それを助けに行かれたようです」

「アイリス様、落ち着いてください。アルス様は大丈夫です」

　私はよほど焦って見えたのだろう。言葉を発するより先に、ハーデスがなだめる。

「わかっているわ。だけど、絶対ではないでしょう」

　アルスの戦略において、最悪の事態が籠城だった。彼がケガをして動けなくなったら、情勢はたちまち変わるだろう。

　ハーデスは城下町にも仕掛けを用意させながら、国民にも呼びかけて協力を仰いでくれていた。広場に敵兵を集めたら、勝算はある。

　アルスの言葉が頭の中で響く。

「お願い、もう一度前線に出向いて、状況を確認してきてちょうだい」

　伝令の兵士は頭を下げて、急ぎ元来た場所へ戻っていった。

「ハーデス、広場の状況に抜かりはないわよね？」

「もちろんです。アルス様の策は私が保証します」

　負けたかのように敵を広場の中心へ引き付ける。そこが敵兵のみとなったら、城のほうから大きな丸太を転がすことになっていた。怯んだところへ、矢で追撃をする。それにより兵は大きく動揺するというのだ。人数を集めただけの敵兵は、それだけで自滅していくというのがアルスの策だ。

　うまくできるだろうか。サファイア国で戦いなど、私は経験したことがない。遠くで兵士たちの叫び声が、勝利なのか、断末魔なのかさえも聞き分けられないでいる。

　とにかく誰もが無事でいてくれるのが、私の願いだった。
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　しばらくして城はいつでも迎え撃てるように、準備が整う。ハーデスもいつの間にか戦闘服に身を包んでいた。とうとう城まで敵がやってくるのだろうか。

　そこへ戦況を知らせる伝令がやってきた。

「現在、広場で敵を撃退、トパーズ国へ押し戻しております」

「そう、で、アルスは？　王はどうなったの？」

「はい、王様は敵将との一騎打ちのため、お一人でトパーズ国の国境を越えられました」

　それはいったい何を意味するのだろう？　勝算はあるの？

　戦いに疎い私はハーデスに助けを求めた。

「どうなるの？　これも作戦なのかしら？」

「アルス様は勝算なく敵国へ乗り込むことはしないでしょう。とにかくサファイア国は優勢となっておりますから、朗報を待ちましょう」

　心なしか兵士たちの叫びが遠のいていく。それが勝鬨に変わるのを祈った。

（誰か、早く、アルスの無事を私に告げにきて！）

　待つことがこんなに苦しいとは思わなかった。どうすればいい、私は本当に何もできずにここにいるしかないの？

　いても立ってもいられないけれど、ハーデスが外に出るのを強く拒んだ。

「ブラックダイヤモンドの本当の目的は、国を制圧することではなく、貴女の命を狙うことです。矢面に立ってはなりません！」

「わかってるわよ。だったらせめてバルコニーから、祈らせてよ」

　城の外を見渡せるバルコニーへと駆け上がる。

　昔、お母様が言っていた。お父様が戦地に行くとき、自分は祈るしかなかったと。この国から気を送っても、何もならないけど、やらないよりましだったと。

　その意味が今ならわかる。愛する人の無事を祈るのが、こんなにも辛くて切ないのかと。私もアルスに精一杯のジュエルと想いを空へ送ろうと思う。

　バルコニーに出ると、もう日が暮れかかっていた。空には星が輝きを増そうとしている。それを見上げて、私の想いを天に込めた。

　すると遠くで勝鬨が聞こえてきた。勝利を知らせるサファイア国の花火が上がる。

「勝った……みたい」

　私はその場に座り込みそうになるのを、手すりに掴まり耐えた。ホッとした半面、アルスの無事を確認するまでは、崩れるわけにはいかなかった。

「アイリス様、アルス様が帰還されました」

　ハーデスからの知らせに、城の門まで走る。

　そこでどれくらい待っただろう。戻ってくる軍隊が見え、その先頭にいるアルスの姿に、やっとホッとする。

「よかった、帰ってきた」

　私の姿に手を振ってくる。それに応えて、両手を大きく左右に振った。アルスが馬を急かし、私の元にくる。降りたったアルスに飛びつくようにして抱きついた。

　しっかり受け止められて、やっと息ができた。そして安堵の溜息をつく。

「おかえりなさい、アルス」

「ただいま」

「アルス、ケガはしていない？　大丈夫なの？」

「まぁ、生きてますから、平気です。今は抱きしめさせてください」

　彼の腕に力がこもる。温かい胸の中は、何よりも安心できる場所だった。
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　城に戻ると、兵士たちをねぎらい報告を受けた。

　一騎打ちになる前、鹿砦で勝利を確信したアルスは、そこからトパーズ国へと進撃するようフィンに指示を出していた。

　敵兵を挟み撃ちにする作戦を取り、一旦敵兵をサファイア国へおびき寄せるのに自ら国境へ向かったのだという。

「勝算があったんだろうけど、伝令を聞いている私の身にもなってほしいわ。本当に心配だったのよ」

「すみません。ただ、ハーデスが完璧な要塞を築いてくれていたので、絶対に勝てると思いました。フィンがトパーズ国へ侵入するのも、予想以上に早かったものですから」

「作戦は大成功だったんですよ。ディーン王子から土地や城の構造を聞いていましたから、トパーズの王族もすぐに救出できました」

　それは挟み撃ちにするためのルートにも役立ったらしい。

「とにかく大勝利、おめでとうございます」

　ハーデスがいつになく、にっこり微笑んだ。それはサファイア国の王を迎える、尊敬の笑顔だった。

　私はまだ煮え切らない気持ちを抱えていたけれど、それよりも傷ついた兵士が心配だった。

「すぐに野戦病院を中央広場に作ってちょうだい。重傷者は城へ運んで。私が手当をするから。あと、敵兵も手当をしてあげてね」

　私の指示はハーデスが指揮を取ると動き出した。

　入れ違いにディーンが謁見室に現れる。トパーズの王族を無事奪還したので、帰国することとなったのだ。

「この恩は一生忘れないよ。トパーズ国は必ず協力するから、何でも言ってね」

　ディーンはいつでもサファイア国のために援軍を出すと約束をして国を後にした。

　その間に重傷の兵士が運ばれてきていた。幸い人数は少ない。すぐに薬草と私の能力で、回復していく。

　設置した野戦病院も、城から馬車を使って行き来できるほどの距離になる。何かあってもいつでも助けられるような体制を作ってもらった。

「アルス、後回しにしてごめんなさいね。貴方もケガをしているわよね？」

「ええ、でもかすり傷程度ですから、気にしないでください」

「やっぱり、アルスならそう言うと思ってたわ」

　アルスの擦り傷だらけの体を見る。

「けっこうたくさんあるわよ。まずは、浴室で患部を綺麗にしてからね」

「こんな傷ぐらいすぐ治りますよ」

「わかってるけど、傷の手当ぐらい私にさせてよ」

「わかりました。では浴場で治してもらえますか？」

「え？」

「一緒に入るなら、手当を受けますよ」

　少し悪戯な目をしてアルスが囁く。周りの様子を伺いながら、ゆっくり頷いた。

「いいけど、傷を治すだけですからね」

「わかっています。では行きましょうか」

　まんまとアルスの手に引っかかったような気がする。浴室の用意を指示し、後から行くからと先に彼を向かわせた。

　王族が使う浴室は真ん中に大きな湯舟がある。周りには休憩を取るスペースとして、ベッドの形をした大理石を置いている。

　通常はそこで男性の王族には侍従が、女性の王族には侍女がついてマッサージや手足のケアなどの世話をする。侍従にアルスの体を洗ったら下がるように指示を出し、誰も入らないよう人払いをさせた。

　薄い衣を纏って中に入ると、湯気の中からアルスの姿が現れる。もう夫婦になっているし、裸だって何度も見てきた。けれど浴室は寝室などに比べると、かなり明るい。そこで見る彼の肢体は艶めかしくて、次第に心臓がドキドキと音を立てた。

　アルスの逞しい体に身を埋めているというのに、やはり恥ずかしさが先に立つのだった。

「アルス、ここに座って」

　大理石のベッドに湯をかけて温かくする。そこに座らせると、上半身だけ衣を脱がせた。

　肩口と腕に数カ所、刀傷がある。

「かなり酷いわ。よくこれをかすり傷だって言えたわね」

　手で丁寧になぞりながら、呆れてしまう。もう血は流れていないけれど、傷は深い。よくここまで痛みに耐えたものだと感心する。何度も手で撫でていると、傷はすぐに塞がっていく。多分、痛みもそれと同時に消えているはずだった。

「他にケガしたところはない、痛いところは？」

「いえ……あ……うっ……」

　急にアルスが胸を押さえてうずくまった。

「え、ちょっとアルス？　どうしたの、胸が痛むの？」

「む……胸が……苦しい」

「どうしたのかしら？　ゆっくり横になって、今、医官を呼んでくるわね」

　大理石のベッドに横にして、立ち上がった。けれどその腕をぐっと掴まれて、アルスのほうへ引き戻される。そのまま反転して、体を拘束すると、彼はふっと笑った。

「アイリスの愛が足りなくて、胸が苦しいんです。だから、誰も呼ばないでください」

「もう……騙したのね」

「騙してませんよ。本当にアイリスが愛おしすぎて胸が苦しいんです。早く助けてくれませんか？」

　抱き寄せた腕を緩めると、頬に手を添える。ゆっくりと、視線が唇へと落ちて、唇が重なり合う。温かい湯気で高揚した肌は、アルスの逞しい体に包まれ色づいていく。

　絡めた舌を何度も吸い上げられて、頭の中は無の状態になっていった。

「はぁ……アルス……」

「アイリス、俺の愛しい人」

　アルスの囁きに心が震えた。唇が離れてもその余韻から抜け出せなくなっている。とろんとした瞳を向けると、アルスはふっと微笑んだ。

「このまま貴女を抱いてもいいですか？」
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　ドキッと心が跳ねる。私だって今すぐにアルスに愛されたいけれど――。

「それだと体が休まらないわ」

「残念、では少し湯に浸かりましょうか」

　体を起こすと、私を抱えて湯舟へと向かう。

「ちょ、ちょっと、私は入らなくても」

「いいえ、俺から離れて欲しくないんです。このまま一緒に……」

　言いながらアルスは湯の中に沈んでいく。体が少しずつ湯につかり、湯殿用の衣が濡れて肌に密着した。

「……随分、そそる布ですね」

「やだ、見ないで」

　胸を隠そうとするのを阻止される。薄い布からほんのり色づき固くなった胸の実が、突き出しているのがわかる。

「貴女の体は俺を煽っているようですね」

「あっ……ダメ……」

　布の上からその実をアルスが口に含む。カリっと歯を立てられて、電気のような痺れが体中に走った。

「この布がじゃまですか？」

「そんなこと……」

「ないとは言わせませんよ。俺は貴女のすべてが見たい」

　体に張り付いている布をゆっくりと剥ぎ取っていく。胸が露わになり、恥ずかしさに気を取られる。けれどすぐに足を持たれて、抱えられていた体の向きを変えられた。

　アルスの上に跨る格好となり、対面すると彼の目線の先に胸の先端がつんと突き出る。それはほんのりピンク色に色づいて、食べてほしいとその実を固くした。アルスが舌で味わうようにゆっくりと舐め上げる。

「あぁっ……ん」

　思わず吐息が漏れると、もっと声が聞きたいと交互に先端を舐めとられた。じれったいほど、ねっとりと与えられる刺激に、自然と腰が浮いてくる。

「もっと強くしないとだめですか？」

　アルスが見透かしたように笑う。きゅっと唇をむすんで首を横に振ったが、強がりだと気づかれている。両手で救いあげるようにふくらみを鷲掴むと、ピンク色の実がさらにギュッと凝り固まっていく。

「ここは触って欲しそうですよ」

「ちがっ……うっ、あぁっ」

　両方の実をアルスの指に摘ままれて、ぎゅっぎゅっと何度も捏ねられる。

「はぁっ、あぁ……ひっ」

　優しくやわやわと弄られ、ときに強くきゅっと持ち上げられる。刺激が全身に甘い痺れとなって駆け巡った。その動きに合わせて、ただ喘ぐしかできないでいる。

「ふぅっ……んんぁ、やぁっん」

「随分と気持ちよさそうですね？　俺の治療はどうなるんですか？」

「だって、はぁっ、こ、これじゃあ……あぁん、できない」

　乱れながら、アルスの傷口に手を当てる。一つ、一つと傷を消していくたびに、ご褒美のように強い刺激が与えられた。

「そろそろ俺も限界なのですが、治療は終わりますか？」

「ええ、あと一つ……」

　傷が癒えると、執拗に責め立てていた先端から指を離す。けれどすぐアルスの手は、湯の中に沈み、跨っているため自然と広がっている足の間に入っていく。

　指で秘裂を割ると、どろりとした蜜が湯に混じった。それを確かめながら、指が滑るように中に入ると、さっきまで胸を愛撫されて密かに昂ぶっていた秘芽に当たる。

　早く触れてほしいといわんばかりに、膨らんでいるのだろう。それをきゅっと押し潰され、さっきとは違う快感に、跳ねるように体がしなった。

「いやぁっ、あぁん！」

　広い浴室に声が響く。誰も来ないとはいえ、外には侍女たちが控えている。自分の乱れた姿や声が漏れているのではないかと心配になる。羞恥でどうにかなりそうだった。それを悟ってか、アルスは執拗以上に秘芽を潰しながら擦って弄ぶ。

「ひっ、やぁっ……あ、あぁ」

「ここ、好きですよね？」

「そんなこと……ふぁっ……い、言えない……あぁん」

　夢の中での交わりも数えれば、アルスとは何度も肌を合わせてきた。それだけ私の体を開拓し、弱い部分を探り当てているはずだ。悶えながらも、次の刺激を待ってしまう自分がいる。自然と悦を求めて腰が動く。

「そろそろ、ほしいんですね？　腰が俺を誘ってますよ」

「それは……あぁっ」

「違うとは言わせません。それに今日は俺を癒してくれるんですよね？」

「そうよ……それなのに……んぁ、そこは……はぁん」

　知りつくされた体は、もはやアルスのいいようにされるしかなかった。

「だったら、このまま、これを沈めてくれませんか？」

　指の動きに翻弄されていた秘部に、硬く昂った塊が押し付けられる。

「あ……それは……」

　アルスの意味することがわかると、かあっと体が熱くなる。次第にトロトロと蜜が溢れだし、その塊を飲み込みたいと疼きだした。

「もう慣らす必要もないでしょう」

　体がアルスを欲しているのを、彼は十分理解している。だからこそ、わざと自分から行動はしないでいるのだろう。だとしたら、本当に意地悪だ。

「ほら、早く……それとも、もっと理性を失くさないとだめですか？」

「え……あ、いやぁっ、あぁん」

　いきなり胸の先端を甘噛みされ、同時に秘芽を強く擦られた。何度も弄られ敏感になっていた分、尋常ではない快感が全身を駆け巡っていく。断続的に責め立てられ、自分の意志など存在しないようだった。

　私の体は昂ぶりがもたらす快感を知っている。だからこそ、与えられる恍惚以上の物を受け入れたくて蜜を滴らせていた。

　体は完全に支配されて、抗うことはできない。羞恥に耐えながら少し腰を浮かせると、蜜壷の入り口に肉塊をあてがった。

　恥ずかしさにアルスから顔を背けながら、ゆっくり上体を沈める。想像よりも遥かに大きな圧迫感に、ぞくっと身を震わせて媚肉が雄根を咥えていく。

「やっと素直になりましたね」

　体を抱かれ、耳元に唇を寄せると吐息交じりに囁く。

「いいですか、動きますよ」

　返事よりも先に下から一気に突き上げられ、穏やかだった湯が大きく波打った。

「あぁっ！」

　甘い衝動が電気のように体を巡ると、そこからもたらされる恍惚が、私をのけぞらせる。奥まで貫かれる度に、蜜と湯が混じり合う。それが滑りを促して熱い塊が媚肉を這った。

　湯の中では動きが多少鈍くなる。じわりじわりと襲う快楽がじれったく感じたときだ。

　それを思ってか、アルスが繋がったまま立ち上がった。湯殿を囲む大理石の飾り柱に体を添わせる。片足を抱え大胆に開くと、すぐさま最奥まで貫かれ、激しい律動が始まった。

「はぁっ、ああぁっ」

　何度も角度を変えては、弱い部分を弄ぶように刺激していく。

「はぁっ、だ、めぇ……そこは……あぁっ！」

「そんな甘い声で啼かれたら、止められませんよ」

「ひっ……あぁ、ん……やぁっ」

　体は柱に押し付けられ、足はしっかりと固定されている。快楽の波から逃げることは許されず、ただ淫靡な恍惚に溺れるしかない。

　次第に腰がアルスに合わせて動いて、淫らに雄根を締め上げていった。媚肉を何度も塊が擦り上げ、最奥の襞へ到達する。そこを何度も責められると、今までにない快感が私を善がらせた。

　わざと秘裂の入口寸前まで引き抜いては挿入し、ぐちゅぐちゅと淫音が浴室に響く。そのすべてが私の思考を弱めていった。

「も、もう……」

「俺を癒すんですよね、勝手にいくなんて許しませんよ」

「そんな……はぁっ、あぁ」

　昂ぶりが頂点に向かおうとしたとき、律動が失速した。

　代わりに悶えて突き出ている双丘の実を、強く吸われる。

「ひゃっ、あぁ」

「貴女のもっと淫らな姿を見せてくれませんか？」

　言われるがまま、官能的な責めに耐え従うしかなかった。自分の乱れた姿をアルスに晒す行為は、はしたなくもその身を痺れさせた。

「お、お願い……も、う、だめぇ」

「限界ですか？」

　こくっと頷くと、徐々に律動が早くなり、甘美な衝撃が執拗以上に私を襲っていく。

「は、あっ、あ、あぁぁっ！」

　昂揚した肉壁が動き、アルスの昂ぶりを飲み込んでいく。強く締め上げると、欲情が熱く私の中へ注がれていった。そして幸福に満たされながら、アルスの愛を全身で受け止めた。
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　大理石のベッドに二人で横たわる。湯気に混じって注がれた愛と蜜の香りが浴室に溢れる。激しく愛し合った残り香に照れながら、荒い息を整えていった。

「ねぇ、これ、本当に癒されてるの？」

「そうですね、傷は癒えましたが……まだアイリスが足りません」

「え、それって……んんっ」

　いきなり唇を塞がれて、息ができないほどの口づけが続いた。

「はぁ……もっと貴女を感じていたいんです」

「ここにずっといたら、のぼせちゃうわ」

「もうアイリスにのぼせてるのに？　これ以上はありませんよ」

　アルスは優しく微笑むと、愛おしそうに私の髪をかき上げる。

　ついばむようなキスが落ちる。再びジュエルの導くままに、甘い悦楽を求めて抱きあった。
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　城では戦いの勝利に酔うことなく、次の日から先王奪還の会議の場が設けられた。

　公務室には私の他にはアルスとハーデス、それからフィンも控えている。

「野戦病院のほうはどう、人出は足りてるかしら？」

「はい、大丈夫です。午後には私も薬の調合をしに出向く予定です」

「わかったわ、ありがとう。……それから、街がどのくらい被害にあっているかも調べないといけないわね」

「その件につきましても、私にお任せください」

　ハーデスが胸に手を当てて一礼する。

「ハーデス、援軍の依頼についてはどうなってる？」

「もうすぐ、各国からの返事が届くかと思いますので、少々お待ちください」

　一通りの近況報告を聞いてから、最後に本題に入る。

　ハーデスは冷静に、これからどのようにしてお父様を救い出すかを考えましょうと話しを進めた。

「トパーズを奪還したのですから、このまま突き進んでオパールを制覇するのはどうでしょう」

「それでは今回の作戦と何も変わらない」

「そうですか、難しいですね。今まではラピ様が予知夢により相手の攻撃を予測しておられたので、簡単に作戦を立てられましたが……受け継いだアイリス様はまだそこまでの能力は備わっておりません」

「いや、予知夢など頼らなくていい。いくつもの戦法を考えていくほうが早いだろう」

　アルスは思いつくままに、ダイヤモンド国への攻め方を話していく。

「トパーズ国から攻めるのは安易に予想できるだろう。だから、エメラルド国からオパール国を奪還してダイヤモンド国へ攻め入るか、もしくはアクアマリンからパール国のルートだな。こちらは一度国を見ているから戦法が立てやすい」

「どちらも他の国の許可が要りますよ」

「援軍の了承がされれば、たやすい。そろそろ返事が来るころではないか？」

　ハーデスは外にいる侍従に、各国からの書状がどうなっているか確認に行かせた。

　議論は平行線を辿っているところへ、各国からの書状を持って伝令係がやってきた。

「こちらが書状でございます」

　渡された書状を開封してハーデスが読み始める。

「どの国も援軍を出すと書かれております」

　安堵の溜息が漏れる。これで戦法が立て易くなったと、アルスが地図に再び目をやった。

「ねぇ、この書状は何かしら？」

　同盟国の書状は全部読んだはずなのに、一通だけ残っていた。

　ハーデスに渡すと、みるみる顔色が変わっていく。何か悪い知らせだったのだろう。

「これは国の状況を知らせるものです。国民から王について酷い噂が広まっております」

「え？　……また何か問題があるの？」

「はい、アルス様は世界を滅ぼすと予言された、悪魔の王だと噂されてます……」

「何故、国民がそれを？」

「恐らく、間者がこの国にいるのでしょう」

　聞くところによると、たまに使われる手だとか。外からの攻撃ではなく、内部を混乱させて内乱を起こすやり方らしい。それにしても、サファイア国に勝利をもたらした立役者だというのに、酷い言われようだ。憤慨したけど、当のアルスは平然としている。

　それよりもお父様の奪還が先だと言って、話を進め始めた。

「援軍の了承が来たのだから、まずは敵に加担している国を制圧する。その間に、ディオニス大王の救出はアクアマリン国からこのルートで進もうと思う」

　アルスの作戦はいつも驚かされる。戦のノウハウはわからないけれど、勝利しかないと思わせるような策だ。

　綿密に打ち合わせをして、ほぼ概要は固まった。後は決行の日を決めればいい。

「同盟国へ早馬を、決行は準備を含めて三日後」

　ハーデスが侍従に伝え、それぞれが各国へ急いだ。

　後はサファイア国民の心を掴めれば、アルスは救われる。そう思っていた。そのために何をすべきか、彼の横で考えた。

「ねぇ、国民と直接話せないかしら？」

　ふと思いついて、言葉にしてみる。

「構いませんが、どのような場を設けますか？　国民が集まるか疑問ですし、聞く耳を持つかどうかも怪しいです」

　この城の中でさえ、噂が広まったときの収束は難しかった。

　クレセントがおさめてくれたこともあったけれど、今となっては自作自演のような気がする。こんな小さい城でさえ居心地の悪い思いをしたのに、大勢の国民の中にアルスが現れたら、どんな扱いになるのか想像がつくというものだ。

「武装しないで行くのは危険ですが、武装するのも返って逆効果になるでしょう」

　また八方塞がりなのか。

「でも悪い噂がどんどん広まってしまうのは、もっと危険じゃないかしら？」

　アルスは勝利が国民感情を戻してくれるというけれど、それでは強くても怖い王様というイメージがつきかねない。アルスは誰よりも優しく、民を想う王であると知ってもらいたいのに。

「それでしたら、これから薬を届けに参りますので、ご一緒に野戦病院の視察はどうでしょうか？」

「それだわ！」

　ハーデスの声かけに同調して、支度を急いだ。
















第三十九章　真のサファイア王







　街へ出るのに馬車が用意された。その周りを物々しく護衛が囲む。

「これこそ逆効果じゃない？」

「確かに、俺もそう思う」

　馬車には薬草などを積むようにして、すぐに馬を用意させた。

「本当にこれで宜しいんですか？」

「ああ、これでいい。行こう」

　アルスとは別の馬に乗せられて、手綱をフィンが持った。そうして街に出ると、一部の国民がザワザワと騒ぎ出した。

「あれって新しい王様じゃないの？」

「ホントだ、国を破滅させるっていう悪魔だ」

「し～っ!!　声が大きいよ、聞こえたら殺されるよ」

「いいさ、俺が殺されたら、女王様も目を覚ますだろうよ」

　国民は声援ではなく、ヒソヒソと悪口を言いあっている。

　仮ではあるが戴冠式を行い、祝福してくれた国民たちが、今は白い目でこちらを見ている。

　トパーズ国との戦いでは一緒に戦の準備をし、勝利の勝鬨をあげて称えてくれた国民が手の平を返して罵っていた。

　次第に、アルスへ小石が投げつけられる。私をアルスの馬に乗せなかった訳が、ここにあったのだとわかった。

　アルスは国民の負の感情を甘んじて受けようとしている。投げられた小石も難なく避けられるのに、それをしないでいる。さすがに頭に飛んでくる物は、キャッチしていたけれど、体に当たるのは放っていた。

　王として認められず、不甲斐なさを感じているのかもしれない。

「フィン、私をアルスのそばまで行かせて」

「アイリス様、それはできません。危険ですよ」

「でも辛くて見てられないわ」

　王であり私の愛する夫なのだから、アルスへの誹謗中傷が許せないのは当たり前だ。でもフィンは口を出すなと言う。国民に非難の声や石を投げられても、堂々と進むアルスが愛おしかった。

　心配したところで、「これぐらい平気です」アルスは多分そう言って笑うだろう。それが悲しい、彼の本当の姿を皆に理解してもらいたいと思う。

（やっぱり我慢できない！）

　手綱を振り馬を走らせると、アルスの前に出た。そのせいで、彼めがけて飛んできた石が私の頭へ――。

「危ない！」

　叫びと共にアルスが私の馬へ飛び乗り、寸でのところでその石をキャッチした。それは見事に、格好よく。そして投げた方向へ、かなりの睨みをきかせる。

　石を投げた者を特定できたからか、護衛が捕まえるために動き出す。その顛末でギョッとした国民を見回して、大きく息を吸う。そして――。

「王が何をしたというの？　サファイア国に勝利をもたらしたでしょう？　自分に投げられる石は甘んじて受け、私へ向けられた物は必ず回避してくれる。サファイア国の新王はそういう人なのよ！　暗黒の世が訪れるって、根も葉もない噂を信じないで！　今、暗黒の世になっていると思うなら、それは女王として彼を夫に選んだ私の責任だわ。文句があるなら、この私に言いなさい！」

　その場がしんと静まり返った。誰もが動きを止めてポカンとしている。

　耳元でククッと笑い声が聞こえてきて、やがて遠慮のない笑いとなった。

「アルス？」

「まったく、貴女には誰も敵いませんね。なんて無謀なことをするんですか？」

　でも声はとても嬉しそうで、私の手綱を代りに持ちながら、ぎゅっと後から抱きしめてくれる。

「あ、あのね、私はアルスの悪口が許せなかっただけよ。黙ってられないじゃない」

「ええ、お気持ちはとても嬉しいですけど、貴女の好感度が心配です」


「ちょっと、それはどういう意味？」

「あの可愛らしかった王女様が、恐ろしい女王様になったと言われないかと……」

「いらない心配よ。ほら、国民の顔を見て、そんなこと微塵も思って……ないわよね？」

「それを俺に問われても困ります」

　沿道の人々は、どう反応していいのかわからないようで、私たちを見上げているだけだった。

「少なくとも、悪口は言われてないようですね」



　アルスがまた楽しそうに笑い、それにつられるように静まり返っていた空気が、ザワザワと騒がしくなる。それは私とアルスのやり取りがあまりに面白かったからで、そのおかげで次第に手を振ったり拍手する国民が現れたからだ。

　清々しい笑顔を沿道に向けると、どこからか「はぁ～」と溜息が漏れる。何だか急に風向きが変わりだす。いつの間にか空気までピンクに染まっている。それぐらいアルスの笑顔は効果があった。波動はどんどん広がっていき、沿道に女性が多く集まる。もう罵声はなく、溜息と歓声になっていた。

「なんだ、最初からこうすればよかったわ」

「逞しい女王様のおかげですね。まさか、ここまでしてくれるとは思っていませんでした。サファイア国は安泰です」

「え？　もしかして何か策を講じてたとか？」

「さぁ、どうでしょう？」

　含み笑いをして話をそらす。きっと考えていたに違いない。

「嬉しい誤算でした。貴女は俺よりも策士ですよ」

「私が叫んだ言葉が響いたというよりは、アルスが笑ったから空気が変わったんじゃない。いいわね、笑顔を見せるだけで好感度あげられるなんて、ズルいわよ。私の評判は怖いイメージでがた落ちだわきっと」

「いいじゃないですか、俺がアイリスを誰よりもわかっていますよ。それに――」

　耳元に寄せられた唇が、吐息交じりに囁く。

「誰よりも貴女を愛してる。それだけではダメですか？」

「いいけど……やっぱり評価が低いのは嫌だわ」

「おや、俺はいつだって高評価ですけどね。あ、でも無鉄砲すぎるのはちょっと評価ダウンかな」

　からかい口調で笑うアルスに呆れながらも、つられて笑う。

　もう私たちを非難する声はない。何よりアルスがとても幸せそうなのが嬉しかった。
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　歓声に見送られて来たからだろう。野戦病院の視察は滞りなく進んでいった。

　傷ついた兵士の傷の手当を行い、私たちは労いの言葉をかける。私が一喝したことが病院内で広まっているのは不本意ではなかったけれど、出迎えも治療を受けている患者たちも懇意に接してくれた。

　中軽症とはいえ、かなりの人数だ。患者を診るのも限界があると感じたアルスに、よいアイディアが生まれた。

　薬草の中に私のジュエルの力を込めるという提案だった。

「それって難しい技術がいるんじゃない？」

「あ、俺の能力を使えばできるかもしれませんよ」

　フィンが得意げに言う。彼の持つジュエルはブラッドストーンだ。悪夢から身を守ったり戦場で矢が当たらないなどの効果があるとされている。

　フィンは香水草という薬草と自分のジュエルを融合させることで、姿を消すマントを作れるらしい。

「このフィンの隠れ布のように、アイリスの力も応用できませんか？」

「そうね、やってみるわ」

　フィンの能力とは違うから、うまくいく保証はない。だけど試してみる価値はある。やり方を聞いて、持ってきた薬草に手をかざしてみた。それからジュエルに願う。青い光が薬草を包むと、キラキラと輝きを増していった。あまり見た目に変化はないけれど、ハーデスは研究心に火がついたようで、早速、使ってみたいと申し出る。

「ではこれを患部に当ててみましょうか？」

「いや、待て。何かあったら困る。俺で試してからだ」

　王様で試すなんてと周りが止めるのも聞かず、アルスは強引に手を出した。

　国民から投げられた小石は大事には至ってないが、手で受け取ったり、頬をかすめたりしたので擦り傷をいくつも作っていた。

「では、失礼します。もしも体調に異変をきたしたら、すぐにおっしゃってください」

　ハーデスがゆっくりとその薬草をアルスの傷に当てた。私が治すよりも時間はかかったけれど、傷は徐々に消えていく。

「これはいいですね。お体はどうですか？」

「大丈夫、問題ない。すぐにケガをしている者に使ってくれ」

　ハーデスは頷き、特に軽傷の患者に使えと看護師に指示をする。私は重傷と中傷の患者を、アルスは軽傷の患者を診ながら声をかけ、励まし、人々との絆を深めた。いいアイテムが増えたのを喜び、視察は大団円に終わった。
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　帰りは馬車で、軽快に街を駆け抜ける。嘘のように悪い噂が消えて、沿道には手を振る国民が増えていた。

「アイリスの喝が効いたんですね。あれは迫力があった」

「そうじゃないでしょう。普段あまり笑わない人が笑ったからよ」

「それは俺のことでしょうか？」

「他に誰がいるのかしら？」

　お互いの目を見つめ合って、ふっと笑う。ずっとこんな感じで私たちはふざけ合ってきた。ありふれた会話なのに、やけに懐かしく思える。最近はこうやって笑いあうこともなかったような気がする。

「それにしても、薬草とジュエルの融合はいいアイディアだったわね」

「はい、アイリスがいなくても、傷が治るなら遠征に使えます」

「そうね、城に帰ったらすぐに兵士分の薬草を作るわね」

「俺のもお願いします」

「もちろん、そのつもり。でも、アルスの傷は私が治すから、必ず帰ってきてね」

　それを聞いて、アルスは嬉しそうに両手を広げた。

「アルス？」

　不思議がる私を抱きしめながら、そっとカーテンを引く。

「もちろん、帰ってきますよ」

　私の頬にそっと手を添えると、軽く唇を押し当てた。

「あのときみたいに、治してくれるんですよね？」

「ん？　それはもしかして……んっ……」

　浴場でと言いかけた言葉を唇が塞ぐ。そのままぐっと体を引き寄せられて、アルスの口づけが深くなっていく。お互いの舌が絡み合い、強く吸われると口内を甘く刺激した。唇がゆっくり離れても、まだ余韻が溜息として漏れ出る。

「はぁ……アルス……」

「このまま抱いてしまいたいけれど、お預けになるんでしょうね」

「当たり前でしょう……」

　次第に頬から首筋にかけ、唇が押しあてられて歯を立てられて、ゾクッと体が震えた。

「ああ、もっと先へ進みたいのに」

　話す合間に、思いつくまま私の顔や体にキスを落とす。

「アイリス、愛してる……戻ったら、すぐに部屋へ」

「ええ、私もそう思ってるわ」

　アルスから降り注ぐ、たくさんのキス。そこから湧き上がる快感は、国民の声援のような歓喜で震えていた。
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　その日、久しぶりに夢を見た。

　周りを見渡すと、グレーでどんよりとした空気とシンプルな部屋にいることがわかる。多分、ブラックダイヤモンド国となった城の一室だ。

　目の前には黒い剣を持ったアルスが立っていた。息が上がり、怒りの形相でこちらを凝視している。

「アルス？」

「お前を……許さない。俺がこの手で殺してやる」

　赤茶色の瞳がぎらついて、殺気を感じる。恐ろしい形相。構えた剣はおどろおどろしく黒い光を放ち始めた。

（本当にアルスなの？）

　じわじわと近づいてくるアルスはまるで別人のようだった。

「これで終わりだ！」

　自分へと振り下ろされる剣に怯えて目を瞑り、自然と腕で体を庇おうとする。




　……アイリス……アイリス！




　大きく揺り動かされて、目を覚ました。

　目の前にはアルスが心配そうに顔を覗き込んでいる。

「ひっ！」

　思わずアルスから離れて、シーツで身体を隠した。夢から覚めたのだとわかっても、あの恐ろしいまでの黒いオーラが忘れられず震えが止まらなかった。

「怖い夢を見たんですね？」

「ええ、とても……」

　アルスを手繰り寄せるようにして、しっかりと抱きしめた。胸の中にすっぽりとおさまって、しがみつく。

「アルスが私を殺そうとしたわ……まるでブラックダイヤモンドみたいに」

　夢のできごとを話すと、アルスはとても悲しい表情になる。

「それは予知夢なんですか？」

「多分……でもね、きっと何かの間違いよ。仕掛けがあるに決まってるわ」

　そう願いたかった。あれが未来に起こってしまったら、あまりにも悲しすぎる。

「予知夢は変えられると言ってましたよね？」

「ええ、そうよ」

「どうすれば俺は貴女を殺さなくて済むのでしょう？」

　考えたこともなかったから、答えられない。

「正気のうちに、俺を殺しますか………？」

　本当に起きる前に断てばいい。複雑な表情でアルスが呟く。

「貴女がくれた命です。いつでも俺の命は貴女に捧げますよ。アイリスを殺すぐらいなら、俺が死ぬほうがいい」

　迷いのない言葉だった。でもそれはできない。誰よりも彼が必要だから。

「私だって貴方を殺すぐらいなら、私が死ぬわ」

　それならと、アルスは軽く口づけた。そのまま離れることなく、引き寄せると今度は耳元に唇を寄せる。

「そのときが来ないように、愛し合うしかありませんね？」

　囁やかれた言葉に頷く間もなく、次のキスが落ちてくる。何度も何度もくすぐるように、愛おしいとキスの雨が降る。やがて激しく深い口づけに変わり、酔わされていく。

　するりと部屋着の紐が解かれて、白い肌が晒され重なり合う。ただそれだけなのに、この上なく安心できる。

　露わになった胸の頂きはアルスの指を待つかのように固いしこりとなり色づいていった。自分でも体が変化しているのがわかる。それが恥ずかしくて無意識に隠そうとするのをアルスが制した。

「隠さないで、貴女のすべてを見せて」

「恥ずかしいから……」

「どうして、こんなに美しくて愛しいのに？　見せてくれないなんて、俺を狂わせるつもりですか？」

　両手を片手で拘束し、アルスは首筋に舌を這わせた。ピクリと体を反らせると、固い実が突き出ていく。

「体は正直ですね。俺を誘ってくる」

　薄桃色の実の周りを、焦らすように舌で這わせた。もどかしさに身をよじり、胸の先端は宝石のように美しく固いしこりとなっていった。それを口に含んで吸っては舌で弄び、片方はアルスの指が断続的に愛撫をしたり、きゅっと摘まみ上げて刺激を与えていく。

「はぁっ、あぁん」

「その甘い声をもっと聞かせてください」

　繰り返される快感から逃れられず、拘束されている腕からは力が抜けていく。甘い痺れが腰を何度も浮かせ、ねだるようにアルスを求めた。
















第四十章　エメラルド国への援軍







　心も体もアルスがくれる刺激を待っている。それを悟ったように、アルスがふっと笑った。

「どうしました？　もっと触れてほしいんですか？」

「そ、そうじゃない……あ、やぁ、ん」

　太ももから這うようにアルスの大きな手が秘部へと向かう。指が花弁を割ると、とろりと誘うように蜜が滴る。それを受けて、アルスはそのまま快楽を待つ蜜壺へと指を沈めた。

「もうこんなに濡れて、俺がほしいくせに嘘つきですね」

　囁きは吐息混じりで、体中をゾクゾクさせる。

「やぁっ、はぁ……あぁ」

　媚肉を擦りながら突き刺すように奥へ侵入させるたびに、くちゅくちゅと淫靡な音が響く。蜜壷にある敏感な所を愛撫され快感に震え、善がる腰がさらに浮いた。

　それなのにもっと圧迫されたいのか、肉壁は指を飲み込もうと必死に動く。

「もっとほしいんですね……おねだりなんて、可愛いことを……」

「ひゃっ……あっ、あぁ、ん」

　指がまた増やされていく。おそらく三本の指が押し入って息を乱す。

　媚肉にそって掻き回され、弱い部分に差しかかる度に、びくびくと背を仰け反らせた。

「っあ……はっ、あぁっ……」

　肉壁の愛撫で何度も責め立てられ、快楽の海に溺れていく。両手はアルスに拘束されていて、何かにしがみつくこともできず、その甘い責めに堪えた。愉悦を与えられ羞恥すら忘れていく。

「こんな……あっ、んんっ、あぁ」

　巧みに動く指は、とめどなく溢れる蜜を媚薬に変えるようで、それによって滑らかに抜き差しが繰り返され、私に蕩けるような陶酔をもたらしていった。

「俺の指だけで満足ですか？」

　耳元の妖艶な声が、体を震わせる。それは逃れられない責めに喘ぐ私をさらに酔わせていく。

「アルスがほしい……ねぇ、きて……」

「いいえ、今日は貴女から来てください」

　押し込まれていた指が引き抜かれ、繰り返し与えられていた恍惚が急に無くなる。悦を求める体が、痙攣となって私を襲う。

　捕まれていた腕を引っ張られ、体を起こすとアルスの上に乗せられた。

「このまま腰を浮かせて、俺を受け入れてくれますか？」

「そんな……」

　秘部に熱い昂ぶりを感じる。これを自ら挿入するのかと思うと、羞恥で震えた。

「できないなら、このまま終わりますよ？」

　首を横に振る。敏感な花弁は痺れながら、アルスを求めて蜜を滴らせた。もはや私の身体はアルスの意のままだった。はしたないと思いつつも、昂ぶりを受け入れようと腰が淫靡に動く。快楽を得たくて疼く蜜壺へと、熱い塊を沈めると肉壁が吸いつくように誘う。

「綺麗だ、アイリス……。いいですか、動きますよ」

「あぁっ！」

　たった一突きで熱い昂ぶりが、最奥にある弱い襞を貫いていく。そのまま後ろへ倒れそうになり、アルスの肩に手をかけた。

　けれど恍惚で仰け反った身体はアルスに向けて胸を突き出し、さらに秘部を開いてしまう。

「ここも触れていいですか？」

「あっ、や、あぁぁ！」

　膨らんで秘部から顔を出している秘芽と、突き出した固い実を同時に捏ねられ、弄ばれる。全身が快楽に痺れて悶えると、律動が急に激しくなり、さまざまな角度から突き立てられた。

「あ、やぁ……そこ……だ、だめ」

「ここが一番好きなところでしょう？」

　知りつくされた身体は嘘をつくことはできない。だめといいながらも、甘い声で喘ぎながら、肉壁をかき分け質量を増やしていく昂ぶりを、快感として受け止めた。

　何度も抜き差しを繰り返された末に、ぐっと最奥へ差し込まれる。

「やぁっ……あぁ、い、いく……」

　荒々しい責めに耐え切れず、私は先に絶頂を迎えた。

　一瞬真っ白になった思考が再び戻ると、アルスの昂ぶりが動かずもまだ自分を支配していることに気づく。ゆっくりそれが引かれると、ぞくっと体が震えて、どろりと蜜が溢れ出た。

「今度は俺に付き合ってもらいますよ」

　両方の熟れた実を、指でこりこりと捏ねられた。同時にぐちゅっと淫音を響かせて、焦らすように塊が蜜壷の中に沈む。

　高みを迎えた身体は、些細な刺激でも敏感に感じ取って快楽に変えていく。

　上下からの責めに媚肉は悦んで蜜を溢れさせ、昂ぶりに纏わりついた。

「くっ……そんなふうにされたら、抑えがきかくなります」

「だって……こんなの……あぁっ、あん」

　固い実をいいように弄ばれ、刺激でびくびくと媚肉が痙攣し熱を帯びる。愉悦を得たくて私の腰は自然と動き出していく。その刺激によって、動かなかった昂ぶりが律動を始めた。

　摘ままれたまま腰が揺れると、ぴりっと甘い痺れがさらに実を固くしていった。

　激しい快感が全身を支配していき、私はまた昇りつめていく。

「はぁっ……やぁ、だめぇ……もう……」

「アイリス、もう少し待って……」

　絶頂の寸前で失速させ、アルスは焦らしに焦らして高みへ誘う。意のままに快楽を操られながら、それでも最後に得る悦びを知っている身体は、その責めを甘んじて受け止める。

　もはや、アルスから与えられる至極の恍惚に抗うことなどできないでいた。

「ねぇっ……お、お願い……い、いっちゃう、ああぁっ！」

「ええ、わかってます」

　荒々しく律動が加速して、私の最奥を執拗に突き上げた。すべてを知り尽くしたアルスだけが貫けるその場所を、何度も擦られいく。私はただ淫らに嬌声を上げるしかない。

「ひゃっ……ああぁんっ！」

　ぐんっと大きく突き上がる昂ぶりから、白濁の熱を注ぎ込まれる。極上の恍惚と浮遊感を味わいながら、意識を手放していった。
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　瞼に柔らかい唇が優しく押し当てられた。それがアルスからのキスだとわかるまでに、少し時間がかかる。

　激しく愛し合った後は、いつも真っ白な世界から思考を呼び戻すような作業になるのだ。

「よく寝てましたね」

　正しくは気を失っていたという感覚だ。語弊を招きそうなので、それは心だけに留めた。

「おかげで悪い夢も見なかったわ」

「それはよかった」

　アルスも笑顔で答えてくれる。心は晴々としていて、すべてをいい方向へ導くことができそうな気さえした。

　深呼吸をしてから、アルスの首に絡みつく。滑らかな肌の温かさを感じると、すごく安心できた。

「やっぱりここにアルスがいなかったら、私の幸せはないわ」

「それは俺もです。隣で貴女の寝顔を見られる、俺だけの特権は失くしたくありません」

　唇をついばむようなキスを落とすと、二人で同時にふっと笑う。それから、しっかりと抱き合い、何があってもこの幸せが壊れないようにと願った。
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　朝から私はハーデスと共に、兵士に持たせる薬草の準備に大忙しだった。

　アルスは各国へ向かう将軍を公務室に呼んで、これからの兵士の動きと最終確認を行っている。大王奪還の手はずはアルスに任せておけば安心だ。

　その日のうちにトパーズ国から知らせが届く。書状にはターコイズ国からの攻撃が始まったとあった。さらにエメラルド国との国境辺りに多くの敵兵が集まりつつあると書いてある。

　いったいどうやってそれだけの兵士を集められるのだろう？　ブラックダイヤモンドの能力なのか、その脅威は計り知れない。

「エメラルド国方面に兵が集まっているのが気になる。軍事力はあるかと思うが、もしものときはそこからサファイア国が攻められてしまう可能性があります」

　顎に手を当て考え込む。アルスが策を講じるときのポーズでもある。

「エメラルド国の国境へ、こちらから援軍を送ることはできないの？」

　その問いにハーデスが反応した。

「そうですね、少しずつ各部隊から兵士を集めるのは可能ですが、いかがですか？」

「いや、援軍の要請があるまでは様子をみよう。それよりもディオニス大王の奪還を急ぎたい。こちらを予定通りに進める」

　アルスの要請に、まずは一部隊がオパール国を奪還するために出発した。

　次にトパーズ国へ出発する隊が挨拶に来た。

「すぐにターコイズ国を制圧して、ブラックダイヤモンド国へ向かいます」

「ああ、頼む。気を付けて」

「薬草は足りてる？　どうぞ無事に帰ってきてね。武運を祈ってるわ」

　労いの言葉をかけ見送ると同時に、エメラルド国から兵士が入国の申し出をしていると連絡が入る。

「すぐに許可を。城に着いたら謁見の間へ通してちょうだい。アルスは支度を整えてから来てね」

　何か嫌な予感が頭をよぎる。昨日の夢といい、不安要素ばかりだ。打ち消さなければと、心のジュエルに手を当てた。

（どうか私に力を――）
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　どうにも落ち着かない。私は部屋を行ったり来たりしながら、心を平常に戻そうとした。扉をノックする音も聞こえなかった。

「気もそぞろといった感じですね、兵士はまだ着きませんか？」

　戦闘服に身を包んだアルスは、まるで軍神マルスのようなオーラを纏って入ってくる。これから戦いに行くというのに、心がときめいている自分が情けない。でもこの姿を見たら、弱い兵なら逃げだしたくなるような威圧感もある。

「どうしました？」

「いいえ、貴方を待っていたのよ。すぐに兵士を呼ぶわね」

　見惚れていたなど言えるわけもなく、視線を逸らすとハーデスに合図を送った。

　謁見室に兵士が入ってくると、私たちの前に跪く。

「ロイス王子からの伝言でございます。エメラルド国に援軍をお送りください」

「それほど緊迫した状態なの？」

「はい、敵兵はかなりの人数でターコイズ国も加わって、エメラルド国を攻めてきました。現在、押し切られている状態です」

「トパーズ国へ援軍を送り、ターコイズ国を攻めるよう指示をしている」

「それでは間に合わないと、ロイス王子が私をここへ向かわせたのです」

　私とアルスは顔を見合わせる。兵士はエメラルド国の軍服を着ているため、間者ではないと思いたいが書状もないため保証もない。

　さてどうするかと考えあぐね、判断はアルスに任せることにした。

「エメラルド国へ援軍を送ろう。俺が指揮を取る」

「アルスが？　別の者に行かせてはダメなの？」

「いえ、この状況で動けるのは俺しかいません。俺が行くはずのルートはフィンに任せますので、心配はいりません」

「わかったわ」

　兵士は喜び、エメラルド国へ報告すると言って去ろうとする。

「ちょっと待って。どうせならアルスたちと一緒に行ったほうがいいわ。ずっと走り続けたから、疲れてるでしょう？」

　兵士は首を横に振り、恐れ多いと謙遜した。ロイスにも早く知らせたいと懇願される。

「国の情勢が気になるのでしょう。ここは先に行かせてあげましょう」

「罠かもしれないのよ」

「ええ、でもロイスには俺もフィンもお世話になりました。だから罠でも行くべきと考えています」

「アルスがそこまで言うならいいわ。先にロイス王子に伝えて、サファイア国からは王が援軍の指揮を取って伺いますと」

　兵士は深々と頭を下げて帰っていった。

「これでいいのよね？」

「ええ、必ず帰ってきますから、そんな怖い顔しないで。眉間にしわが寄ってますよ」

　ちょんとおでこをつつかれる。

「もう、その臣下気質は何とかならないの？　王様らしくないんですけど」

「アイリス以外の者には王の威厳を保っていますから、ご心配なく」

　アルスはにっこり笑い、「では予定変更を伝えてきますね」と公務室へ行ってしまった。うまく丸め込まれた感じで、その後姿を見守った。
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　予定が少々狂ったけれど、準備はすべて整った。アルスはエメラルド国へ行くとして、私の元を訪れた。

　必ず帰ってくると、私の頬に手をかけて、そっと口づける。優しくて柔らかい唇は、とても温かくて安心できた。

　別れを惜しむように、私を抱きしめると優しい囁きが耳元に響く。

「大丈夫、すべてうまくいきますから」

　その言葉がとても悲しく聞こえたのは気のせいだろうか。

　アルスはエメラルド国へ出発した。
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　アルスのいない夜。ハーデスがよく眠れるようにと、ハーブティーを用意してくれたのに、それすら手を付けずに広いベッドに横たわる。いつもは隣にアルスがいるのに、いないだけで不安に襲われすべてが空っぽになったようだ。冷たいシーツを愛おしく撫でて眠くなるのを待った。

　私は目を閉じているだろうか。鮮明に広がる見慣れぬ景色、ここはどこだろう？

　ロイスが教えてくれたエメラルド国の特徴によく似ている。薬草の栽培、森林も多く、緑に囲まれた平和な地だと言っていた。

　だとしたら、これは夢。進むと兵士に捕らえられているアルスの姿があった。まさかアルスがあんなに弱いわけがない。やはり夢だと自分に言い聞かせた。

　けれど不安は拭いきれない。そんな感情のまま、アルスの元へ駆け寄ると――。

　兵士が無残にもアルスへ剣を向けて切りつけた。

「アルス！」

　思わず叫んで飛び起きた。汗でじっとりと寝着が体にまとわりつく。着心地も気分も最悪だった。

（これは予知夢じゃないわよね？）

　胸騒ぎが止まらない。不穏な空気で喉がカラカラになっている。サイドテーブルに用意されたお茶を一口飲む。すっかりぬるくなったお茶は、喉から体を冷やしていった。

　少し早いけど、身支度を整えた。風にあたれば気分も晴れるだろう。そう思っていた。

　けれど異常なノック音にかき消される。

「アイリス様、急いで謁見室へお越しください」
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　急ぎ向かうと、兵士が跪いて待っていた。

「いったい何事なの？」

「申し上げます。エメラルド国にて王様が味方の兵士を庇われて、刀傷を負われ大けがをされました。現在、瀕死の重傷でございます」

「うそよ、薬草は？　私が渡した薬草を持って行ったわよね？」

「使いました。ですが、他の兵士に使えと言われ、王様はほとんどお使いになっておりません」

　さっきの予知夢が現実になったのではないかと恐ろしくなった。

「それで、エメラルド国は現在、どのような状態なの？」

「王様のご活躍もあり優勢になりました。それで帰還しようと思ったのですが、かなり重傷なもので運ぶこともできず、エメラルド国にて治療を受けておられます」

「すぐ行くわ。ハーデス、この城のことを頼んでいいかしら。私はすぐに出発するわ」

「かしこまりました。では馬車と護衛を用意しますので、先に正門でお待ちください」

　私が頷き、兵士と共に馬車が用意される正門近くへ向かった。

「アイリス様、ではこの馬車にお乗りください」

「ええ、護衛が来たらすぐに出発しましょう」

「いえ、それでは困るのですよ」

　馬車へ乗り込むと同時に後に人の気配がした。振り向くと、いきなり強い香りを嗅がされて意識が遠のいていった。





＊　　　　　　　＊　　　　　　　＊






　どれぐらいの時間が過ぎたのだろう。ガンガンと頭が痛くて、目が覚める。意識はまだ朦朧としていて、考えが及ばない。

　これが夢なのか現実なのか、把握できぬまま、遠くで聞き覚えのある声がした。

「これはどういうことだ！　私はアイリスを殺せと命じたはずだが？」

「いえ、それが……」

　冷たく響く声はアダマスだ。口ごもっているのは私を連れ去った兵士だと思う。

「これでいいんだ。よくやったな、もう下がってよい」

　クレセントもいる。そして兵士が遠ざかる足音。ここは……ブラックダイヤモンド国だ。

　とても強い薬で眠らされていたのだろう、意識は取り戻しても体は動かなかった。

「クレセント様？　なぜ生きたまま連れてこさせたのです。一思いに殺させてしまえば、それで勝負は付きましたよ」

「私はアイリスを妻に選んだ。だから殺さなかったのだ、問題があるか？」

「……いえ、ございません」

（どういうこと？　クレセントが私を妻にって……）

　誰かが私のほうへ近づいてくる。

「さてそろそろ起きてもらおうか」

　クレセントの嬉しそうな声が近づく。私の隣に座り、肩を抱いて引き寄せた。それから耳元に唇を寄せて、囁く。

「さぁ、早く起きろ。アイリス」

　ピクリと反応した首筋辺りに、ふっと息がかかる、彼は笑ったのだろう。

「私の妻よ、会いたかったぞ」

「……クレセント？」

　私は強い香りにまだ酔っているのか、目をあけるもぼんやりとして焦点が合わなかった。

　ゆっくり目覚めていき、絶望と恐怖と怒りに震えた。

　罠だった！

　そうよ、私はどうかしていた。よく考えたら、アルスが負けるはずがない。絶対とは言わないけれど、何があっても私の元に帰ってきてくれる。それなのに、どうして信じられなかったのか、こうなって初めて後悔の念が私を襲う。

　肩を抱いているクレセントの手を振り払い、立ち上がる。けれど嗅がされた薬のせいで、ふらふらとよろめき床に沈んだ。そこへ膝をついて、クレセントが笑う。

「もう運命に逆らうことはできない。私がアイリスの夫なのだ」

「何を言ってるの？　私はアルスと結婚をしたのよ」

「今からでも遅くはない。その結婚は解消すればいい。またここで会えたのだから、運命は私に味方している」

　これがジュエルの導きだとは到底思えない。それなのにクレセントはお構いなしに迫ってくる。

「このまま世界を破滅に向かわせていいわけがない。お前はサファイア国の王族として、水晶のお告げを無視し、責任すら放棄したのか？」

「いいえ、あのお告げは月のパワーが宿っていない。だから信憑性のないものだわ」

　アルスと生きると決心をした日から、自分のジュエルと気持ちに正直であろうとしている。お告げは間違っていると思いたい、例えあのままの結果だとしても、乗り越える自信があった。だからこそ、アルスを選んだのだ。

「あれは真実だ。アルスの恐ろしさを薄々感じているだろう。世界を破滅させる王だと、わかってるはずだ」

「違う、あの予言は間違っているわ。次の満月が来たら、はっきりさせる」

　再びクレセントの口角が上がる。

「だが世界は戦いの渦にある。これはアルスが起こしているとは思わないか？」

「そんなことない」

「いいや、この全面戦争はアルスを夫に選んだからだ」

「そうだとしたら、アルスには誰も敵わないでしょうね。貴方なんて一撃でやられるわ」

「まさか、私の力よりも強くなるというのか？」

「そうよ。だって彼は破滅に向かわせるぐらいの威力があるってことでしょう？　ブラックダイヤモンドすら倒せる強い王になれるのよ」

　苦し紛れに言い放った。

「私は予言によりアイリスの夫に選ばれ、平和な世を築く選ばれし者なのだ。私がやられるはずがない」

「ブラックダイヤモンドが平和な世を築く？　聞いて呆れるわ。貴方は私の仇なのよ。何を血迷ったことを言っているのかしら」

「黙れ、黙れ、黙れ！　お前は私の妻だ」

　近づいたクレセントが、私の頬に手を伸ばす。避けようと、後ずさりするも背中が壁に突きあたった。

「やめて、私の夫はアルスよ」

「クレセント様、見苦しい。もうおやめください。この者には用はないはずです」

「アダマスは黙っていろ。私はアイリスを手に入れたいのだ」

　にじり寄り再び頬に手をやると、そこから放たれた黒い光が私を飲み込もうとする。

「やめて！」

　声と同時にジュエルが青く光り、クレセントの手をはねのけた。

「っく！」

「クレセント様、大丈夫ですか？」

　すぐざまアダマスが駆け寄り、見下すように私を威嚇してきた。

「よくも私のクレセント様を！　やはりアイリスは殺してしまわないといけませんね」

　異様な空気を漂わせて、アダマスが短剣を抜く。殺気はクレセント以上に感じる。アダマスが近づいたら、確実に殺される。それはブラックダイヤモンドに腕を掴まれたときほどの恐怖だった。

　けれど何かおかしい。剣を振りかざしたまま、進んでこなかった。いや、進めないのかもしれない。もしかして私のジュエルが阻んでいる？

　あと少し、体から薬の効力が抜ければ、クレセントたちを倒せる。私には確信があった。ブラックダイヤモンドから逃げるだけだった日々、でも今はアルスの力も加わっているのだろう。彼らに立ち向かえるだけの強さを持っている。

　しばらく睨み合うと、アダマスが剣を納める。

「おい、誰かいないか？」

　駆けつけたのは侍従だ。アダマスは私の拘束を命じて、一旦退室する。

　侍従たちは難なく近づき、言われた通り私の手足を縛った。

（私の力はブラックダイヤモンドに特化しているとか？　だったら、アダマスは？）

　自分の力がまだ未知であるだけに、使い方もよくわかっていない。

　縛られて動きが取れない間、何度もクレセントが近づくが、ジュエルの力が拒み続けた。アダマスが再び現れるまで、クレセントの苛立ちは増すばかりだった。

「クレセント様、この薬を使いましょう」

「それは？　まさか毒薬じゃないだろうな？」

「いいえ、まずはジュエルの効力を失くしませんと、アイリスは殺せません。ブラックダイヤモンドの粉を混ぜた媚薬です。体に入れたら、効力が弱まるはずです」

　アダマスはそれを侍従に渡し、私の口を無理矢理こじ開け飲ませようとする。

（どうして侍従にはジュエルの力が働かないの？）

　口を開いたら薬を飲まされる。声を発することもできず、首を振ったり体を捩って抵抗しながら、飲まないようにした。けれど唇にかけられた少量の媚薬が、口の中に入り込みとうとう飲んでしまった。

　喉元から体内へ入る薬が、体中を駆け巡っていくのがわかる。それを過ぎると急に体が熱く疼き出した。どくんどくんと、鼓動が全身で波打つように大きくなっていく。

「これって……」

「効いてきましたか？　これでジュエルの力が抑えられます。貴女に触れることができるんですよ」

　今すぐ殺してあげましょうと、楽しんでいるかのような弾んだ声でアダマスが迫る。初めて彼が心底嬉しそうに笑っているのを見た。それが私を殺せる喜びからくるものだと思うとゾッとする。

（もうダメ……なの？）

　頭の中で必死に逃げる方法を考える。けれど、もはや力が抜けて、抵抗もできなくなっていた。

「待てアダマス！　これでアイリスに触れられるのだな？」

「はい！　ですからひと思いに……」

「殺すのは許さない」

　クレセントは恐る恐る私に近づいて、頬にそっと触れた。ジュエルの力が弱まったのだろう、冷たい手の感触を味わう。ふっと笑みがこぼれてクレセントは私を抱きかかえた。

「クレセント様、お待ちください。早くとどめを」

「いや、ダメだ！　アイリスは私の妻とする」

「どこへ連れていくのですか？」

「決まっている、私の部屋だ。しばらくは誰も近づけるな」

　アダマスが唇を噛み締めるのが見えた。そして震える声で「かしこまりました」と頭を下げた。

　納得がいかない表情で私を睨みつけてくる。見たことのない恐ろしい表情、憎悪、いや嫉妬？　目で殺されるのではないかと思うほどの凄まじい殺気だった。
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　黒を基調として、城はすべてがモノクロだ。どの廊下も窓の景色も変わらなくて、自分がどこをどう通ってクレセントの部屋に連れていかれようとしているのかわからなかった。

（なんて物悲しい雰囲気なのかしら）

　囚われの身だというのも忘れて、そんなことを考えていた。

　クレセントの部屋も、王様ならもっと宝飾品や趣味の物があってもいいのではと感じるほどシンプルだった。モノクロのベッドとサイドテーブル、花はもちろん、鏡もないなんて、殺風景すぎる部屋に驚いた。こんな空間で休めるのだろうか。

　ベッドに寝かされ、サイドテーブルに置いてあるお香を炊く。微かな煙が甘く部屋中に広がると、力がどんどん抜けていく。

「これは……なに？」

「これも媚薬の一種だ。お前を抱くために用意した」

　クレセントはまず足を縛っている紐を解いた。既に蹴る力が無くなってる。それを確認してから、彼は手の紐を解いた。

「さぁ、私の愛を受け入れて、妻になれ」

「こんなこと間違ってるわ。愛してもいない人と結ばれるなんてできない」

「そうか？　ではアイリスの体に聞こう。きっと正直に応えるだろう」

「やめて！　何をされたって、薬のせいで私の意志じゃないわ」

「……いいだろう。だが、アルスはどう思うだろうか？　私に抱かれた後、それでもお前を抱いてくれるのか？」

　不敵な笑みを浮かべながら先ほど解いた紐を持って、両手をベッドに縛りつける。そして横たわった体に覆いかぶさった。

「アイリス……会いたかった……お前の体にやっと触れることができる」

　耳元で囁かれると、首筋からぞくぞくと刺激に襲われた。媚薬とは嫌な相手にも反応してしまうほど、効果があるのか。体が一気に熱くなり、鼓動が激しく高鳴っていく。

（吐息がかかっただけなのに、触られたら、どうなるの？）

　全身を使って逃れようとしたけれど、やはりどうにもならなかった。まるで最初のころの予知夢のようだ。自分の意志では何もできなかった。

「アイリス……愛している」

　どくんっと心臓が鳴る。その言葉にすら反応する自分がとても嫌だった。

「やめて、クレセント。今日はこれでいいかもしれないけど、力が戻ったら絶対に許さないわよ」

「ずっとこの部屋にいれば、力など戻らないだろう」

「……何ですって……貴方、おかしいわ。狂ってる」

「ああ、そうかもしれない。最初は邪魔な相手だったが、サファイア国での生活が私を変えたんだ。いつの間にか自分でもわからない感情が生まれた。愛だと気づくまで時間がかかったがな。だからアイリスを愛したかった。手に入れたからには、誰にも渡さない」

　クレセントは半身を起こすと、ドレスの胸元を持って左右に引きちぎった。肌と胸が露わになる。

「やめてっ！」

　思わず視線を外す。もうどうにもならない状況だったけど、決して泣くまいと唇を噛み締めた。

「美しい……夢に見たアイリスよ……私はただ、お前に触れたかった」

　上着を脱ぎ捨てて、再び私を抱きしめると、首筋に唇を押し当てた。それだけでビクンと跳ねるほどのけぞった。

「いい反応だな……このまま私を受け入れろ」

　背中からなぞるように、クレセントの手が胸の膨らみへと這っていく。そして胸を鷲掴みにしてゆっくりと揉みしだかれた。
















第四十二章　絶体絶命







「……んっく……」

「我慢せずに声を出せばいい、ほら、こうしてやる」

　そう言うと指できゅっと突き出た実を摘まみ上げた。

「……いやっ、あぁっ！」

「いい声だ。それが聞きたかった」

「だ、だめ……はぁっ……やめ……て」

　ほんの少しの刺激なのに、お香の効果なのか何倍もの快楽になって体を駆け巡る。気持ちとは裏腹に体はこの刺激を受け入れようと、疼きだしている。

（いやだ！　絶対に屈しない！）

　唇を痛いほど噛んだ。痛みのほうが強ければ、快楽に勝てる気がしたからだ。

　その間もクレセントの舌と指が何度も胸の頂きを弄ぶ、刺激よりも強い痛みを、私の口の中に血の味が広がった。

「さて、そろそろいいころだろう。遊びはここまでだ」

　ドレスの裾をめくられ、クレセントの手が太ももへとのびる。そのまま徐々に上へと這う感触だけで、腰がぴくっと跳ねた。

「いい反応だ……それにここも……」

　指が秘部に辿り着き、秘裂を割った。一気に蜜が滴っていくのがわかる。羞恥で気が遠くなりそうだった。

（もうだめ……夢なら覚めて……）

　心に祈ったとき、けたたましいノックの音が響いて、勢いよく扉が開いた。

（アルス？）

　助けが来たのだと頭をよぎったが、立っていたのはアダマスだった。恐ろしい形相でクレセントと私を交互に見比べる。

「いったい、何をしているのですか？」

　その声はとても低く、怒りが頂点に達しているのか震えていた。

「誰も入るなと言ったはずだ！」

「ですが、このような形で一線を超えてはいけません。いくら力が弱まっているとはいえ、取り込まれたらどうしますか？」

「なんだと……っう……」

　そのままクレセントは動かなくなった。アダマスが何かを呟くと、ただうなずいて私のほうへ向かってくる。目がおかしい。瞳の色が褪せてるし、何だか操られているみたいだ。

「よろしい、最初の目的を思い出したようですね、ではアイリスにとどめを」

　クレセントの目の色が変わる。感情がどこかへ消えてしまったかのように、無表情で歩み寄ってきた。

「クレセント、どうしたの？　何か変よ。クレセント？」

　語りかけても、返事もしなかった。縛られた手を必死に動かそうとするが、やはり力は入らない。夢の中のできごとのようでもどかしかった。そのままゆっくりと首に手がかかり、じわじわと締め始める。

「……や、やめ、て……」

　息ができなくなって、声も出せなくなっていく。このまま私は殺されてしまうのかしら。苦しさから意識を失いかけたときだった。再び勢いよく扉がノックされる。

　一瞬、クレセントの手が止まった。扉の近くでアダマスは、怒り心頭で怒鳴りつける。

「いったい何事ですか！」

「申し上げます、サファイア国が城へ攻め込んで参りました」

「そんなバカな、こんなに早く来るはずがない！」

　アダマスは行動を止めたクレセントに駆け寄る。

「アイリスを始末してください。私は外を見て参ります」

　扉を開けて外に出て行くのが見えた。控えていた兵士が一歩引く。その前を通り過ぎて、廊下を駆け出す靴音が響いた。

　扉が思い切り開け放たれたことにより、部屋に籠っていた香りが一気に外へと流れていく。部屋に新鮮な空気が届くと、力がみなぎってくる。それでも拘束された状態では、逃げるのは難しい。

　再び首に手をかけようとするクレセントに対し、足をバタバタ動かして、クレセントを牽制するぐらいしかできなかった。

「やめて、クレセント！」

　叫びと同時に、彼の肩に手がかかり、後ろへと弾き飛んだ。私の前に現れたのは、先ほどアダマスを呼びに来た兵士……ではなく……。

「……アルス？」

　敵兵に扮したアルスだった。変装して城へと忍び込んでくれたのだろう。

「アイリス……」

　はだけたドレス姿の私を見て、アルスの怒りが燃え上っていくのがわかった。拘束されている手の紐を急いで解く。抱きしめようとする彼の後で、アダマスが剣を構えるのが見えた。

「アルス、危ない！」

　私の視線の方向へ振り向くと同時に、振りかざすアダマスの剣を止める。キーンと剣のぶつかり合う音が響き、アルスとアダマスの攻防が始まった。

「危うく騙されるところでしたよ。よく化けましたね」

「ああ、こんなに早くバレるのは予想外だったがな」

　一度交わしているだけに、お互いに剣筋を見切っている。

「アイリス、早くこちらへ」

　乱れたドレスを直すと、アルスのほうへと駆け寄る。けれどその腕をクレセントに捕まれた。振りほどこうとしても、まだ力が出ない。アダマスに飲まされた薬が効いているのか、ジュエルも私に力をくれなかった。

　その間にも剣の交わる音が響く、素早い動きで、勝負がつかないままでいるアルスとアダマスの横で、クレセントが勝ち誇ったように声を上げた。

「アルス、そこまでだ！」

　アルスは横目で私たちを見ると、一瞬でアダマスを剣で吹き飛ばした。廊下へ転がり、アダマスは壁に激突して動かなくなった。

「アルス……？」

　剣が光っている。けれどそれは漆黒で、不気味なオーラを放っている。

「クレセント、アイリスを離せ！　お前だけは絶対に許さない！」

　その言葉で予知夢を思い出した。あのとき、自分に向けられたと思っていた殺意はクレセントへの言葉だったのだとわかる。

「いいだろう。だがどうする、アルス？　アイリスごと私を切るつもりか？」

「……くっ！」

　振り上げた剣は漆黒だけれど、アルスの瞳は美しくて光を失っていない。私に剣を突きつけているクレセントに怒りを感じながらも、掲げた剣をおろした。

「アイリスには手を出すな」

「だったら、剣を置け、早く！」

「だめよ、そんなことをしたら殺されるわ、絶対にだめ！」

　身を乗り出す私を腕で止めて、剣を首へと持っていく。

「このままアイリスの首を切る、それでもいいのか？　早く剣を置け！」

　アルスが剣を放ると、色が変わって鉛の剣となった。

「よくぞここまで……褒めて差しあげますよ」

　やっと起き上がったアダマスが、後ろからアルスの肩口に剣を突き刺した。

「うぐっ……」

「アルス！　やめて、お願い！　アルスを殺さないで！」

「ええ、まだ殺しませんよ。私はアルス様がアイリス女王を失ったときに流す涙が見たいのですから」

　常軌を逸する行動は続き、アルスの傷口をえぐるように剣をさらに奥へと突く。苦痛に歪むアルスの顔を見ていらなかった。

「クレセント、やめさせて！　アルスを殺したら絶対に許さない！」

　ジュエルが光る。部屋に炊かれたお香は空気と化した。アダマスの薬はまだ残っているけれど、それでも抵抗できるだけの力は戻っている。

　私に向けられた剣が、クレセントの手から落ちた。彼の表情が驚きに変わったのを見ると、ジュエルが働いたのかもしれない。

「……アダマス、アルスを牢へ。早く！」

　アダマスは不服そうな顔で、アルスの首に剣を突きつけて牢へと連れて行った。
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　少しずつ自分の力を取り戻しつつあった。けれどここで逃げたら、アルスがどうなるかわからない。とにかくケガの状況を把握したかった。

　クレセントはまた媚薬を用意しようとしている。それまでの間、逃げられないように腕を拘束しようとするので、必死に拒んだ。それぐらい私の力は回復していた。

　今は、彼を利用しなければ……。

「私に触らないで。父も夫も捕まっているのに、逃げたりしないわ」

「まぁいいだろう。だが少しでも変な真似をしたら、全員生きて帰れると思うなよ」

「ええ、わかっているわ」

　拘束を免れたのも束の間、アダマスが部屋に入ってくる。ぎろりと私を睨んでからクレセントに頭を下げた。

「アルスを牢へ入れました。後はアイリスを始末すれば終わります」

「そうか……ではアイリス、行こうか」

　どこへと尋ねると、クレセントはにやりと笑った。

「父と元夫へ結婚の報告だ」

　背筋が凍るような寒気を覚えた。それでもアルスたちを助けたい一心で、平静を装うと立ち上がる。

「いいわ、行きましょう」
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　城の地下に牢があった。薄暗いのはお決まりだが、扉は鉄格子になっているというだけで、普通の部屋と対して変わらないインテリアだ。元は違う国の城を改造したのだから、クレセントの趣味でもなさそうだけれど、どこもシンプル、殺風景で悲しくなる。

　クレセントにエスコートされて暗い廊下を歩き、日の当たらない地下への階段を降りる。

　薄暗く湿気の多い場所ではあるが、牢はさほど酷い環境ではなさそうだった。

　一番奥の部屋に、アルスに付き添ってお父様がいるのが見て取れる。

「アルス、お父様！」

　駆け寄ろうとして、クレセントに腕を捕まれる。ぐっと引き寄せられ、私は後ろから抱きしめられた。

　アルスが鉄格子に体当たりして、逆上した。アダマスに傷つけられた腕はだらんとたれたままだったけれど、左手で鉄格子を掴んで壊そうともがいている。

「アルス、諦めろ。私はお前をそこから出すつもりはない」

「何を言ってるの？　アルスもお父様も解放してあげて」

「アイリスの頼みなら聞いてやってもいいが、私との結婚が条件だ」

　まだそれにこだわっているのかと、少々呆れる。でも結婚する以外に、助ける道はなさそうだった。今は、この方法が最善策だと思う。

「もしも私と結婚するなら、アルスとディオニス大王は解放しよう」

　抱きしめられ身動きのできない私の首筋に、クレセントの吐息がかかる。媚薬の効力はまだ消え切っておらず、得体の知れない快感に襲われた。

「アイリス、それは罠だ。絶対に信じるな」

「罠だと？　これは愛だ。アルスさえいなければ、とっくに夫婦になっていた」

　クレセントは私の肩口に顔を埋めて、甘えるように耳たぶに口づける。

「やめろ、アイリスに触るな！」

「それはアイリスが決めることだ。どうする、私と結婚するか？」

「もし断ったら？」

「全員が死ぬことになるな。アルスがここで倒れれば、怖い国などない」

「クレセントと結婚したら、サファイア国はどうなるの？　女王の私がいないと政治が回らないわ」

「それもアイリスの答え次第だ」

　ひたすらアルスを見つめた。アルスは傷口が痛むのか、何度も顔を歪めて俯いた。今はあの苦痛から彼を解放してあげたい。その一心だった。

「……クレセント、貴方と結婚するわ。だからアルスの手当をさせて。それがだめなら、一生貴方の顔を見たくないから、今すぐ私を殺してちょうだい」

　固い決心の元、言い放った。クレセントは私を殺すだろうか、それとも頼みを聞いてくれるだろうか、これは一種の賭けだ。どれだけ私に執着しているのか、本当に愛しているなら承諾するはずだけど――。

　しばらく黙ってから、クレセントは牢守に鍵を開けさせた。

「アイリスの能力は既にわかっているからな。長居はさせない」

「ええ、いいわ」

　牢の中に入ると、すぐにアルスの胸の中に飛び込んだ。

「アルス、傷を診せて。すぐに手当をするわ」

「いいえ、それよりも逃げてください」

「ダメよ。手当が先。そうだお父様、お怪我はしてない？」

「大丈夫だ。父よりも大事なアルスの手当をしてやってくれ」

　大人げなく拗ねるお父様の意外な一面に、思わず顔を見合わせて笑った。大変な状況なのに、その笑顔は心の力となっていく。私は徐々に平静を取り戻した。

　鎧を外し、アルスは傷口をアイリスに向ける。

（これは……）

　鎧の下に私が作った薬草が入っていた。そのためか傷が治りかけていて、思ったよりも傷口は浅かった。さっきまで痛そうにしていたのは演技だったのかと、その名演技に感服した。でもこれを気取られてはいけないと、大げさに驚いて手を当てる。

　すぐに傷は消えていき、アルスの顔も血の気が戻っていく。

「ごめんなさい、私が捕まってしまったから」

「いえ、それよりも貴女を守れなかったのが悔しいです」

　そんなこと、思っているはずがない。幾重にも救出の手立てを考えるのがアルスだ。こうなることも想定内のはず。

　アルスは寂しい目を向けてくる。まるで私の後に控えているクレセントに見せるように。

「俺のために犠牲になどならないでください」

「いいのよ、水晶のお告げはこうなることを予期していたのかもしれないわ」

「ええ、俺はもうアイリスの元にはいないほうがいい」

「アルス……」

「せめて最後にお別れのキスを……」

　アルスの手が頬にかかり、柔らかな唇が頬に押し当てられる。まだ媚薬が残っているから、体の中を甘い痺れが駆け巡っていく。理性を失ってしまいそうだった。このまま抱きついて、アルスを全身で受け止めたい。そんな衝動に襲われる。

　やがて唇を啄むキスに震える。耳たぶを甘噛みされるころには、快楽に溺れてしまいそうだった。

「もうやめろ！　アルス、アイリスから離れるんだ！　おい、早くアイリスを牢から出せ！」

（え……アルス？）

　アルスはこれを待っていた。口角が上がり、クレセントが怒鳴っている間に、私に耳打ちしたのだ。

　牢番にむりやり引き離され、牢から出される。その間も、私たちは見つめ合った。必ず助けがくる。それを信じて小さく頷いた。
















第四十三章　クレセントとの結婚







　再び連れてこられたクレセントの部屋も、さっきより恐ろしくない。これから、どう対処すべきかを真剣に考える。

「ねぇクレセント、本当にアルスとお父様を助けてくれるのよね？」

「ああ、それはアイリス次第だと言ったはずだ」

「そう、じゃあ今後について、食事をしながら話しをしましょうよ。私、お腹が空いたわ」

　扉を開けて廊下に出ると、アダマスを呼ぶ。すぐに駆けつけたものの、部屋にいる私に対しては露骨に嫌な顔をしてみせる。

「アダマス、食事の用意をしてくれ」

「かしこまりました。ですが少々お話がございます」

　クレセントは頷いて、部屋を出ていった。一人になるとまた頭を巡るのは、アルスが囁いた言葉だ。




――黒幕はアダマスです――




　それをどう生かすか……。ふと窓を見た。殺風景な部屋にほんの少し外の風が入る。それはとても優しく私を包んでくれた。
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　食べきれないほどの豪華な食事が運ばれてくる。クレセントの精一杯のおもてなしなのだろう。だけど――。

「こんなにいっぱい食べきれないわ」

「残ったら、私が食べよう」

「まさか、その体のどこにこれだけの量が入るのかしら？」

「私は意外とよく食べるんだ」

「ふふっ、じゃあ、そういうことにしてあげるわ」

　ずっと恐怖に怯えて、悔しさや悲しさが入り混じった感情しかなかったのに、笑いが込み上げる。少なくともサファイア国にいる間は、彼の印象はよかったはずだ。それに夫候補として接していたときも嫌ではなかったから、どんな感情があっても憎めない部分もあるものだ。

　向き合ってテーブルに座ってから、人払いをお願いした。ただ、アダマスだけは下がらなかった。

「クレセント、私は貴方と話しがしたいの。アダマスも外へ……お願い」

「いいだろう。アダマス、下がれ」

「しかし、クレセント様！」

　もう一度アダマスを叱責すると、渋々外へ出ていく。それを見送って、まずはシャンパンで乾杯をした。

　思った以上に出された料理は美味しかった。

「腕のいいシェフがいるのね、このオードブル、とっても美味しいわ」

「まぁ、それが私の能力だからな」

　気をよくしたのか、クレセントが口走る。彼のジュエルは人の能力を倍増させることだった。だったら自国の民がもっと幸せになれるはず。どうしてその能力を活かさないのかとつい思う。きっとクレセントのせいではなくて、アダマスのせいなのかもしれない。

　そういえばアダマスもダイヤモンドのジュエルだ。黒幕がアダマスなら、ブラックダイヤモンドはアダマスということになる。相乗効果がさらに相乗効果を生んでいたのだろう。いったいどんな力がアダマスにあるのだろう。考えたら恐ろしくなった。

「ねぇ、アルスとお父様を助ける約束は絶対に守ってもらうわよ。それから、アダマスをどこか遠くへ行かせて……そうだ、占領した国がいくつかあったわよね？　そこに王として付かせるのはどうかしら？」

「いや、しかし、アダマスは私の側近として片時も離れたことがない」

　アダマスはそれほど特別なのか。それでもクレセントに彼は必要ない。というか、いてもらっては困る。露骨に嫌な顔をして見せた。

「じゃあ、私と結婚したらベッドの中までアダマスと一緒なの？」

　返事はなかった。どうしても踏ん切りが付かないでいるみたいだ。

「いいわ。結婚したら、私が片時も離れないでいてあげる。それならいい？」

「……そうだな。いいだろう」

　意外と私は愛されているみたいだ。やっとクレセントが承諾してくれる。

　そのとき、扉のすぐそばで黒い陰が動いた。この殺気はきっとアダマスだ。

（作戦は成功したみたい）

　人払いをしても、アダマスなら聞き耳を立てるに違いないと思っていた。私たちの会話を、一部始終を聞かせないと、意味がないのだ。

　二人の絆を壊しておかないと、勝算はないと考えたからだ。

　この後、アダマスがどう出るのか、気を引き締めないといけない。問題はまだたくさんある。

「よかった、では契約成立ね」

　高々とグラスを掲げて、カチンと合わせる。スパークワインが口の中で弾けて、爽快感を味わった。
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「さて、そろそろ私の妻になってもらおうか？」

「え？　結婚するんだから、そんなに急がなくてもいいでしょう」

　手を伸ばしてくるクレセントを牽制する。まだ薬が抜けきっていないから、自分がどうなるかわからない。

「妻になる女に指すら触れられないのは、よくないだろう。それにもうすぐ夜だ」

　どういう意味かは想像がつくけど、それをどう乗り切るかは考えていなかった。どうすることもできない状況に苛立ちを覚える。

「まだ早いわ、少し話をしましょうよ。結婚するにはクレセントを知らなすぎるわ」

　考えている姿が必死すぎたのか、クレセントは見透かしたような笑みを浮かべる。

「もういいだろう。話題も尽きた」

「いいえ、まだ……」

　立ち上がり、向かってくる。まだジュエルの力も使えないため、クレセントを拒むこともできずにいた。軽々と抱き上げられ、ベッドへと運ばれる。

「やっとアイリスが私のものになるのだな」

「いいえ、私は物じゃないから。そんなふうにいう人は嫌いよ」

　言葉を聞き流しながら、ベッドへと沈む。髪をかき上げながら、クレセントは今までで一番優しい笑顔を見せた。

「では私の愛しい人とでも言えばいいか？」

　不覚にも胸がドキッと高鳴る。

（これは媚薬のせいだから！）

　無意味な言い訳と、アルスの顔が浮かんでくる。

　愛しい人なんて呼ばれても困るのに、答える間もなく彼は頬を撫でて視線を唇へと移す。その所作の美しさに誘われそうになると、またアルスの顔が浮かんだ。

「……ま、待って、やっぱりダメよ」

「結婚するなら、問題ないだろう」

　少々力が出ないだけで、動けない訳ではない。悪あがきではあるけれど、弱々しくもクレセントに抵抗する。けれど難無くその手を掴まれて、そのままベッドへ縫い付けられるように拘束された。

（いったいどうすれば？）

　絶対絶命となり、目を閉じて唇を噛み締めた。

「アダマスです！　ここを開けてください！」

　けたたましく扉をノックして、アダマスはずっと叫び続けた。

「クレセント様！　ここを開けて下さい、大事なお話があります」

　クレセントは掴んでいた手を離して、ドア口まで歩いていく。何か小声で話をしていたが、急にクレセントが声を荒げた。

「アイリスは殺さずに私の元に置く、これは決定だ！　いいな？」

「……わかりました。では早いほうがいい。明日、婚礼の儀式を行いましょう。準備を急がせます」

「いいだろう。では明日の昼までに準備を――」

「かしこまりました。それから、くれぐれもアイリス様を愛でるのは式の後にして下さい。媚薬がそろそろ切れるころですから、夜を過ごして何かあっては困ります」

「……わかった」

　この部屋でくつろぐようにと言い残し、クレセントは式の準備を進めるために部屋から出ていった。

（とりあえず助かった……）

　外の様子を伺いながら、部屋の内側から鍵をかける。とはいえ、クレセントは鍵を持っているだろう。気休めにしかならないけれど、突然襲われるよりはいいはずだ。
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　やっと一息つける。今日一日、生きた心地がしなかった。殺されかけ、愛する人は捕らえられ、好きでもない人との結婚が決まるなんて、情報量が多すぎる。

「はぁ、疲れた……」

　ベッドに腰かけると、大きく息を吐き出す。明日はどんな日になるんだろう。アルスは脱出できるのかしら？

　そういえば、最後に詳しくはフィンに聞けって言ってた。フィンも城の中に潜入しているんだろうか。

「フィンを探さなきゃ」

　扉に向かうと、後から声がした。

「俺はここにいますよ」

「え？」

　誰もいないはずの部屋で、フィンの声が響く。いったい何が起こっているのか、それに振り返っても侍女すらいない。幻聴？　それとも――。

「絶対に大声を出さないでくださいね」

「フィン……なの？　どこ？」

　部屋をグルグル見回し、天井まで見上げた。どこにもいない。どうなっているのか、首を傾げたときだ。

「ここです」

　私の目の前に急にフィンが姿を表した。驚きでその場に崩れる。口を塞ぎ、とにかく声を出さないように務めた。

「うわぁ、アイリス様、驚かせてごめんなさい。すぐに声をかけるつもりだったんですけど、クレセントがなかなか出ていかないから……危うくラブシーンを見せられるところでしたよ」

　フィンも私と同様にその場に座り込んだ。

　一息ついてから、ようやくフィンと話しを始められた。フィンの能力は知っていたけれど、本当に姿も気配すら消せるとは思ってもみなかった。

「もっと子供騙しだと思っていたわ」

「まったく、俺の能力を甘く見すぎですよ。困るなぁ」

「本当にごめんね。それで、アダマスが黒幕ってどういうこと？」

「はい、エメラルド国へ行ったときにわかったそうです。ロイス王子がいろいろと調べてくれていて、アダマスが王族でしかもブラックダイヤモンドだと突き止めたのです」

　王族と聞いて、書庫にあった古文書を思い出した。王族で同じジュエルを持つ者、双子にブラックダイヤモンドが宿る。

「もしかして、クレセントとアダマスは双子？　しかもブラックダイヤモンドだったからアダマスのほうが強かったのね。ますます二人を離さないと」

「それよりも、今日の夜が心配です。もしもクレセントが夜這いなんかしにきたら、俺がアルス様に殺されます」

「それは絶対にさせないわ。アダマスを遠くへと言ったのも、仲違いさせるためよ。そうしたらアダマスは私を絶対に許さないから、クレセントを私から離すと思ったの」

「さすが、アルス様より策士の才能があるかもしれませんね。でも油断はできませんので、俺は外で見張ります。明日に備えて、ゆっくり休んでください」

「ええ、ありがとう。ねぇ、フィン、私にできることはない？」

　フィンは何かを思い出して、ポケットから小瓶に入った液体を差し出す。

「これ、ハーデスからです。もしものときの解毒剤だと言ってました。何でもこのレシピを考えたのはロイス様らしくて……ただ誰もこの薬を飲んで試してないので保証はできません。これは最後の手段だとハーデスが言ってました」

「ありがとう。でもハーデスが作ったならきっと大丈夫よ」

　フィンから小瓶を受け取る。これを使わないでいられればいいけれど、きっとそうもいかないとは思っている。祈るような気持ちでフィンが出ていくのを見送った。





＊　　　　　　　＊　　　　　　　＊






　いよいよだと思うと、さまざまなシナリオを考えてしまい、眠れずに朝を迎えた。

　差し込む太陽の光はとても優しくて、私の緊張をほぐしてくれる。

（どうすればいいんだろう？）

　昼にはクレセントとの結婚の儀が行われるというのに、逃げる気力も残ってない。というより、アルスが必ず助けにきてくれると信じている。

　だけどアルスとお父様が牢から出られたとして、その後はどうやってこの国を脱出するというのだろう。部屋の見張りをしてくれたフィンも、後で会いましょうと牢へ向かっていったけど……。

　逃げられるわけがない。それともクレセントを倒せば情勢が変わるの？

　それよりも倒せなかったら？　このまま儀式が始まって、アルスとの縁を切られて、次にクレセントとの縁をつなぐことになる。なんとも面倒で嫌な手続きだ。

　一縷の望みを託して、なるようになれと少々自暴自棄に陥り始める。

　朝食が運ばれて来たのは、そんなタイミングだった。食欲もないし、何か薬が入っているかもしれないと手がつけられない。

　お腹が空いたら食べるようにとフィンからもらったパンを隠し持っているし、解毒剤の小瓶も胸の辺りに下着で隠した。

　私の準備は万端だった。

　部屋でそのときを待っていると、侍女が支度のために呼びにきた。

　景色の変わらない廊下を歩かされ、城の奥にある祭儀場へ案内される。その隣の部屋で、支度が整えられていく。

　急いで準備したとは思えない豪華なドレスは、白地にプラチナの糸で刺繡があしらわれていた。見た目は純白だけど、歩いたり揺れたりする光の加減でその刺繍がキラキラと輝きを放つのだった。ティアラは真ん中に大きなサファイアがあり、それを囲むようにダイヤが散りばめられている。これから私を守るのはクレセントであると、知らしめるかのような宝飾だ。

　あとは式を待つばかり。動揺は見せず、もしものときは華々しく散ると決めている。

　そうして昼の鐘がなった。

　とうとう婚姻の儀式が始まる。私はそっと目を閉じて名前を呼ばれるのを待った。

　扉がゆっくり開くのがわかる。侍女の迎えだと思い振り返る。

　そこに立っていたのは――。
















第四十四章　最終決戦！







「アダマス？」

「ええ、そうです。最期ぐらいは美しく着飾って逝かせてやりたいと思いましてね、このときを待っていました」

　アダマスは不気味に笑うと、するりと剣を抜いた。凄まじい殺気、確実に私を殺そうとしている目だ。恐怖で後ろへ下がるも、足がもつれて座り込んでしまった。

　アダマスは一歩、また一歩、恐怖を植え付けるように歩いてくる。

「貴女がいなければ、私のクレセント様は狂わずにすんだんですよ。許せませんね、真っ白なドレスですが、赤く染めて差しあげましょう」

　一瞬で間合いを詰め、剣を振りかざす。思わず手で顔を隠したとき――。

　キーンと剣のぶつかる音が部屋中に響いた。目の前に素早く飛び出してきたのはアルスだった。

「アルス？」

「アイリス、無事ですか？」

　振り向いて笑うアルスは、確かに私の想い人だった。

「よかった。ちょっと遅いぐらいよ」

「それは怖い思いをさせましたね、申し訳ない」

　アルスの微笑みにジュエルが共鳴する。これでやっと安心できた。

「もう、大丈夫ですよ」

　そうして視線をアダマスに戻し、剣をぐっと押し返す。

「いったいどうやって？」

　今度はアダマスが混乱する番だった。交わった剣を一旦離して、アルスと距離を置いて剣を構え直した。

「悪いな、俺にも優秀な側近のフィンがいるんだ。牢を開けるなんて容易い。それとお前の正体もわかっている。アダマスがブラックダイヤモンドで、黒幕だろ？」

「ええ、うまく隠せていたでしょう。私は王族で、クレセントの双子の弟なんですよ」

　隠すことなくアダマスがふっと笑う。それを受けてアルスは剣を握り直した。じりじりと詰め寄ると緊迫した空気が流れていく。

「やはり貴方は一番最初に潰しておくべきでした」

　再び剣が交じわる。アルスと互角に戦えるアダマスは、怒りに任せて剣を左右に振って切り付けてきた。アルスは後ろに私を庇いながらも、瞬時に剣筋を見極めて防御している。

　「これはいったい……」

　騒ぎを聞きつけてやってきたクレセントは息を飲み、アルスを凝視した。そしてアダマスに加勢しようと剣を抜く。

「やっと来たな」

　その言葉にクレセントが笑う。

「この部屋の周りに兵士を置いた、もうお前たちは袋の鼠だ。逃げられないぞ」

「わかっている。だが俺の目的は、ブラックダイヤモンドを倒すことだけだ」

　ゆっくりと間合いを詰めて、クレセントとアダマスを交互に見比べる。はるかにアダマスの持つ剣のほうが、負のオーラが強かった。

「アイリス、俺にジュエルの力をくれませんか」

「いいけど、いったいどうやって？」

「ただ薬草に込めたように念じてくれればいい。この剣が碧色になるように」

「わかったわ……」

　願うだけで剣が強くなるだろうか。ひたすら祈ってみたけど、剣は漆黒からいっこうに変化する気配がない。

「本当に願うだけでいいのよね？」

「……実は俺も定かではないんですけどね」

「やっぱり、そうだと思った」

　気を送るだけで色が変わるのは、どうにも信じきれない。それでも必死で祈る自分がいる。アルスの力になりたい、理由はそれだけだ。

　その間にアルスとアダマスの攻防が再び始まる。そこにクレセントも加わった。ブラックダイヤモンドという敵が二人になっては、さすがのアルスも苦戦を強いられる。

　それでも止まることなく、アルスは剣を交わし続けた。

　しかし狭い部屋の中で、私を庇いながら戦うのは限界がある。兵士が外を取り囲んでいるので、クレセントたちを倒しても勝機がないかと思われた。

　けれど――。

　そのもっと奥、城の外が急に騒がしくなった。

「来たか？」

　アルスは戦いながら呟くと、外で兵士の叫ぶ声を聞こえてくる。

「四方から敵兵が城に向かっております！」

　アルスはこのときを待っていたようだ。

「もう諦めろ、我々の同盟国がこの国を包囲するために立ち上がってくれた。この部屋を包囲したと言ったな――」

　すかさず、クレセントの剣を受け止め対峙する。

「クレセント、俺たちはお前の国を包囲した。もう諦めてくれ。俺はお前たちを殺したくはない」

「戯言だな。私たちはやるかやられるかだ！」

「だったら俺は俺のやり方でお前たちを倒す！」

「できるものなら、おやりなさい！」

　とたんに、アダマスの剣から黒く淀んだ光が広がっていく。次第に容姿も変化して、オッドアイになった片方の目が銀色に輝いた。妖艶にもとれる美しさに加え、憎悪が渦巻いているからゾッとする。

　クレセントもそれに合わせるように、オッドアイへと変化していく。

　アルスはいたっていつも通りなのに、構えた彼の剣はまだ変化がない。それでも少しではあるが、くすぶるように赤い線が見え隠れする。

　ここまで二人が変化したのだから、剣を交えなければ収まりがつかないようだ。

　兵士が次々に報告に来る。それによると、今この城を攻めているのは、エメラルド国、トパーズ国、アクアマリン国、パール国が、サファイア国の援軍として加勢しにきてくれているらしい。

　そしてルビー国。この国は隠密として活動し、ディオニス大王を牢から連れ出していた。

　部屋の周りを取り巻いている兵士は、どちらへ加勢すればいいのか考えあぐねていた。隊が乱れ始めると収拾がつかなくなり、部屋の外と中で右往左往しているのが横目で見て取れる。

「お前たちに、逃げ道はない。諦めろ」

「わかっています。ですが、私の目的はあくまでもアイリスを殺すことですから」

　そう言ってふっと笑うと、アダマスはクレセントにアルスの相手を任せて、ざわついている兵士たちに向かって叫んだ。

「アイリス女王を捕らえよ！」

　兵士たちは突然、我を忘れたように私のほうへ進み始めた。

　まるでお父様が使う言霊のように、何かに操られているようだった。

「くっ……フィン！　どこにいる？　アイリスを守れ！」

　クレセントを相手にしながら、アルスが叫ぶ。

「言われなくても、アイリス様のそばにいますよ」

　ふいに現れて兵士を驚かせながら、剣を抜くと一気に兵士たちを倒していく。

「アイリス様、今のうちに部屋を出ましょう。外のほうが安全です」

　私の手を取ると、フィンは走り出した。けれど部屋の入口辺りで、アダマスが立ち塞がる。

「逃がしませんよ、ここで終わらせなければ」

　アダマスは素早い動きで方向転換し、私に切りかかる。それをうまくフィンが交わしてくれたが、腕に剣が刺さって傷を負った。

「フィン！」

　腕を押さえてうずくまるフィンの傍らで、すぐに傷を治しながら、アダマスを睨んだ。

　フィンの傷はすぐに癒えたが、アダマスはすかさず回り込んで私を手中に納めた。

「アイリス様！」

　腕をつかまれると、身動きが取れなくなる。いつもならここでジュエルの力が働くのに、何故か力が入らなかった。

「何で力が……？」

「クレセント様は騙せても、私はそうは行きません。行動はすべてお見通しなんですよ。薬は口にするものなら何にでも仕込んでおけるんですよ」

　アダマスは自分の唇を手でなぞる。

（あ、化粧で使った口紅？）

　油断したことを後悔する余裕もない。とどめを刺そうとアダマスの剣が光った。

「アイリス！」

　クレセントを剣で弾き飛ばすと、私を庇うために抱きしめる。素早く身を引いたものの、剣はアルスの脇腹に突き刺さった。

「ぐっ……」

「アルス……アルス!! !!」

　苦痛に顔を歪めながらも、力を込めて私をフィンのほうへ追いやる。

「貴方も甘すぎです。こんな女のために命を捨てる気ですか？」

「ああ……それでアイリスが助かるなら、喜んで捨ててやる」

　刺された脇腹を押さえながら、すぐにアルスは剣を構える。

「アルス、すぐに手当を！」

「大丈夫です、それよりも早く、アイリスの力を取り戻してください」

「ダメよ、先に傷を……」

　いうよりも先にフィンがさっと手を引いて、後ろに庇った。

「アイリス様、昨日渡した解毒剤を飲んでください！」

　動揺して何を言っているのか、意味を理解するまでに少し時間がかかった。ドレスの胸の辺りに隠していた小瓶を出すと、一気に飲み干した。体中を熱い血が駆け巡り、ジュエルの力が蘇ってくるのをひしひしと感じた。

　アルスは傷口を押さえながら、私の力が戻るまでの辛抱だと再び剣を構える。

「どこまで持つでしょうね」

「それはこっちの台詞だ」

　負け惜しみとも取れる言葉だ。前にはアダマス、横からはクレセントの気配を感じた。

　どちらを先に倒すか、間合いをはかっているとクレセントが動く。

　振り上げられた剣を受け止めると、すぐ前にいるアダマスが襲ってくる。アルスは交わした剣を押しやって、クレセントがバランスを崩すように仕向けた。そこへアダマスが剣を振り下ろす。

「うぐっ……」

「っ!!　クレセント様っ！」

　クレセントはアダマスの攻撃の盾となって、倒れていく。

「よくも、私のクレセント様を!!」

　再び剣をアルスに向けて、襲いかかる。受け止めた剣は、アダマスの怒りとクレセントを傷つけてしまった自責の念で震えていた。

「アイリス、クレセントの手当を、それからブラックダイヤモンドを浄化してください！」

　フィンが倒れているクレセントから剣を奪って、安全を確保する。それからクレセントを壁のほうへ運び、私を呼んだ。

「クレセント、生きてるわよね？」

　首元に指を当てて、脈打っているのを確かめる。どくんどくんと指に生きている音が伝わり、ホッと胸を撫でおろした。すぐに背中の傷の手当をしながら、クレセントのジュエルを探る。

　語りかけるようにブラックダイヤモンドの奥へ入り込み、サファイアの力を加えていく。

「ううっ……ゴホッ……」

　体から黒いオーラが湯気のように舞っている。浄化については生前のお母様に聞いたきりで、実践はクレセントが初めてだった。何が起きるのか、誰も知らなかった。体が消滅するかもしれないし、ジュエルが消えて廃人になるとも予想されていた。うまくやれば人は助かるとも言われている。とにかく歴史的にも浄化が行われた事実がないため、こればかりはやってみないとわからないのだ。

　完璧にできなかったらという不安もあるけど、それでも今はやるしかない。クレセントが持つブラックダイヤモンドに、さらにサファイアの力を注ぎ込んでいく。

「傷は治ったけど、全然ジュエルが変化しないわ。まだ力が回復していないのかしら？」

　誰に問うのでもなく、焦ってさらに力を込める。クレセントは生気なく動かなくなっている。

（どうしたらいいの？）

　クレセントを心配してか、アダマスの心はかなり乱れていた。それは剣にも現れていて、どうにも判断のつきにくい動きを繰り返しているように見える。

「アダマス、もう終わりだ。剣を捨てろ」

「そうはいきません。クレセント様の仇は私が取らなければ……」

「クレセントはまだ生きている。だから落ち着け！」

　もはや聞く耳を持たず、目を血走らせて右往左往に剣を振るのをアルスは素早く避ける。

「まだそんなに早く動けるのですね」

「ああ、俺の傷はもう回復しているからな」

　アルスは服の下に、私の力を宿した薬草で編んだ布を身に着けていた。刺されてすぐに、脇腹を押さえたのは薬草を傷口に当てる意味もあった。傷が深くても回復が早いのは立証済みだった。

「姑息な真似を……」

「悪いな、ここからは手加減はしない」




――キーン――




　さっきよりも力強く剣が合わさる。アルスの動きも次第に早くなり、アダマスが劣勢になっていく。いつの間にかアルスの持つ剣の色も、赤に碧が混ざり紫になっていた。

　力が戻っているだろう、このまま碧色に変化すれば、必ず勝てる。アルスはそれまで力を蓄えていたのだ。

「アイリス、クレセントはどうですか？」

「それがジュエルが変わらないの。傷は治っているのに、ピクリとも動かなくて――」

「わかりました。やはりアダマスの力が大きいのかもしれません。俺にアイリスの気を送ってください。アダマスを浄化します」

　頷いて、手に移したジュエルの欠片を輝かせる。そのままアルスへ送ると、一筋の光となって、ジュエルが剣とアルスを包んでいく。

　紫がサファイアのような輝きの碧に変わる。剣にやっと私の力が加わった。

「よし、アダマス、いくぞ！」

　アルスは剣を振りかざした。アダマスも負けずにそれを受け止め、また金属音が部屋に響き渡る。

　既に外は決着が着いたのか、援軍としてこの城に乗り込んできた各国の王子たちが敵兵を蹴散らして部屋に入ってきている。そうして凄まじい争いを、部屋の隅で見守った。

　アルスは強く剣を握ったその隙を狙い、アダマスは懐に入ろうと突っ込んでくる。目にも止まらぬ早さで、誰も状況を理解できなかった。ただ、金属音が響いたと同時に、アダマスは足を切りつけられていた。がくんと膝から落ちると、アダマスは持っている剣を自分に向けて突き刺した。
















第四十五章　戦いの果て







「アダマス！」

　すんでの所でアルスがその剣を弾き飛ばした。アダマスはすべての力を使って、床に落ちていく剣を拾いに走る。それを羽交い絞めにしてアルスが止めた。

「離してください。もう私に生きる意味などない」

「このままではダメだ。自暴自棄になるな！」

　アルスは暴れるアダマスをしっかりと後ろから抱きしめる。

「アイリス、このままアダマスを浄化してください！」

「でも、それだとアルスにも影響が起きてしまうかも」

「それでもいい。一緒に浄化してくれて構いません」

「そんな、どうなるかもわからないのに？」

「ええ、わかってます。ですがきっと大丈夫です」

　暴れていたアダマスがふっと力を緩めて、うっすらと笑う。

「お人よしにもほどがありますよ。このまま死ぬと言っているのに阻止するし、私と一緒に浄化されようなんて……バカですね」

「そうだな、だが俺はお前を助けたい」

「私と一緒に浄化されたら、消滅するかもしれないんですよ」

「そうなるなら、仕方ない。それが俺の運命だろう」

「……私はそんなバカな人と、一緒に浄化されたくありません！」

　ぐっとアルスの腕を掴んで、渾身の力で振りほどく。そのままアダマスは勢い余って、私のほうへ倒れ込んでくる。

「アダマス！」

　アルスの叫びを聞き、アダマスはとても優しい笑みを浮かべていた。

（アダマス）

　アルスを助けたいという、彼の厚意だとわかる。私はジュエルの力を集めて、倒れてくるアダマスの心臓をめがけて気を放つ。

　青い光がアダマスの全身を包むと、心臓からブラックダイヤモンドが飛び出した。抜け殻のようになって床に倒れ込むアダマスは、先ほどのクレセントのように微動だにしなかった。

　でもそれで終わらなかった。宙に浮いた漆黒に光るジュエルが、私めがけて飛んできた。

　アルスは急ぎ前へ回り込むと、碧い剣でそれを真っ二つに断ち切った。

　二つに割れたジュエルがボトンと床に落ちると、中から美しいダイヤモンドが現れる。

　一つはクレセントへ、そして一つはアダマスの心に戻っていく。

　倒れているクレセントとアダマスの傷の手当をすると、体がピクッと動く。次第に苦痛に歪んでいた顔が優しい顔になっていった。

　ずっと見守っていた王子たちも、駆け寄りその周りを囲む。

「アダマス、しっかりしろ。大丈夫か？」

「クレセント、起きて。もう大丈夫よ」

　それぞれに声をかけると、二人は同じタイミングで目を覚ました。クレセントの漆黒の瞳は以前よりも輝いていて、凛とした美しい顔立ちは表情がとても穏やかになっている。

　アダマスも同様に眼光の鋭さが消えて、艶のある美しい顔つきになり、クレセントにとてもよく似た表情になっていた。

「私は……夢を見ていたようだ……」

　頭を抱えて、今の状況を把握しようとしているクレセントへ、ここまでの経緯を皆で話して聞かせた。

　浄化したことにより、恐ろしい考えもすべて消えてしまったようである。

　幼い日の記憶を辿り、クレセントがぽつりぽつりとダイヤモンド国のこれまでを語り始めた。

「父はサファイア国との同盟を望んでいたが、隣国に騙されて思考がおかしくなってしまいました」

　悪しき伝統の儀式が存在し、それを証明しないと同盟国と認められないという嘘を信じ込まされた。最初は同じ境遇で育てなければいいのだと言われ、アダマスはクレセントの側近としての人生を歩むこととなった。

　だが成人したころに、アダマスはクレセントの双子の兄弟だと知り、自分たちを苦しめた国をまず攻略していこうと決めたそうだ。

　すべては、ブラックダイヤモンドが憑りついたせいで起きたことだ。負の感情につけ入って、心も人格も変えて操る。それでアダマスに私の命を狙わせたのだから、本当に恐ろしい悪魔石だ。

「私の役割は、憑りついたブラックダイヤモンドを消滅させることだたったのね？」

「そうみたいですね」

「二人が本来のジュエルに戻ってよかったわ」

「ええ、だから大丈夫だと言ったでしょう？」

　ふうっと大きく息を吐いて、アルスが笑う。

「ウソウソ、絶対に怖かったはずよ、顔に出てたもの」

「いいえ、絶対に違います……」

「とは言い切れないわよね？」

「……ええ、好きに言ってください」

　アルスはふっと笑顔になると、改めて周りを見渡した。

　そこにはロイス、リュウ、ディーンがいて、その側近たちも後ろに控えて穏やかに笑っている。

　クレセントとアダマスが元に戻り、再びこの国はダイヤモンド国となった。

　アダマスを王族に戻す手続きをして、クレセントは領土を一国分け与えて統治させると宣言した。さらにクレセントはサファイア国との同盟を正式に結びたいと申し出る。

「もちろん、お受けするわ。ただし、私の国へ来てもらうわよ」

「そのつもりです。アダマスが統治する国も同様に頼みます」

「ええ、いつでも歓迎するわね」

　各国の王子たちもダイヤモンド国の同盟入りを歓迎してくれる。

「次は全員サファイア国で会おう」

　アルスの呼びかけに、皆が誓いの剣を上げる。突き合わせた剣先が光り、その波長が部屋を虹で飾っていった。
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　すべてが元通りになった。将軍に護衛されて、お父様の無事も確認する。感動の親子の再会は牢の中で果たしているので、とにかくケガがなかったのを喜んだ。

　挨拶を交わして、各国の王子たちが軍を率いて帰っていく。

　それを見送ると、アクアマリン国のリュウが船の用意ができたと呼びにきた。

　どういう訳か私を船に乗せたいと言い出して、一緒に帰ろうと誘ってくれたのだ。サファイア国はそれに便乗させてもらうことにした。

　船に乗ってみたい気持ちもあったけど、理由はそれだけではない。

「帰りも一緒だね～、アイリスちゃん」

　リュウが嬉しそうに、船に乗り込むまで相手をしてくれる。

「ねぇ、アルスの所に行かなくてもいいの？」

「よくないけど、いいの。ちょっと気まずいのよね」

　結局、船に乗るまで一言もアルスと口を聞かなかった。

　ブラックダイヤモンドに操られていたとはいえ、私を妻にしたいというクレセントの気持ちは本物だった。不覚にもちょっとときめいてしまったのも後ろめたいし、襲われている姿も見られてしまった。

　戦っているときは無我夢中だったけど冷静さを取り戻すと、どう対処していいかわからなかった。アルスも同じなのか、もしくは私から何か言ってくるのを待っているのか、どこかぎくしゃくしたままだ。

　もちろん一緒の船室を用意してくれているだろう。でも、二人きりになるのは更に気まずい。

（アルスに何て切り出そう……）

　すっかり日が暮れた船室の窓から見えるのは、穏やかな海と瞬く星だけ。それをずっと眺めていると、アルスが後ろから抱きしめてくる。

「何でずっと黙っているんですか？」

「アルス……」

「言いたいことがあるなら、言ってください」

　まずはアルスがケガをしたとの報告を鵜呑みにして、判断を誤ったことを謝罪した。そして――。

「つかまってしまって、ごめんなさい。助けてくれて、ありがとう」

「謝罪もお礼も、心がこもっていませんね。俺に言えないできごとでもありましたか？」

「……ない」

「本当でしょうか？　その返事はあるって言ってるように聞こえますけど」

「はぁ？　ちょっと、なんなのいっあ……ん」

　文句の言葉はアルスの口づけによって、半分も言えなくなる。そのまま深く激しくアルスの舌が侵入して、舌を絡めながら吸い上げていった。荒々しいキスが私の思考を弱めていく。

「ずっとアイリスとこうしたかったのに……貴女って人は……」

　部屋着はすでに紐が解かれて、いつでも脱げる状態になっていた。それでもアルスは服の上から、手で体を愛撫していく。

　何度も何度も唇を重ね合わせ、会えなかった時間を埋めていった。

　たわわな果実を揉みしだかれていくうちに、その先端が部屋着の布からつんと突き出た。その周りを焦らすようにアルスの指が何度も撫でると、柔い刺激に体が疼き始める。

「はぁ、んんっ、んぁ」

　貪るように舌を吸い上げられるたびに、喘ぐ声が部屋に響いた。長く深い口づけが終わるころには、体中がアルスを求めていた。それを見透かすように、私を抱きかかえて、ベッドへ運ぶ。体を沈めながら、ゆっくりと部屋着を剥ぎ取った。

「ひとつ大事なことを聞きます。クレセントとは何もありませんよね？」

「あるわけないでしょう」

「そうですか……。よかった、あんな場面を見るのは二度とごめんです」

　服をすべてベッドの下へと落とし、素肌を露わにさせる。

「この体は俺以外、もう誰にも触らせない……」

　耳元でそう囁くと、耳たぶをかじられる。チクッと軽い痛みは、私への独占欲の表れだろうか。アルスの唇は首筋を通り、胸の膨らみまで愛撫しながら進む。頂きまでたどり着くと、固くなっている実に歯を立てる。

「はぁっ、ん」

　甘い痺れが体中に走った。そのまま歯で固定すると、舌が先端を刺激する。片方は指でコリコリとしごかれて弄ばれる。

「あぁ、だ、だめぇ……ん」

　与えられる快楽があまりにも強く、刺激されるたびに体がびくびくと反応していく。

「ずっと貴女が欲しかった。これぐらいじゃ、足らないんです」

　アルスの手がするりと体の曲線をたどりながら、足の間へと滑りこむ。指がゆっくりと秘裂を割って、中にある秘芽を探りあてた。

「ここはどうですか？　何もされていませんか？」

「ええ、本当に……な、なにも……ぁっ、あぁん」

　待ちきれずに膨らんでいる秘芽を指で擦られる。溢れだした蜜がくちゅくちゅと淫音を響かせると、体は羞恥と悦で震えた。

「なら、もっと俺を欲しがって……」

　囁くアルスの声はとても官能的で、耳元で響く度にぞくぞくする。

「あぁっ……そこはっ……いや、あぁん」

「こんなに濡らしてるのに、嫌なんですか？」

「ちがっ、……あん、そこばっかり……ああぁ」

　アルスの舌が甘噛みした実をまた味わいはじめ、指は強い刺激で秘芽を擦り上げる。のけぞるほどの快感が、全身を翻弄していった。

「そろそろ俺が欲しくなりましたか？」

「なっ、なにそれ……あぁん、ひゃぅっ」

「ほしいと言うまで、こうしますよ」

　固く縮まった実に少し強く歯が立てられた。秘芽を擦っていた指は、そのまま奥へと滑り蜜壺へと沈んでいく。

「ひぁっ、あぁん……だ、だめぇ、あぁっ……はぁっ」

　さっきよりも強い快楽により、腰が自然と浮いてくる。蜜壺の中に指が増やされ、その度に媚肉を這っていく。とうとう三本の指を咥え込んで、はしたなくも腰はアルスを求めて動き出した。

　蜜壺を搔きまわされ、ぐちゅぐちゅといやらしい水音が耳に届く。もう指の動きだけでは、もどかしくなり羞恥心を麻痺させていった。

「あぁ……アルスが、ほ、ほしい……きて……」

「ええ。アイリスの可愛い声を、もっと聞かせてください」

　囁きと同時に、指が抜かれる。そして一気にアルスの昂ぶりが蜜壺の最奥を突きあげた。

「やぁっ、あぁ……ん、い、いいっ……」

「そんな声で俺を煽らないで……優しくできないでしょう」

　激しい律動が始まると、指では味わうことのできなかった恍惚の波が押し寄せてきた。

「あぁっ、はぁ……んぁ」

　もうその悦に抗うことができずに、激昂の抽送に喘ぐしかなかった。あらゆる角度から最奥を貫き、責め立てられていく。

「そ、そこは……やぁっ……」

「貴女の、一番いいところでしょう？」

「あ、あぁっ……はぁ」

　熱い昂ぶりが質量を増やしながら、媚肉を擦り、淫らな音に私は善がり喘ぐことしかできない。もう何度も肌を重ね、弱い場所を知り尽くされている。

　ジュエルからも湧き出てくるアルスへの想いが合わさって、息もできない快感となる。

　最奥にある襞へ抜き差しを繰り返し刺激され、背中が弓のようにしなる。

　アルスはつんと突き出た胸の膨らみを掴み、指でその実を摘まみ上げた。

「っ……だめっ……そんな……も、もう」

「一緒にいきますか？」

「あぁっ、お願い……」

　繰り返し責められ、甘い痺れが全身を襲う。律動はさらに高みを目指して、早い動きを繰り返していく。

「アイリス……愛してる」

「私、も……あ、あ、ああぁっ！」

　白濁の愛が最奥へ注がれると、極上の快楽が駆け巡っていく。私は恍惚で体が震えると、アルスの愛に包まれながら意識を手放していった。
















第四十六章　ジュエルの導き







　気がつくとまだ夜明け前で、室内は薄暗かった。

　隣には私の寝顔を見ているアルスがいる。眠れないのかと聞くと、首を横に振った。

「貴女が隣にいる幸せを噛み締めていたら、寝るのが惜しくなりました」

　その言葉にジュエルが震える。愛し合った後だけど、心はまだアルスを求めていた。

「アルス……」

　私は大きく両手を広げて、彼を迎える。吸い込まれるように、アルスが胸の中に飛び込んできた。しっかりと抱き合うと、一瞬で力が抜けていくようだった。

「アルスが無事でよかった」

「俺もです。アイリスが連れ去られたと聞いたときは生きた心地がしなかった」

　両手で頬を優しく挟むと、アルスはそっとキスを落とす。そのまま見つめ合い、さらに深く口づけしようと顔を近づけていく。

「だから、今夜は朝までこのままですよ……」

　アルスは何度も私の唇をついばみ、離そうとしなかった。私たちは再びベッドをきしませて、愛を注ぎあい、溺れていった。
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　王族の帰還は市民たちを熱狂させた。その歓声でやっと大勝利を実感できる。

　ここからは公務において、隣国との同盟の強化、まだ同盟を結んでいない国への働きかけなど、怒涛の忙しさだった。

　まず一番に行ったのはお母様の埋葬だ。お父様は城から見える小高い丘の上にお墓を作らせた。いつまでもこの城を見守れるようにと願いが込められ、美しい姿のまま永遠の眠りについている。

　お父様は公務を私たちに任せて、同盟国を旅しながらサファイア国との友好関係をつないでいく活動を始めた。

　私たちの新婚生活を邪魔したくないとの名目だったが、サファイア国にはお母様との楽しい思い出がありすぎる。その心の傷が癒えるまで旅に出たい、それがお父様の本音だと思う。
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　ある日、同盟国から書状がいくつも届いた。内容はどれも同じで、戴冠式と結婚式のやり直しを提案するものだった。

「これだけの偉業を成し遂げたのですから、盛大に行いましょう」

　ハーデスの了承により、招待状はすべての同盟国へ送った。

「特にアダマス王には盛大に祝ってもらいましょうね」

　さまざまな趣向を凝らして、戴冠式と結婚式の準備を急いだ。
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　何だか夫候補を招いた日のときのようだ。

　各国の王子たちが再びサファイア国に集まってくる。

　少し違うのはルビー国から、アルスの両親とお兄様がかけつけてくれたことだ。サファイア国の大王であるお父様もこの日ばかりはと帰還している。

　平和な世の中と国の繁栄のためと称した戴冠式と結婚の儀式が厳かに始まった。

　今日のためにあつらえたウェディングドレスは、純白であるのはもちろん、淡いブルーとピンクの花が肩口を飾り、胸元と裾にはパールとダイヤモンドが散りばめられた豪華なものだった。

　長いヴェールには全体に刺繍が施されて、ドレスに彩を添えている。

　アルスは白のフロックコートで、襟元と裾に私とお揃いでパールとダイヤモンドを飾った。男性的なシルエットが身長の高いアルスにはとてもよく似合っている。

　祭壇の中央にはお父様がいて、まず自らが大王の位になる式をハーデスによって行う。

　正式に大王となったお父様が今度は女王である私に冠をかぶせてから、ヴェールダウンする。

　次にアルスが正式に女王となった私から冠を受けた。

　一度は取り込んだガーネットに大王の気を贈ってもらうと、サファイア国王と女王の誕生をつげる大砲が鳴る。城の外から国民の歓声が聞こえてきて、幸せを実感する戴冠式となった。

　これこそが私の望んでいた戴冠式だ。心の中にあるお母様のジュエルにも語りかけ、きっとお母様が見守っていてくれると空を見上げた。

　式は結婚の儀へと移る。

　参列者の前で愛を誓い、アルスが厳かにヴェールを上げてくれる。誓いのキスをして、粛々と儀式は進んでいった。

「次はパレードでございます。準備がございますので、式典の間でお待ちください」

　ハーデスは、隣国から集まった王子たちから祝福の言葉が贈られることになっているとも付け加えた。

　式典の間で、王子たちを出迎える準備をした。まだ誰もいない部屋で改めて、お互いの姿を眺める。

「アイリス、とても綺麗ですよ」

「貴方もよ、アルス。とっても素敵だわ」

　両手をつなぎ見つめあう。二人で辺りを見渡し、誰もいないのを確認してから、そっと唇を重ね合わせた。柔らかい感触にお互いのジュエルが共鳴し始める。もう一度、今度はもっと深く長いキスをしようと唇を合わせた。

「ゴホゴホッ、ちょっとちょっと、ラブラブなのはいいですけど、もう王子様たちがいらっしゃいますよ」

　いつの間にかフィンが呆れ顔で入口に立っている。ハッとして体を離すと、ガヤガヤとこちらに向かってくる気配を感じた。

「フィン、知らせてくれてありがとう」

「どういたしまして」

「それより、お前はいつからいたんだ？」

「あっ……そうだった。いつからいたの？」

「いや、ほらお二人とも綺麗で、素敵ですよ」

　ほぼ最初からいたらしい。でも誰よりも嬉しそうに笑うフィンを怒れなかった。
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　「今日はどうもありがとう。皆が祝福してくれて嬉しいわ」

　そう挨拶すると、すっとディーンが挨拶に来る。

「ディーン、来てくれてありがとう」

「お礼なんていいよ、とてもいい式だったね。僕が結婚するときはかけつけてよね」

　肩をすくめてディーンが笑う。彼はトパーズ国を奪還したときに何かの役に立つかもと勘が働いて、クレセント側の兵士の鎧を手にいれてくれていた。

　私が連れ去られたとき、アルスがその鎧を使って兵士になりすまし、ダイヤモンド国へ入国できたのだった。

　おかげで一人で城へ入れたと、アルスが礼を言い頭を下げた。

「僕のことも忘れないでよね～、そのアルスを誰よりの早く城に連れて行ったのは僕なんだから～」

　リュウがどや顔で一歩前に出てくる。

　敵の兵士になりすましてから、アルスは当初の予定通りアクアマリン国から船でブラックダイヤモンド国へ入国したのだった。

　船ではパール国の海境内を通る許可をもらっていたので、嵐を味方につけて最短のルートで敵国へ入国することに成功した。

「リュウの航海の経験があったからこそね、ありがとう」

「ああ、リュウがいなかったら、あんなに早くアイリスの元に辿り着けなかった。ありがとう」

　アルスはリュウとしっかりと握手を交わした。

　次にやってきたのはロイスだ。

「まぁ、最終的に私があの国境にいなかったら、今ここにアルスはいないがな」

　悠然と風を切るようにアルスの前に立つ。

「ええ、確かに、お互い罠だと感じていたからこそ、丸く収まりましたね」

　アルスが援軍を出してエメラルド国へ入国しようとした日。エメラルド国にはサファイア国が攻めてくるという偽情報が流れていたのだった。

　国境に物々しい数の兵がサファイア国に向かって厳戒態勢で構え、やってくる援軍を攻めてきたと思わせる手はずだったのだろう。

「援軍の指揮がアルスでよかった。君なら絶対に罠だと疑ってかかるだろう？」

「ああ、こちらも疑り深いロイスがいてくれて助かった」

　鉢合わせても戦にならなかったのは、二人の性格が似ていたからなのだろう。

　しかもロイスは、アルスが世界を滅ぼす王になるという予言も疑っていたそうだ。

「私の国にもね、ハーデスと同じジュエルを持った予言者がいるんですよ」

　ロイスの国では予言者は国の決めごとなどはしないらしく、めったにお告げを見ることもないという。

「だから満月のパワーを貯めていると思って、お告げをさせてみたんだ」

　決してハーデスの資質を疑ったわけではないと付け加えて、サファイア国の王にアルスが相応しいか聞いてくれたそうだ。

「お告げを聞きたいか？　アルス、いや、正確にはラッドが王になると、暗黒の世が――」

　ロイスは身を乗り出す王子たちを引き付けて、ためにためて言った。

「暗黒の世が……終わると出た」

「ということは、夫に選んでよかったのね」

「ああ、そういうことだ」

　ロイスは独自にブラックダイヤモンドについても調べてくれていた。伝説でしかなく、本当に存在するのかも怪しいジュエルだが、負の感情を餌としてジュエルを浸食していくものだとアルスに教えたという。

　私に渡した解毒剤のレシピはロイスの研究の賜物だった。調合は薬草が豊富にあるサファイアの国でハーデスが請け負ったが、それがなければ浄化は難航しただろう。

　ダイヤモンド国のクレセントに双子の兄弟がいることも調べてくれたのもロイスだ。

　アルスはそれでアダマスが双子の弟だと確信し、黒幕がアダマスであることをつきとめたのだった。

「ロイスには頭が上がらないわ。本当にありがとう」

「いや、私は調べてアルスに教えただけだ。それからの機転の利かせ方はアルスにしかできないことだと思ったよ」

　ロイスの優しい微笑みに、アルスは苦笑いだった。

「それについては礼をいう。だが、おかげでアイリスを危険な目に合わせてしまいました」

「もう反省はいいから、幸せなことだけ考えて」

　アルスは少し屈んで耳元に唇をよせて囁く。

「それは船の中での……？」

「ちょ、ちょっと！　こんなところで言っちゃダメよ」

　サファイア国へ帰還する船の中で激しく愛し合ったのを思い出し、ほんのりと顔を赤くした。

「いったいどんなふうにしたら、アイリスを夢中にさせられたんでしょうね」

　少し遠慮がちに顔を出したのはクレセントだった。

「我々がブラックダイヤモンドだったので、今までの会話は少々心苦しかったですよ。いろいろと迷惑をかけましたね」

「そうね、そのせいでお母様が亡くなったのは悲しいけれど、貴方たちのせいじゃないわ。今は感謝している。謎に包まれたブラックダイヤモンドについて、これからは事実だけを伝えられるし、悪しき伝統の撲滅、政略結婚の廃止、女王政治の確立と女性の政への参加、そういうのをぜーんぶ盛り込んで世の中を正していこうと思うの！」

「アイリス女王は頼もしいですね」

　クレセントがふっと笑うと、アルスは彼の耳元で呟いた。

「まぁ、それが一番の取り柄ですから」

「アイリスちゃんの提案さぁ～、とってもいいと思うんだけど、僕のママが絶対に感化されそうで怖いよ～」

　そう言ってリュウがブルっと震えた。

「女性の政治参入などは、私がお手伝いさせていただきます」

　頭を下げて申し出たのは、ハーデスだった。あの日の予言を今でも後悔している。アダマスの口車に乗ってしまったのは彼が催眠をかけられたからだけど、それでも最大の汚点だったと猛省している。いまでは書庫を増設し、世界でも有数な知識の宝庫となった。

「ブラックダイヤモンドに関する書物の改訂なら喜んでお手伝いいたしますよ」

　ハーデスに声をかけたのは、ブルーダイヤモンド国の王となっているアダマスだった。

　ダイヤモンド国の領土を半分にして作った新国で、サファイア国をリスペクトしてブルーを国のカラーとしている。

「確かに、一番参考になるな」

　アルスが笑うと、アダマスもとても嬉しそうに微笑んだ。

「はい、いつでもサファイア国へお邪魔してブラックダイヤモンドについて語りますよ。もちろん、その際はアルス様にも同席してもらって、あの日の私たちのジュエルの共鳴を語り合いたいですね」

　その意味深な言葉に反応し、アルスに詰め寄った。

「ちょっと、今のはなに？　あの日ってどの日なの？　え、アダマスといったい何があったっていうの？」

「誤解です、アダマスが俺に触れたら、ジュエルが共鳴しただけですよ」

「ええ、あのときは心が震えました。最高の瞬間でしたね」

「おい、かなり誤解を招く言い方、やめてくれないか？」

「そうよ、私のアルスに何してくれてんのよ」

「いいじゃないか、アイリス」

　クレセントが目を細めて弟のアダマスを見つめ、とても嬉しそうに言う。

「私以外の友達ができるなんて、アダマスにはなかったことだ。多めにみてやってほしい」

「もう、貴方までアダマスの味方なの？　わかったわよ。でもね、アダマス、アルスは私の夫だって忘れないでよ」

「もちろん、わかってます」

　崇拝するアルスしか目に入っていないアダマスに、油断ならないと拗ねる。

　そこへヒョイと顔を出したのはフィンだった。

「もてる男は辛いですね、俺にもその魅力をわけてほしいな」

「あんまりからかうな。そんなにほしいなら、いつでもわけてやる。俺はアイリスに愛されればそれでいい」

「ちょっと、アルスったら、何言ってんのよ」

　さらっと嬉しい言葉をくれる。多分彼は何もわかっていないだろう。皆にからかわれて、私だけが頬を熱くした。

　その光景を楽しそうに眺めて、フィンがぽつりと言う。

「アルス様は誰もが認める最高のジュエル王になられましたね」
















第四十七章　幸福のジュエル







　準備が整ったと連絡が入るまで、談笑はつきなかった。

　アルスのエスコートで馬車に乗り込む。この日のために花とリボンで装飾された馬車は、国民の顔がよく見えるようにと屋根を取り払った。

　フラワーシャワーを浴びながら、国民の歓声を聞く。式はそのまま祝福の儀となり、そこで自分の政策を高らかに宣言した。

　目まぐるしい一日の最後は盛大な宴が待っていた。夜遅くまで音楽が鳴り響き、祝福の宴は私たちを幸せに酔わせてくれた。
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　さっきまでの軽快な音楽が、まだ耳に残っている。

　静けさが増す城の庭では、色とりどりの花が風に吹かれて囁くように揺れていた。

　まだ儀式の興奮が覚めなくて、アルスと花の道を甘い香りに包まれて歩く。

「やっとアイリスと結婚したと実感できました」

「私もよ。皆に祝福されて、とっても幸せな気分だわ。最初からこうだったらよかったのにね」

「そうですね、でも俺はこれで十分です」

「ふふっ、アルスにはもっともっと幸せになってもらわなくちゃ」

「俺よりアイリスでしょう？」

「私はいいのよ。アルスの幸せが私の幸せだから」

　私の腰に手を当てて、ぐっと引き寄せる。

「どうしたの？」

「いえ、急にアイリスが……欲しくなりました」

　いきなり抱き上げて、ふっと微笑む。

「え？　……ちょ、ちょっと？」

「このほうが早いですから、部屋に戻りますよ」





＊　　　　　　　＊　　　　　　　＊






　正式な儀式がすべて終わった。

　そして本来の初夜でする儀式、前回は飾りもなかっただけに、やり直しの意味も込めて初夜の飾り付けがされている。美しいジュエルと花びらが散りばめられていた。

　ベッドも同じ飾りを施し、サイドには宝石のようなキャンドルが灯されて、ほのかに部屋を照らしていた。

　いつもと違う雰囲気の部屋に心も躍る。アルスの腕から降ろしてもらうと、そこでまず行ったのは、お互いのジュエルの半分を相手に渡すことだ。

　忠誠の誓い。

　永遠に伴侶として生きていく為に、私のジュエルのサファイアを取り出す。アルスも同じようにルビーを取り出した。私はルビー、アルスはサファイアを受け取ると、心に納めた。このまま肌を合わせると、私たちのジュエルが真に結びつく。

　あの日はここまで丁寧な式にしなかったから、再び誓いあえたのを喜ぶ。

　最初で最後の儀式だった。

　終わるとベッドへ向かいながら、部屋中を見て回った。

「とても綺麗ね……」

　私の後を追いながらアルスは蝶でも捕まえるように、ふわりと後ろから抱きしめてくる。

「いえ、何よりもアイリスが一番綺麗です」

「……それ、褒めてるのよね？」

「ええ、そのつもりですよ？」

「ふふっ、どうしちゃったの？　今まで言ってくれたことあった？」

「ありましたよ。それに正直な気持ちを口にしたいときはあります」

「そうね、嬉しいわ。アルスもカッコイイわよ」

「俺は褒めなくても……」

「あ～、照れてる～、そうでしょう？」

「照れてません。からかうならその口を塞ぎますよ」

　顎を持たれて上を向かせると、後ろから覆いかぶさるようにして唇を奪う。果実でも味わうように啄み、やがて貪るように、徐々に激しくなる。

　もう何度も交わした口づけは、それでも私の思考を止めてしまう。強く吸い上げられると、理性まで失われていく。

　アルスは鎖骨の辺りを抱いていた腕を胸へ滑らせ、ドレスの上から膨らみを鷲掴んだ。

　大きな手がゆっくりと胸を揉みしだくと、気持ちが昂ぶるのがわかる。幾度となく肌を重ね合わせた体は、アルスの手がどのように動いて自分を責めるかを知っている。

　そのせいか、次第につんと固くなった頂きが、触ってほしいと言わんばかりにドレスから突きだした。そこをかりかりと指で引っ搔かれ、ビクンと体が反応する。じわじわと肌が熱くなり、全身がアルスを求め始めた。

「せっかくのドレスですが、もう脱がしてもいいですか？」

「そんなの聞かなくてもわかってるくせに……」

　言うよりも先にアルスは紐を解き、肩口からするりとドレスを床に落とした。

　裸体を晒した私を抱いて、そのままベッドへ腰かけさせるとアルスがその前に跪く。

　目線が胸の辺りにくることもあり、恥ずかしくて両手で隠した。

「恥ずかしいから、あんまり見ないで」

「妻のこんな美しい姿を見るのは、夫の特権でしょう？　隠さないで」

　両手をすぐに拘束されて素肌が晒されると、次の刺激が欲しくなったのか、頂きはキュッと縮んで尖っていく。

「それに、ここは触って欲しそうですよ」

　舌先でちょろちょろと先端を刺激する。微弱の電気が全身に広がって私を痺れさせた。

「あぁっ……」

　溜息が漏れ出て、さらに実は凝り固まっていく。

「もっと強い刺激がいいですか？」

「はぁっ……んっぁ……」

　先端を口に含んで強く吸い上げた。それから実の周りを歯で甘噛みして固定すると、アルスは拘束していた手を離す。彼の歯と胸の実が繋がっているだけの状態で、自分の服を脱ぎ捨てていく。

「やぁっ……あん」

　アルスが動くたびに、胸の先端から強い刺激が沸き起こる。

　服を脱ぐと足を持ち上げて、自分の肩に乗せた。バランスを崩して後ろに手をつく姿は、　まるで開脚をしてアルスの前に秘部を晒しているようだ。はしたない恰好に羞恥を覚えるも、アルスの次の刺激を待つ自分もいる。

「はんっ！」

　太ももに口づけられ、ビクッと体が跳ねた。そのまま舌がゆっくりと這って、秘部を目指していく。

「そんなとこ……だめ、恥ずかしいから……」

「そうですか？　でも、ここは俺を誘っていますよ」

「いやっ……あぁっ……あん」

　舌がとうとう秘裂を割る。どろりと蜜があふれ出て、舌先を濡らしていく。アルスはそれを舐めとると、秘芽の部分を舌でちょろちょろと弄った。

　私はただ喘ぐしかなく、快楽で背中をのけぞらせた。さらにはつんと突き出た頂きを、指で摘まみ上げるとコリコリと捏ねまわす。もう片方は蜜壺へと沈めていった。

「あぁっ……そんなの……だめぇっ……あぁん」

　胸からくる恍惚の痺れが全身にいきわたり、舌先で貪られる秘芽は刺激により膨らんでいく。蜜壺に入った指はぐちゅぐちゅと淫音を響かせて、体の中がかき混ぜられる。

　それらすべてが悦となり、もっとほしいと誘うように蜜を出して指を飲み込んでいく。

　全身に与えられるアルスからの快楽に、喘いで善がることしかできない。それだけで昇りつめていくほどの快感が襲ってくるのだった。

「も、もう……いっちゃいそう……」

　その言葉で焦らすように動きを止められ、腰が刺激を求めてはしたなくも動き出した。

「だめ、やめたら……」

「ほしいのは、指ですか？　それなら動かしますが……」

　蜜壺の中にある指が媚肉をゆっくりとなぞりだす。

「あぁ……」

「俺にどうしてほしいんですか？」

　いつの間にかすべての動きが止まり、私からの言葉を待っている。羞恥心など捨ててしまうほど、体はアルスからの快楽を求めていた。

「指じゃなくて……アルスのをちょうだい」

　溜息交じりの声を聞いて、アルスが震える。

　勢いよく立ち上がると、私の足を肩口でつかんだまま、熱い昂ぶりを最奥へと一気に貫いた。

「あぁっあ！」

　待ちわびていた至極の快感が全身を駆け巡る。アルスはすぐに角度を変えて、私の一番弱い部分に突き刺して悶えさせた。

「やぁっ、そこは……あぁん」

「いやとは言わせません、貴女の好きなところでしょう？」

　既に知りつくされた身体は嘘は付けない。抜き差しを繰り返されると、悦楽の波がジュエルの中にまで押し寄せる。

　最奥の襞を狙って、アルスが執拗にその部分を責め続けた。

　アルスから与えられる恍惚に抗うことはできなかった。激しい律動の勢いで、ベッドに散りばめてあった花びらとジュエルが舞った。

　それが愉悦にのけぞる身体に張り付き、私とアルスの身体を飾っていく。

「いい眺めです……とても美しい」

「アルスも……あ、あぁっ！」

　興奮した雄根が私の中で質量を増やし圧迫感を強めていく。心も身体もアルスに支配され、繋がっている場所からはもっといいようにしてほしいと、ねだるように蜜が滴り肉壁が吸い寄せる。

「あぁっ、いいっ……あぁっ、あん！」

　いつもとは違う角度からの貫きに、悲鳴に似た悶絶の叫びが響き渡る。

　またアルスによって新たに開拓された弱い場所を、何度も体位を変え、執拗なまでに責め立てられた。

「はぁっ、あぁん……も、もう、許して……」

　熱い塊に突かれるたびに愉悦に溺れ、善がっては喘ぐ、それが長い時間繰り返された。

「そろそろ限界ですか？」

「ふぅっ、うん……もう、い、いかせて……お願い」

「では……一緒に……」

　頷くと一気に最奥への律動が激しくなる。湧き上がる甘い痺れが全身に広がり、ただ喘ぎ善がるしかできなかった。

　アルスは私の中を責めながら、荒々しく口づけた。

「アルス……い……く……」

「ええ、わかってます……」

　囁く声はとても優しく、ぞくぞくと快感に襲われて肉壁がアルスの愛をもっと奥へと飲み込んでいく。愛と欲望のままにアルスは律動を早めていった。

　私の中のジュエルがそれに反応して青く光りだすと、アルスのそれも同じように共鳴した。やがて紫色の美しいジュエルとなり、二人の心に新たなジュエルを生んでいく。

　それは今までに感じたことのない愛おしさが心の中に湧き上がる瞬間だった。

「アルス……」

「アイリス、愛してる」

　私の中でアルスの愛が熱く弾けていく。それを最奥で受け止めると絶頂に達して身体がしなった。極限の恍惚が私を昇天させ、意識を手放していく。

　ベッドに沈む身体を、キラキラと舞った花びらとジュエルが美しく飾っていった。
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　どれくらい眠っていたのだろうか。

　目が覚めるとそこには愛おしいアルスが、優しい眼差しを向けている。

「アルス……もしかして寝てないの？」

「ええ、アイリスの寝顔を独り占めしたくて、また寝るのを忘れてしまいました」

「バカね……もうすぐ夜が明けちゃうわよ」

「そうですね、ですがまだ寝られそうにありません」

　こういうときは夜風にあたるのがいいわと、バルコニーへと誘った。夜明け前でまだ暗く、星がジュエルのようにキラキラと空を飾っている。

「星……綺麗ね」

「ええ、でもアイリスには負けます」

「え？　今のもう一回言って」

「二度は言えませんよ！」

「もう、ケチ」

　そう呟いてバルコニーの手すりに体を持たせる。夜風が私の髪をなびかせた。

「アイリス、寒くないですか？」

「うん、少しね。でも平気よ」

　満点の星に手をかざしていると、後ろからアルスが包み込むようにかぶさった。

「こうすれば、温かいですよね？」

「ふふっ、そうね。ありがとう」

　振り向いた私にそっとキスをして、溢れてくる愛情のまま抱きしめてくれる。さっきまで激しく抱かれていた感覚を思い出して、どくんとジュエルが反応した。熱が全身へと広がっていくと、顔が火照るのがわかる。

「ねぇ、何だか熱くなってきちゃったわ」

「でも、貴女を離しませんよ」

「なにそれ」

　気恥ずかしくてアルスの腕の中から抜け出そうとする私を、さらに抱きしめて逃げられないようにする。まるで子供みたいな態度に、ふっと笑みがこぼれた。

「そんなふうにしなくても、絶対に離れてあげないけどね」

「ならよかった」

　そうしてアルスは空を見上げた。ほんのり紫色に変化していたが、星はまだ煌めいている。

「いいですか、俺はこれからもずっとアイリスと生きていきますよ」

「ふふっ、どうしたの？　変なアルス」

「そうですね、幸せに酔ったのかも……」

　私の肩口に甘えるように顔を埋めた。吐息がかかると、ゾクッと体が震える。

「そろそろ中に入りますか？」

「ええ、これでゆっくり眠れそう？」

「いえ……貴女をもう一度、愛したくなりました」

　耳元で囁かれると、ジュエルがどくんと再び共鳴する。

　熱く激しい口づけを受け止めて、アルスの首に絡みつくように抱きついた。

　まだ明けきらない空は、青と紫のグラデーションで彩られている。その中で満点の星は私たちの愛を祝福するかのように、いつまでも美しく輝き続けていた。





――ＦＩＮ――
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　私はとても人に恵まれたのだと感じております。

　人との繋がりが、私をここまでにしてくれたのだと思っております。

　所属した劇団で脚本を書いたのがきっかけで、ゲームシナリオの世界に入り、そこから今回の編集者の方々と知り合い、今があります。

　声をかけていただいたことに感謝しております。

　ただこれを書き終わるまでは、右も左もわからず、大変な道のりではありました。

　できあがった物語を、またブラッシュアップして、もう一度書き直し……やっとみなさまに読んでもらえる作品になりました。

　楽しんでもらえたなら幸いです！







＊　　　　　　　＊　　　　　　　＊







　最後に、この本を書くことを応援してくれたすべての方々に感謝いたします。



　ありがとうございました。










著者プロフィール








小石川　桜々（こいしかわ　らら）







所属する劇団の第４回公演「進女類」の脚本を担当したのをきっかけにゲーム会社へ転職。会社専属のゲーム作家になる。

その後、フリーランスのシナリオライターとして乙女ゲーム系を中心に、配信ゲームやゲームソフトのシナリオに参加、活動中。

代表作：神々の悪戯～InFinite～、天下統一恋の乱（イベントシナリオ）他

現在YouTubeの番組『サウンド図書館』にて【夫婦の会話】と【お節介な隣人】のシナリオを担当し配信中。







サウンド図書館　夫婦の会話
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サウンド図書館　お節介な隣人
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欲望のジュエル２　　　～選んだ夫は敵かもしれない～
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